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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H10101 人間環境学 １・２ 2 内藤可夫

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
学問の意義、人間環境学、総合的教養、主専攻・
副専攻 分析・総合の思考力と判断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
人間環境学は人間環境大学の根本理念である。この理念について十分に理解することは、全体知を
目指し、又、環境の各々の専門を修めるという大学設立以来の教育の目的を達成するために不可欠
である。

授業の概要：
人間環境学の理念と人間環境大学とについて、その歴史と設立の意義を理解することとともに、人
間環境学の学問、研究、教育における歴史的な意義を理解する。そのために、現在、広く学問がど
のようなシステムになっているのか、そしてその課題がどのようなものか理解し、さらに、現在人
類社会が直面しているさまざまな課題と学問の役割について考察する。

授業の計画：
１．人間環境大学の設立
２．人間環境大学の概要
３．人間環境大学の学問理念 ｢人間環境学｣
４．学問とは何か
５．諸文化における学問
６．ヨーロッパにおける学問の理念と哲学
７．ヨーロッパにおける学問の歴史（１）
８．ヨーロッパにおける学問の歴史（２）
９．近現代における学問の変容
10．わが国における大学の歴史
11．世界的な大学および学問の変化
12．環境問題と人間環境学
13．こころの問題と人間環境学
14．歴史・文化と人間環境学
15．人間環境学の意義

授業方法：
講義における解説を主として、適宜レポートを課する。

達成目標：
人間環境大学の設立理念を理解し、大学での学修の意義、学問の意義を理解する。

評価方法：
論述試験 70％、出席など 30％
Ｓ．人間環境学について理解し、本学で学ぶことの意義を把握している。
Ａ．人間環境学について理解し、本学で学ぶことの意義を考えることが出来た。
Ｂ．人間環境学について理解することが出来た。
Ｃ．人間環境学について一部理解した。
Ｄ．理解しなかった。

教科書：
なし

参考文献：
なし　

実験・実習・教材費：
なし



− 2 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H10201 〜 11 基礎ゼミナールⅠ 1 1 下記参照

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
前期 水 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

聴く、読む、調べる、整理する、まとめる、書く コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

担当教員： 
神谷、日比野、森、藪谷、伊藤、吉田、吉野、島崎、渡、菅原、花井

授業のテーマ：
基礎ゼミナールは、本学 1年生の必修科目であり、これから大学で勉強していく上で必要な基礎的
な技能や、知的探究心を鍛錬することを目的としています。また、少人数教育による教員との直接
対話を通じて学習意欲を啓発するとともに、学生同士の親睦と連帯の意識を育てます。

授業の概要：
１．基礎ゼミナールは、Ⅰ（前期）とⅡ（後期）に区分され、両科目は必修科目です。
２．基礎ゼミナールでは、共通テキストを使用して、ノート・テイキング、文献調査、レポート作成、
プレゼンテーションなど大学で必要な基礎的技法を学びます。

授業の計画：
１．第 1章　スタディスキルズとは
２．第 2章　ノート・テイキング（その１）
３．第 2章　ノート・テイキング（その２）
４．第 3章　リーディングの基本スキル（その１）
５．第 3章　リーディングの基本スキル（その２）
６．第 4章　より深いリーディングのために（その１）
７．第 4章　より深いリーディングのために（その２）
８．第 5章　大学図書館における情報収集（その１）
９．第 5章　大学図書館における情報収集（その２）
10．第８章　アカデミックライティングの基本スキル（その１）
11．第 8章　アカデミックライティングの基本スキル（その２）
12．第 9章　効果的なアカデミックライティングのために（その１）
13．第 9章　効果的なアカデミックライティングのために（その２）
14．レポート作成についてのQ＆A（その１）
15．レポート作成についてのQ&A（その２）

授業方法：
初講時に各担当教員が指示します。

達成目標：
大学の学習で必要な基礎学力、基礎的技能を修得し、学習意欲と知的探究心を養う。

評価方法：
総合評価
Ｓ：大学の学修に必要なきわめて高度な能力が認められる
Ａ：大学での学修に必要な高度な能力が認められる
Ｂ：大学での学修に必要な能力が認められる
Ｃ：やや問題はあるが大学での学修に必要な能力が認められる
Ｄ：大学での学修に必要な能力には到達していない

教科書：
『知へのステップ（改訂版）』（くろしお出版）
担当教員によっては別途、補助教材を使用することがあります。

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H10212 基礎ゼミナールⅠ（再履修者クラス） 2 1 島崎義治

期間 曜日 時限 備考：
前期 木 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

聴く、読む、調べる、整理する、まとめる、書く コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
基礎ゼミナールは、本学 1年生の必修科目であり、これから大学で勉強していく上で必要な基礎的
な技能や、知的探究心を鍛錬することを目的としています。また、教員との直接対話を通じて学習
意欲を啓発するとともに、学生同士の親睦と連帯の意識を育てます。

授業の概要：
１．基礎ゼミナールは、Ⅰ（前期）とⅡ（後期）に区分され、両科目は必修科目です。
２．基礎ゼミナールでは、共通テキストを使用して、ノート・テイキング、文献調査、レポート作成、
プレゼンテーションなど大学で必要な基礎的技法を学びます。

授業の計画：
１．第 1章　スタディスキルズとは
２．第 2章　ノート・テイキング（その１）
３．第 2章　ノート・テイキング（その２）
４．第 3章　リーディングの基本スキル（その１）
５．第 3章　リーディングの基本スキル（その２）
６．第 4章　より深いリーディングのために（その１）
７．第 4章　より深いリーディングのために（その２）
８．第 5章　大学図書館における情報収集（その１）
９．第 5章　大学図書館における情報収集（その２）
10．第８章　アカデミックライティングの基本スキル（その１）
11．第 8章　アカデミックライティングの基本スキル（その２）
12．第 9章　効果的なアカデミックライティングのために（その１）
13．第 9章　効果的なアカデミックライティングのために（その２）
14．レポート作成についてのQ＆A（その１）
15．レポート作成についてのQ＆A（その２）

授業方法：
全員で教科書の理解度を確認した後、課題に取り組みます。

達成目標：
大学の学習で必要な基礎学力、基礎的技能を修得し、学習意欲と知的探究心を養う。

評価方法：
レポート試験

教科書：
『知へのステップ（改訂版）』（くろしお出版）1,800 円 +税
担当教員によっては別途、補助教材を称することがあります。

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし



− 4 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12201 〜 11 基礎ゼミナールⅡ 1 1 下記参照

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
後期 水 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

まとめる、書く、表現する、伝える コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

担当教員： 
神谷、日比野、森、藪谷、伊藤、吉田、吉野、島崎、渡、菅原、花井

授業のテーマ：
基礎ゼミナールは、本学 1年生の必修科目であり、これから大学で勉強していく上で必要な基礎的
な技能や、知的探究心を鍛錬することを目的としています。また、少人数教育による教員との直接
対話を通じて学習意欲を啓発するとともに、学生同士の親睦と連帯の意識を育てます。

授業の概要：
１．基礎ゼミナールは、Ⅰ（前期）とⅡ（後期）に区分され、両科目は必修科目です。
２．基礎ゼミナールⅡでは、前期で学んだことに加え、コンピューターを利用した技法を学び、基
礎的現代的な教養や社会問題、問題の発見と解決、創造と発想、調査研究の方法など幅広い分野を
取り上げ、大学で必要な基礎的技法を学びます。

授業の計画：
１．第 10 章　パソコンによるライティングスキル（その１）
２．第 10 章　パソコンによるライティングスキル（その２）
３．第 11 章　プレゼンテーションの基本スキル（その１）
４．第 11 章　プレゼンテーションの基本スキル（その２）
５．第 12 章　わかりやすいプレゼンテーションのために（その１）
６．第 12 章　わかりやすいプレゼンテーションのために（その２）
７．身の回りにある問題を見つけてみよう（その１）
８．身の回りにある問題を見つけてみよう（その２）
９．図書館などで情報を収集してみよう（その１）
10．図書館などで情報を収集してみよう（その２）
11．レポートを作成してみよう（その１）
12．レポートを作成してみよう（その２）
13．プレゼンテーションをしてみよう（その１）
14．プレゼンテーションをしてみよう（その２）
15．まとめ

授業方法：
初講時に各担当教員が指示します。

達成目標：
大学の学習で必要な基礎学力、基礎的技能を修得し、学習意欲と知的探究心を養う。

評価方法：
総合評価
Ｓ：大学の学修に必要なきわめて高度な能力が認められる
Ａ：大学での学修に必要な高度な能力が認められる
Ｂ：大学での学修に必要な能力が認められる
Ｃ：やや問題はあるが大学での学修に必要な能力が認められる
Ｄ：大学での学修に必要な能力には到達していない

教科書：
『知へのステップ（改訂版）』（くろしお出版）
担当教員によっては別途、補助教材を使用することがあります。

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12212 基礎ゼミナールⅡ（再履修者クラス） 2 1 島崎義治

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

まとめる、書く、表現する、伝える コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
基礎ゼミナールは、本学 1年生の必修科目であり、これから大学で勉強していく上で必要な基礎的
な技能や、知的探究心を鍛錬することを目的としています。また、教員との直接対話を通じて学習
意欲を啓発するとともに、学生同士の親睦と連帯の意識を育てます。

授業の概要：
１．基礎ゼミナールは、Ⅰ（前期）とⅡ（後期）に区分され、両科目は必修科目です。
２．基礎ゼミナールⅡでは、前期で学んだことに加え、コンピューターを利用した技法を学び、基
礎的現代的な教養や社会問題、問題の発見と解決、創造と発想、調査研究の方法など幅広い分野を
取り上げます。査、レポート作成、プレゼンテーションなど大学で必要な基礎的技法を学びます。

授業の計画：
１．第 10 章　パソコンによるライティングスキル（その１）
２．第 10 章　パソコンによるライティングスキル（その２）
３．第 11 章　プレゼンテーションの基本スキル（その１）
４．第 11 章　プレゼンテーションの基本スキル（その２）
５．第 12 章　わかりやすいプレゼンテーションのために（その１）
６．第 12 章　わかりやすいプレゼンテーションのために（その２）
７．身の回りにある問題を見つけてみよう（その１）
８．身の回りにある問題を見つけてみよう（その２）
９．図書館などで情報を収集してみよう（その１）
10．図書館などで情報を収集してみよう（その２）
11．レポートを作成してみよう（その１）
12．レポートを作成してみよう（その２）
13．プレゼンテーションをしてみよう（その１）
14．プレゼンテーションをしてみよう（その２）
15．まとめ

授業方法：
全員で教科書の理解度を確認した後、課題に取り組みます。

達成目標：
大学の学習で必要な基礎学力、基礎的技能を修得し、学習意欲と知的探究心を養う。

評価方法：
レポート試験

教科書：
『知へのステップ（改訂版）』（くろしお出版）1,800 円 +税

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12101 〜 5 日本語リテラシⅠ 1 1 下記参照

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
前期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

日本語、読む、書く コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

担当教員：
�森順子・伊藤利行・吉田喜久子・島崎義治・菅原太

授業のテーマ：
日本語リテラシは、本学 1年生の必修科目であり、これから大学で勉強していく上で必要な日本語
の能力を高めるために、基礎的な日本語表現技術を学ぶことを目的としています。

授業の概要：
１．日本語リテラシは、Ⅰ（前期）とⅡ（後期）に区分され、両科目は必修科目です。
２．日本語リテラシでは、共通テキストを使用して、日本語表現の基礎を学びます。
３．漢字マスターを利用して２級程度の漢字が使えるようにします。

授業の計画：
１．話し言葉と書き言葉
２．漢字の読み方と言葉の意味（その１）
３．文の組み立て
４．漢字の読み方と言葉の意味（その２）
５．視点（その１）
６．視点（その２）
７．漢字の読み方と言葉の意味（その３）
８．文のつなぎ方
９．同音・同訓異義語の使い分け（その１）
10．同音・同訓異義語の使い分け（その２）
11．同音・同訓異義語の使い分け（その３）
12．意味の限定（その１）
13．意味の限定（その２）
14．言葉の順序（その１）
15．言葉の順序（その２）

授業方法：
初講時に各担当教員が指示します。

達成目標：
大学の学習で必要な日本語能力を修得し、学習意欲と知的探究心を養う。また、漢字検定試験２級
合格を目標とする。

評価方法：
Ｓ：大学の学修に必要な高度な十分な日本語能力が認められる
Ａ：大学での学修に必要な十分な日本語能力が認められる
Ｂ：大学での学修に必要な日本語能力が認められる
Ｃ：やや問題はあるが大学での学修に必要な日本語能力が認められる
Ｄ：大学での学修に必要な日本語能力には到達していない

教科書：
名古屋大学日本語表現研究会『書き込み式日本語表現ノート』（三弥井書店）
数研出版編集部『漢字能力検定５〜２級対応級別漢字マスター』（数研出版）

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12106 日本語リテラシⅠ（留学生クラス） 1 1 文野峯子

期間 曜日 時限  備考：�この科目は、「日本留学試験日本語科目（記述問題を除く）」の
得点が 250 点以下、または、日本語能力試験N1に合格してい
ないもの、すなわち日本語による専門教育の講義を理解する日
本語能力が不十分な留学生を対象としている。

前期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

文法、語彙、聴解、読解 コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
聴く、読む分野における日本語の知識の整理。N2レベルまでの復習、Ｎ１レベルへの挑戦。

授業の概要：
この授業は、前半は聴解練習、後半は読解練習を行う。

授業計画：
前期
『聴くトレーニング』� 『読むトレーニング』
１．促音、撥音、拗音� １．必要な情報を探す読み方
２．長音、濁音・半濁音� ２．キーワード
３．その他、慣用表現①� ３．対になっていることば
４．慣用表現②、③� ４．接続語や指示語
５．四字熟語①、②� ５．練習　１
６．留学生活、情報・通信� ６．練習　２
７．データ研究・発表� ７．練習　３
８．社会問題、心理・教育� ８．練習　４
９．経済・経営、科学� ９．練習　５
10．推測� 10．実践練習　１
11．推測� 11．実践練習　２
12．予測� 12．実践練習　３
13．予測� 13．実践練習　４
14．情報の照合� 14．実践練習　５
15．情報の比較� 15．まとめ

教育の方法：
学習内容の一部または全部をノートに書くことを宿題とする。基礎的な知識は、毎回小テストをし
て定着を図る。

達成目標：
日本語力は、テレビニュースの概要が聞き取れるレベルを目指す。

評価方法：
提出課題　　　　　30％
小テスト　　　　　20％
期末テスト　　　　50％

教科書：
授業時に指示

参考文献：
『聴くトレーニング：聴解・聴読解（応用編）』スリーエー・ネットワーク
『読むトレーニング（基礎編）（応用編』：スリーエー・ネットワーク

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12107 日本語リテラシⅠ（再履修者クラス） 2 1 石上文正

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

日本語、読む、書く コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
日本語リテラシは、本学 1年生の必修科目であり、これから大学で勉強していく上で必要な日本語
の能力を高めるために、基礎的な日本語表現技術を学ぶことを目的としています。

授業の概要：
１．日本語リテラシは、Ⅰ（前期）とⅡ（後期）に区分され、両科目は必修科目です。
２．日本語リテラシでは、共通テキストを使用して、日本語表現の基礎を学びます。
３．漢字マスターを利用して２級程度の漢字が使えるようにします。

授業の計画：
１．話し言葉と書き言葉
２．漢字の読み方と言葉の意味（その１）
３．文の組み立て
４．漢字の読み方と言葉の意味（その２）
５．視点（その１）
６．視点（その２）
７．漢字の読み方と言葉の意味（その３）
８．文のつなぎ方
９．同音・同訓異義語の使い分け（その１）
10．同音・同訓異義語の使い分け（その２）
11．同音・同訓異義語の使い分け（その３）
12．意味の限定（その１）
13．意味の限定（その２）
14．言葉の順序（その１）
15．言葉の順序（その２）

授業方法：
初講時に担当教員が指示します。

達成目標：
大学の学習で必要な日本語能力を修得し、学習意欲と知的探究心を養う。また、漢字検定試験２級
合格を目標とする。

評価方法：
Ｓ：大学の学修に必要な高度な十分な日本語能力が認められる
Ａ：大学での学修に必要な十分な日本語能力が認められる
Ｂ：大学での学修に必要な日本語能力が認められる
Ｃ：やや問題はあるが大学での学修に必要な日本語能力が認められる
Ｄ：大学での学修に必要な日本語能力には到達していない

教科書：
名古屋大学日本語表現研究会『書き込み式日本語表現ノート』（三弥井書店）
数研出版編集部『漢字能力検定５〜２級対応級別漢字マスター』（数研出版）

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12201 〜 5 日本語リテラシⅡ 1 1 下記参照

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
後期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

日本語、読む、書く コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

担当教員：
森順子・伊藤利行・吉田喜久子・島崎義治・菅原太

授業のテーマ：
日本語リテラシーは、本学 1年生の必修科目であり、これから大学で勉強していく上で必要な日本
語の能力を高めるために、基礎的な日本語表現技術を学ぶことを目的としています。

授業の概要：
１．日本語リテラシは、Ⅰ（前期）とⅡ（後期）に区分され、両科目は必修科目です。
２．日本語リテラシでは、共通テキストを使用して、日本語表現の基礎を学びます。
３．漢字マスターを利用して２級程度の漢字が使えるようにします。

授業の計画：
１．定義・分類の表現（１）
２．定義・分類の表現（２）
３．比較・対照の表現（１）
４．比較・対照の表現（２）
５．類義語の使い方
６．対義語の使い方
７．列挙・順序・因果関係の表現（１）
８．列挙・順序・因果関係の表現（２）
９．言葉の呼応
10．定型表現・慣用句
11．引用の表現（１）
12．引用の表現（２）
13．敬語
14．注意すべき敬語
15．四字熟語、仮名遣い・送り仮名の使い方

授業方法：
初講時に各担当教員が指示します。

達成目標：
大学の学習で必要な日本語能力を修得し、学習意欲と知的探究心を養う。また、漢字検定試験２級
合格を目標とする。

評価方法：
Ｓ：大学の学修に必要な高度な十分な日本語能力が認められる
Ａ：大学での学修に必要な十分な日本語能力が認められる
Ｂ：大学での学修に必要な日本語能力が認められる
Ｃ：やや問題はあるが大学での学修に必要な日本語能力が認められる
Ｄ：大学での学修に必要な日本語能力には到達していない

教科書：
名古屋大学日本語表現研究会『書き込み式日本語表現ノート』（三弥井書店）
数研出版編集部『漢字能力検定５〜２級対応級別漢字マスター』（数研出版）

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12206 日本語リテラシⅡ（留学生クラス） 1 1 文野峯子

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
ノートテーキング、書き言葉、漢字語彙、わかり
やすい文章、わかりやすい構成

コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
中上級文型、N1レベルの文字語彙の習得と定着。講義を聞きノートをとる。文章表現能力育成。

授業の概要：
中級文型および文字語彙の習得と定着は、毎回小テストで確認する。ニュース等を聞き取りノート
をとる、概要を文章化する作業を通して、聴解力および文章力を身につける。

授業計画：
中級文型� 聴解練習
１．動作の対象� １．キーワードを聞き取る
２．目的・手段・媒介� ２．キーワードを聞き取る
３．機転・終点・限界・範囲� ３．長すぎる文、ねじれ文
４．時点・場面� ４．（ニュース）、要約文を書く
５．時間的同時性・時間的前後関係� ５．要約文を評価・検討
６．進行・相関関係� ６．（ニュース）要約文を書く
７．付帯・非付帯� ７．要約文を評価・検討
８．限定� ８．（新聞）要約文を書く
９．非限定・付加� ９．要約文を評価・検討
10．比較� 10、要約文を書く
11．判断の立場� 11．要約文を評価・検討
12．基準� 12．意見文を書く
13．関連・対応� 13．意見文を評価・検討
14．無関係・例外� 14．意見文を書く
15．例示� 15．意見文を評価・検討

教育の方法：
学習内容の一部または全部をノートに書くことを宿題とする。基礎的な知識は、毎回小テストを
して定着を図る。ノート作成や作文等授業中に完成できなかった部分は宿題とし、e-mail 添付で
nihongo@uhe.ac.jp にその週の金曜日までに提出する。

達成目標：
文法、文字、語彙、聞き取り、ライティング分野における日本語力能力は、新聞や教科書に見られ
る書き言葉が聞いて理解でき、概要をまとめる、聞いた意見に対して簡単な意見文が書けるレベル
（CEFR外国語能力評価基準のＢ２レベル）になる。

評価方法：
提出課題　　　　　30％
小テスト　　　　　20％
期末テスト　　　　50％

教科書：　
授業時に提示

参考文献：　
『どんなときどう使う日本語表現文型 500』　アルク
『日本語能力試験�1 級対策問題集　文法・文字・語彙の総仕上げ』　創択社

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12207 日本語リテラシⅡ（再履修者クラス） 2 1 日比野雅彦

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

日本語、読む、書く コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
日本語リテラシーは、本学 1年生の必修科目であり、これから大学で勉強していく上で必要な日本
語の能力を高めるために、基礎的な日本語表現技術を学ぶことを目的としています。

授業の概要：
１．日本語リテラシーは、Ⅰ（前期）とⅡ（後期）に区分され、両科目は必修科目です。
２．日本語リテラシーでは、共通テキストを使用して、日本語表現の基礎を学びます。
３．漢字マスターを利用して２級程度の漢字が使えるようにします。

授業の計画：
１．定義・分類の表現（１）
２．定義・分類の表現（２）
３．比較・対照の表現（１）
４．比較・対照の表現（２）
５．類義語の使い方
６．対義語の使い方
７．列挙・順序・因果関係の表現（１）
８．列挙・順序・因果関係の表現（２）
９．言葉の呼応
10．定型表現・慣用句
11．引用の表現（１）
12．引用の表現（２）
13．敬語
14．注意すべき敬語
15．四字熟語、仮名遣い・送り仮名の使い方

授業方法：
初講時に担当教員が指示します。

達成目標：
大学の学習で必要な日本語能力を修得し、学習意欲と知的探究心を養う。また、漢字検定試験２級
合格を目標とする。

評価方法：
Ｓ：大学の学修に必要な高度な十分な日本語能力が認められる
Ａ：大学での学修に必要な十分な日本語能力が認められる
Ｂ：大学での学修に必要な日本語能力が認められる
Ｃ：やや問題はあるが大学での学修に必要な日本語能力が認められる
Ｄ：大学での学修に必要な日本語能力には到達していない

教科書：
名古屋大学日本語表現研究会『書き込み式日本語表現ノート』（三弥井書店）
数研出版編集部『漢字能力検定５〜２級対応級別漢字マスター』（数研出版）

参考文献：

実験・実習・教材費：



− 12 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

A09101 海外大学単位互換科目A １・２ 2 文野・花井

期間 曜日 時限  備考：�準備期間�H25 年４月下旬〜研修期間直前　研修期間�Ｈ 25 年 8 月
下旬〜 9月初旬（予定）�
※�この授業については、履修登録期間中には登録は行わず、事
前説明会を行った上で、別途期間を定め履修登録を行います。前期 集中 8〜 9月

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
学生主体、協働学習、異文化間交流、リーダーシッ
プ

コミュニケーション力、問題解決力、グローバルな
視野

授業のテーマ：
１．「獲得型」学習。学生各自が、主体的かつ積極的に活動に参加し、知識・能力を獲得する。
２．価値観や母語の異なる他者と共に学び合う活動を通して、他者理解だけでなく自己理解を深める。

授業の概要：
この科目は、本学と海外の大学が結んだ単位互換協定にもとづいて実施されるものです。
本学の学生が当該科目を履修した場合、修得した科目の単位は２科目（2単位× 2ヵ年＝ 4単位）
まで本学の『自由選択科目』の科目として卒業要件単位に算入できます。

授業の計画：
《研修内容》
　�　台湾の大学から教員と学生が研修に参加する予定です。テーマ等は、先方の大学と話し合いの
上決定します。過去のテーマは、「まちづくり」、「コミュニティづくりと言語管理」、「現代の世相
に見る日本の社会」などです。各チームは、台湾の学生と本学の学生で混成グループを作ります。
グループ編成は、事前のインターネット上のやりとりを通じて台湾の学生の来日前に行われます。

　�　使用言語は、日本語を基本とします。台湾の学生は外国語である日本語でコミュニケーションをし
なければなりません。日本人の学生には、語学面からの支援や意思疎通が円滑に進むよう気を配るな
どの役割が求められます。グループの研究課題決定から活動計画、研究発表に至るまで学生が主体と
なって行う実習・演習タイプの科目であり、来日した学生との協働の研修であるので、台湾の学生が
活動している間日本人学生は全ての過程においてリーダーとして参加することが期待されます。

《研修前の活動》
　１）インターネットを通して台湾の学生とやりとりを行います。
　２）週一回程度　日本人側の勉強会、受け入れ準備のための話し合いを行います。

《研修期間中の活動》
　合宿、あるいはホームステイの形態で宿泊をし、台湾の学生と 24 時間寝食を共にします。
　日中は、グループごとにフィールドに行き、必要な調査を行ったり調査結果をまとめたりします。
　夜は、全体会議でその日の報告をします。最後に、成果を公開で発表します。

《本学学生の応募条件》
　１．責任ある態度で主体的かつ積極的な参加ができること。
　２．異文化交流に関心がある者。
　３．インターネットでの交信が可能なこと。（学内 PC利用も含む）

《募集定員》30 名
授業方法：

学外のフィールドに出て、調査研究を行う。
達成目標：

主体的に活動に参加することを通して、広い視野、責任感、自主性、コミュニケーション力、リーダー
シップ等社会人に求められる能力を身につける。

評価方法：
準備期間および研修期間中の参加状況、グループへの貢献度、発表などを総合的に評価する。
準備期間の貢献度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10％
グループ演習（グループでの討論、フィールドでの協働作業）　25％
講義・活動報告（講義・フィールドの報告会）　　　　　　　　25％
口頭発表（グループ毎にＰＰＴを用いて発表）　　　　　　　　30％
報告書作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10％

教科書：
なし

実験・実習・教材費：
活動フィールドや活動内容によって実費（数千円程度）が必要となる場合があります。（詳細は事前
説明会で説明します。）
※なお、海外からの学生が来日しないなど交流行事そのものが実施されない場合、本科目は不開講
となります。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12301 総合日本語Ⅰ １・２ 1 文野峯子

期間 曜日 時限
 備考：�履修者指定クラス（留学生）�

総合日本語認定制度�
「日本留学試験日本語科目（記述問題を除く）」の得点が 250 点以上、または、
日本語能力試験N1合格者、あるいはそれと同等の日本語能力があることを
認められた者は留学生 1年生必修�総合日本語Ⅰを履修したものと認定する。

前期 水 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

会話能力、発表力、流暢さ コミュニケーション力、問題解決力、社交性（社
会的相互関係力）

授業のテーマ：
・日本語でテーマに沿った会話ができる。
・流暢さを身につける。

授業の概要：
モデル会話を記憶し、発音・イントネーション・スピードなどを模して練習することにより、正し
い表現で流暢な会話ができるようになるための口頭練習を行う。インタビューの実施、結果の発表
原稿作成、PPTを使った発表を行う。

授業の計画：
１．シャドウイング　１、プロジェクトワーク　１：プロジェクトワークとは　
２．シャドウイング　２、プロジェクトワーク　２：テーマ決め，調査内容決定　
３．シャドウイング　３、プロジェクトワーク　３：インタビュー設問作成　検討
４．シャドウイング　４、プロジェクトワーク　４：インタビュー設問検討　
５．シャドウイング　５、プロジェクトワーク　５：インタビュー練習
６．シャドウイング　６、プロジェクトワーク　６：インタビュー実施・記録
７．シャドウイング　７、プロジェクトワーク　７：インタビュー実施・記録
８．シャドウイング　８、プロジェクトワーク　８：調査結果集計
９．シャドウイング　９、プロジェクトワーク　９：調査結果まとめ（グラフ等）
10．シャドウイング　10、プロジェクトワーク　10：PPTアウトライン作成
11．プロジェクトワーク　　　　　　　　　　　11：PPT作成
12．プロジェクトワーク　　　　　　　　　　　12：発表原稿　作文
13．プロジェクトワーク　　　　　　　　　　　13：評価基準作成、発表準備
14．プロジェクトワーク　　　　　　　　　　　14：発表
15．プロジェクトワーク　　　　　　　　　　　15：振り返り

授業方法：
講義を受け身の姿勢で聞くのではなく学生が主体的に作業を行う授業である。授業の大半の時間を、
各自が産出する作業となる。

達成目標：
日本語でテーマに沿った会話が、ある程度の流暢さをもってできるようになる。

評価方法：
発表　　　　　　　30％
小テスト　　　　　20％
期末テスト　　　　50％

教科書：
授業時に指示

参考文献：
『日本語を話そう　中上級』くろしお出版

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H12401 総合日本語Ⅱ １・２ 1 文野峯子

期間 曜日 時限
 備考：�履修者指定クラス（留学生）�

総合日本語認定制度�
「日本留学試験日本語科目（記述問題を除く）」の得点が 250 点以上、または、
日本語能力試験N1合格者、あるいはそれと同等の日本語能力があることを
認められた者は留学生 1年生必修�総合日本語Ⅰを履修したものと認定する。

後期 水 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

会話能力、発表力、フォーマルな発話 コミュニケーション力、問題解決力、社交性（社
会的相互関係力）

授業のテーマ：
・日本語でテーマに沿った会話ができる。
・流暢さを身につける。
・フォーマルな場におけるコミュニケーションができるようになる。

授業の概要：
モデル会話を記憶し、発音・イントネーション・スピードなどを模して練習することにより、正し
い表現で流暢な会話ができるようになるための口頭練習を行う。ロールプレーのシナリオを作成等、
学生が主体的に取り組む作業が主となる。

授業計画：
１．フォーマルな場における自己紹介１　発表、作文
２．フォーマルな場における自己紹介２　作文検討
３．印象に残る自己紹介　作文
４．フォーマルな場での電話１
５．電話２　伝言を残す、受ける、伝える
６．電話３　まとめ
７．相手の都合を聞く
８．了承を求める
９．許可・了解を求める、許可・承諾する１
10．許可・了解を求める、許可・承諾する２
11．お礼・お詫び
12．意見を言う・申し出る１
13．意見を言う・申し出る２
14．誘いを受ける・断る１
15．誘いを受ける・断る２

授業方法：
講義を受け身の姿勢で聞くのではなく学生が主体的に作業を行う授業である。授業の大半の時間を、
各自が産出する作業となる。

達成目標：
日本語で、フォーマルな場におけるコミュニケーションができるようになる。

評価方法：
６行まで　必修科目（期末試験、レポート）、その他科目（小テストも入る）
発表　　　　　　　30％
小テスト　　　　　20％
期末テスト　　　　50％

教科書：
授業時に指示

参考文献：
『日本企業への就職　ビジネス会話トレーニング』　アスク出版

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H14101 キャリアデザインⅠ 1 2 日比野雅彦

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
キャリア形成、自己理解、仕事理解、将来設計、キャ
リア選択

分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）、グローバルな視野

授業のテーマ：
キャリアデザインとは、将来の働き方をデザインすることであり、これからの生き方をデザインする
ことでもあります。社会が大きく転換している今、就職・進学を問わず、その環境は目まぐるしく変
化しています。本授業では、さまざまな演習を通じて、社会や自分を取り巻く環境をしっかりと見つめ、
「自分らしさ」「自分の強みや課題」「自分の理想とする将来像」などを発見することを目標とします。

授業の概要：
まず大学生として大切なことは、学業に励むとともに、多様な啓発的経験を通じて「自分は将来ど
んな仕事に就き、どんな生き方を目指すのか」を早期段階から意識して、充実した学生生活を送る
ことにあります。本授業では、キャリアデザインの基礎編として、自分の将来にむけて、自分なり
の指針や目標を立て、何を学び、どう行動すればよいかを主体的に考え、計画し、その実践を目標
とします。また、キャリアデザインを描くために必要な考え方や方策を学びます。

授業の計画：
５回〜15回のカッコは授業日（月/日）です。
１回〜４回　オリエンテーション
　　　　　　キャリアガイダンス
　　　　　　環境コースについて
　　　　　　経営コースについて
　　　　　　心理コースについて
　　　　　　日本研究コースについて
５回　主体的なキャリア形成の必要性（４/11）
６回　自分史作り【演習】ライフ・ライン・チャート（４/18）
７回　自己適性検査（４/25）
８回　性格分析　【演習】好きと得意の明確化、長所と短所（５/９）
９回　未来予想図【演習】ライフ・キャリアの虹（展望）（５/23）
10回　価値観分析【演習】ライフスタイルとワークキャリア（６/６）
11回　志向性分析【演習】キャリアタイプと職業適性（６/13）
12回　仕事理解①【演習】志向性と職業のマッチング（７/４）
13回　仕事理解②【演習】業界・企業・職種の研究（７/11）
14回　目標設定①【演習】社会で求められる力（７/18）
15回　目標設定②【演習】卒業時になりたい自分（７/25）

授業方法：
最初の４回の講義はオリエンテーション期間中に実施します。まず、大学入学から卒業、そして卒
業後の進路にむけ、それぞれのコースがカリキュラム設計されているかについてコース長から説明
します。その後、キャリアデザインという観点から講義と演習を交えて展開します。講義は、基本
的にテキストを使って進めます。演習は、個人ワークとグループセッションの二本立てで進めます。
まずは、個人ワークで自分なりの考えをまとめます。つぎに、グループセッションで各自の考えを
交換し、互いに学び合います。

達成目標：
『大学入学の目的を整理したうえで、卒業時になりたい自分をイメージし、そのために必要な行動が
とれる』こと。

評価方法：
授業の取り組み：50％、　課題・演習：50％
主体的なキャリア形成の必要性を理解したうえで、完成度の高い自らのキャリアデザインができる・Ｓ
主体的なキャリア形成の必要性を理解したうえで、ある程度のキャリアデザインができる・・・Ａ
キャリア形成の必要性を理解したうえで、一部のキャリアデザインができる・・・・・・・・・Ｂ
キャリア形成の必要性を理解している・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
樋口貴子著　『キャリアデザインの基礎』　㈱キャリアデザイン（500円）　※最初の授業内で販売します。

参考文献：
授業の中で適宜、紹介します。

実験・実習・教材費：
なし。　※教科書以外に必要な内容は、適宜資料を配布します。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H14102 キャリアデザインⅠ（再履修者クラス） ２ ２ 樋口・三井

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
キャリア形成、自己理解、仕事理解、将来設計、キャ
リア選択

分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）、グローバルな視野

授業のテーマ：
キャリアデザインとは、将来の働き方をデザインすることであり、これからの生き方をデザインす
ることでもあります。社会が大きく転換している今、就職・進学を問わず、その環境は目まぐるし
く変化しています。本授業では、さまざまな演習を通じて、社会や自分を取り巻く環境をしっかり
と見つめ、「自分らしさ」「自分の強みや課題」「自分の理想とする将来像」などを発見することを目
標とします。

授業の概要：
キャリアデザインの基礎編として、低学年の早期段階からキャリアデザインを描くために必要な考
え方や方策を学びます。具体的には、社会経済の動向をふまえた「仕事理解」と、自分の個性、興味・
関心、欲求・動機、価値観、適性といった「自己理解」の両方を推し進め、将来のキャリア選択に
備えます。

授業の計画：
１回　主体的なキャリア形成の必要性� ９回　仕事理解①【演習】業界研究（現状と課題）
２回　自己理解①【演習】自分史「ライフ・ライン・チャート」� 10回　仕事理解②【演習】企業研究（使命と展望）
３回　自己理解②【演習】好きと得意、長所と短所� 11回　仕事理解③【演習】職種研究（適性と能力）
４回　社会経済の動向と雇用形態の多様化� 12回　目標設定①【演習】学生時代に打ち込むこと
５回　21世紀に求められる人材像� 13回　目標設定②【演習】卒業時になりたい自分
６回　自己理解③【演習】将来展望「ライフ・キャリアの虹」�14回　自己表現①【演習】プレゼンテーション準備
７回　自己理解④【演習】ライフスタイルとワークキャリア� 15回　自己表現②【演習】プレゼンテーション発表
８回　自己理解⑤【演習】キャリアタイプと職業適性

授業方法：
講義と演習を交えて展開します。講義は、基本的にテキストを使って進めます。演習は、個人ワー
クとグループセッションの二本立てで進めます。まずは、個人ワークで自分なりの考えをまとめます。
つぎに、グループセッションで各自の考えを交換し、互いに学び合います。

達成目標：
『21世紀に求められる人材像と、卒業時になりたい自分をイメージし、そのために必要な行動がと
れる』こと。

評価方法：
授業の取り組み：50％、　課題・演習：50％
主体的なキャリア形成の必要性を理解したうえで、完成度の高い自らのキャリアデザインができる・Ｓ
主体的なキャリア形成の必要性を理解したうえで、ある程度のキャリアデザインができる・・・Ａ
キャリア形成の必要性を理解したうえで、一部のキャリアデザインができる・・・・・・・・・Ｂ
キャリア形成の必要性を理解している・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
樋口貴子著　『キャリアデザインの基礎』　㈱キャリアデザイン（500 円）　※最初の授業内で販売し
ます。

参考文献：
授業の中で適宜、紹介します。

実験・実習・教材費：
なし。　※教科書以外に必要な内容は、適宜資料を配布します。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H20101 〜 03 情報実習Ⅰ 1 1 石川克己
水谷秀雄

授業コード 期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
H20201 前期 月 ２
H20202 前期 金 ３
H20203 前期 金 ４

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コンピュータの活用、ITリテラシ、情報技術 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
情報技術を正確に効率よく活用するための基礎知識と、実習を通してワープロソフトによる文書作
成の基本、表計算ソフトの利用技術として集計・グラフ表現・データベース機能、またプレゼンテー
ションソフトの基礎、およびネットワークの利用として電子メールの送受信・インターネットの基
礎知識など、パソコン検定 3級程度の知識・技術の習得を目指す。

授業の概要：
前期の情報実習 Iでは、ワードの操作を実習を通して身に付ける。また、インターネットの使い方、
メールの送受信、またその際に必要となるセキュリティやマナーなど、情報技術を活用する上で必
須となる知識を学ぶ。

授業の計画：
１回　パソコン・Windowsの基礎
２回　日本語入力
３回　インターネット基礎
４回　メールの活用・データのコピー
５回　インターネットの活用
６回　ワード：基礎
７回　ワード：書式設定と編集
８回　ワード：表の作成
９回　ワード：オブジェクトの作成
10回　ワード：図形描画とスマートアート
11回　ワード：差し込み印刷
12回　ワード：オブジェクトを効果的に使った文書
13回　ワード：ドロー実習
14回　ワード：ドロー実習
15回　ワード：総合演習

授業方法：
テキストに沿って、講義を交えながらパソコンを操作して実習する。
評価項目ごとに演習課題の作成に取り組む。

達成目標
コンピュータ・インターネットを活用してレポート、論文の作成を効率よくできる能力を身につける。

評価方法：
評価項目ごとに演習課題に取り組み、その達成度と普段の出席状況・受講態度などから総合評価する。
評価の内訳は、授業への取り組み 15％、テスト（演習問題）60％、課題と受講態度 25％である。

教科書：
『Windows�7 対応 30 時間でマスターWord2010』（実教出版株式会社／ 950 円税込）
『キーワードで理解する最新情報リテラシー�第 4 版』（日経BP社／ 1,260 円税込）

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H20104 情報実習Ⅰ（再履修者クラス） ２ １ 石川克己

期間 曜日 時限  備考：
前期 集中 Ａ

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コンピュータの活用、ITリテラシ、情報技術 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
情報技術を正確に効率よく活用するための基礎知識と、実習を通してワープロソフトによる文書作
成の基本、表計算ソフトの利用技術として集計・グラフ表現・データベース機能、またプレゼンテー
ションソフトの基礎、およびネットワークの利用として電子メールの送受信・インターネットの基
礎知識など、パソコン検定３級程度の知識・技術の習得を目指す。

授業の概要：
情報実習 I では、ワードの操作を実習を通して身に付ける。また、インターネットの使い方、メー
ルの送受信、またその際に必要となるセキュリティやマナーなど、情報技術を活用する上で必須と
なる知識を学ぶ。

授業の計画：
１回　パソコン・Windowsの基礎
２回　日本語入力
３回　インターネット基礎
４回　メールの活用・データのコピー
５回　インターネットの活用
６回　ワード：基礎
７回　ワード：書式設定と編集
８回　ワード：表の作成
９回　ワード：オブジェクトの作成
10回　ワード：図形描画とスマートアート
11回　ワード：差し込み印刷
12回　ワード：オブジェクトを効果的に使った文書
13回　ワード：ドロー実習
14回　ワード：ドロー実習
15回　ワード：総合演習

授業方法：
テキストに沿って、講義を交えながらパソコンを操作して実習する。
評価項目ごとに演習課題の作成に取り組む。

達成目標：
コンピュータ・インターネットを活用してレポート、論文の作成を効率よくできる能力を身につける。

評価方法：
評価項目ごとに演習課題に取り組み、その達成度と普段の出席状況・受講態度などから総合評価する。
評価の内訳は、授業への取り組み 15％、テスト（演習問題）60％、課題と受講態度 25％である。

教科書：
『Windows�７対応 30 時間でマスターWord2010』（実教出版株式会社／ 950 円税込）
『キーワードで理解する最新情報リテラシー　第４版』（日経BP社／ 1,260 円税込）

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H20201 〜 03 情報実習Ⅱ 1 1 石川克己
広田建一

授業コード 期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
H20201 後期 月 ２
H20202 後期 金 ３
H20203 後期 金 ４

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コンピュータの活用、ITリテラシ、情報技術 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
実習を通して表計算ソフトの利用技術として集計・グラフ表現・データベース機能、またプレゼンテー
ションソフトの基礎を学習する。
また、ITリテラシとして、情報技術を正確に効率よく活用するための知識や、電子メールの送受信・
インターネットの基礎知識など、パソコン検定３級程度の知識・技術の習得を目指す。

授業の概要：
後期の情報実習Ⅱでは、パワーポイント・エクセルの操作を、実習を通して身に付ける。
また、インターネットの使い方、メールの送受信、またその際に必要となるセキュリティやマナー
など、情報技術を活用する上で必須となる知識を学ぶ。

授業の計画：
１回　パワーポイント：基本操作・ITリテラシ
２回　パワーポイント：実践・ITリテラシ
３回　パワーポイント：自由制作・ITリテラシ
４回　パワーポイント：自由制作・ITリテラシ
５回　エクセル：基礎
６回　エクセル：基本的な表計算
７回　エクセル：絶対参照
８回　エクセル：IF関数
９回　エクセル：グラフ１
10回　エクセル：グラフ２
11回　エクセル：データベースの活用
12回　エクセル：応用関数
13回　エクセル：関数復習
14回　エクセル：ワードとの連携
15回　エクセル：分析・考察

授業方法：
テキストに沿って、講義を交えながらパソコンを操作して実習する。
評価項目ごとに演習課題の作成に取り組む。

達成目標
コンピュータ・インターネットを活用してレポート、論文の作成を効率よくできる能力を身につける。

評価方法：
評価項目ごとに演習課題に取り組み、その達成度と普段の出席状況・受講態度などから総合評価する。
評価の内訳は、授業への取り組み 15％、テスト（演習問題）60％、課題と受講態度 25％である。

教科書：
『Windows�７対応 30 時間でマスターExcel2010』（実教出版株式会社／ 900 円税込）
『キーワードで理解する最新情報リテラシー　第４版』（日経BP社／ 1,260 円税込）

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H20204 情報実習Ⅱ（再履修者クラス） 2 1 石川克己

期間 曜日 時限  備考：
前期 集中 Ｃ

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コンピュータの活用、ITリテラシ、情報技術 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
実習を通して表計算ソフトの利用技術として集計・グラフ表現・データベース機能、またプレゼンテー
ションソフトの基礎を学習する。
また、ITリテラシとして、情報技術を正確に効率よく活用するための知識や、電子メールの送受信・
インターネットの基礎知識など、パソコン検定３級程度の知識・技術の習得を目指す。

授業の概要：
情報実習Ⅱでは、パワーポイント・エクセルの操作を、実習を通して身に付ける。
また、インターネットの使い方、メールの送受信、またその際に必要となるセキュリティやマナー
など、情報技術を活用する上で必須となる知識を学ぶ。

授業の計画：
１回　パワーポイント：基本操作・ITリテラシ
２回　パワーポイント：実践・ITリテラシ
３回　パワーポイント：自由制作・ITリテラシ
４回　パワーポイント：自由制作・ITリテラシ
５回　エクセル：基礎
６回　エクセル：基本的な表計算
７回　エクセル：絶対参照
８回　エクセル：IF関数
９回　エクセル：グラフ１
10回　エクセル：グラフ２
11回　エクセル：データベースの活用
12回　エクセル：応用関数
13回　エクセル：関数復習
14回　エクセル：ワードとの連携
15回　エクセル：分析・考察

授業方法：
テキストに沿って、講義を交えながらパソコンを操作して実習する。
評価項目ごとに演習課題の作成に取り組む。

達成目標
コンピュータ・インターネットを活用してレポート、論文の作成を効率よくできる能力を身につける。

評価方法：
評価項目ごとに演習課題に取り組み、その達成度と普段の出席状況・受講態度などから総合評価する。
評価の内訳は、授業への取り組み 15％、テスト（演習問題）60％、課題と受講態度 25％である。

教科書：
『Windows�７対応 30 時間でマスターExcel2010』（実教出版株式会社／ 900 円税込）
『キーワードで理解する最新情報リテラシー�第４版』（日経BP社／ 1,260 円税込）

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30101 英語Ⅰ 1 2 岡良和

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
前期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

語彙、基本動詞、イメージの理解 コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
英語を丸暗記しようとして苦手意識を持つ学習者が多い。多くの単語を暗記することも重要である
が、英語表現の基盤となる少数の動詞に的を絞り、受講者が基本的な動詞の概念をイメージとして
理解し、使いこなせるようになることを目指す。

授業の概要：
教科書を使って基本的な英語動詞が持つイメージを理解し、それを使って英文を把握する。

授業の計画：
１�一語一句文の理解
２�–er を使って英語表現を作る
３�ing の機能を理解する
４�–ed の機能を理解する
５�be�+�形容詞の機能を理解する
６�in,�out のイメージを理解し英語表現を理解する
７�on,�off,�at のイメージを理解し英語表現を理解する
８�have のイメージを理解し英語表現を理解する
９�come のイメージを理解し英語表現を理解する
10�go のイメージを理解し英語表現を理解する
11�take のイメージを理解し英語表現を理解する
12�put のイメージを理解し英語表現を理解する
13�give のイメージを理解し英語表現を理解する
14�get のイメージを理解し英語表現を理解する
15�make のイメージを理解し英語表現を理解する

授業方法：
それぞれの単語が持つイメージを理解した後、教科書の演習問題に取り組むことで知識を定着させ
る。習熟度を確認するためにほぼ毎回「小テスト」を行う。

達成目標：
英語基本動詞のイメージに習熟し短い英文を理解すること。

評価方法：
前期末の定期試験により行う。
基本単語全般にわたりその中心的な意味を理解している・・・・・・・・・・・・・Ｓ
基本単語全般にわたりその意味を理解している・・・・・・・・・・・・・・・・・Ａ
基本単語のいくつかについてはその意味を理解している・・・・・・・・・・・・・Ｂ
基本単語のいくつかについてやや不十分ではあるがその意味を理解している・・・・Ｃ
Ｃの水準に達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
鳥飼慎一郎（著）『イラストでイメージ：基本単語を使った英作文』朝日出版社 1,700 円＋税

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30102 英語Ⅰ 1 2 石上文正

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
前期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
英語を音読する、英語の基礎を学ぶ、英語の勉強
の仕方を学ぶ コミュニケーション、分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
英語の学習方法について学び、基本的な文法を復習し、読解・音読能力を養い、英語を「身につける」
ことをテーマとします。

授業の概要：
人間環境大学にふさわしい教材を用いて、英語の文法を基礎にした読解を行います。また、音読を
重視するとともに、英文の暗記といった、語学学習の基礎も身に付く授業を行います。

授業の計画：
１〜２．Unit�８　　　　　９〜10．Unit�12
３〜４．Unit�９　　　　　11〜12．Unit�13
５〜６．Unit�10　　　　　13〜14．Unit�14
７〜８．Unit�11　　　　　15．まとめ・復習

授業方法：
授業は、下記教材を用いて行い、次のような学習を中心におこなう。
①基礎的な英文の精読（文法的にも語彙的にも英文を理解する）
②英文のヒアリング
③英文の音読（石上研究室に来て、音読してもらいます）
④英文の暗唱（テキストの文等を暗記し、さらにそれを用いて、新しい文の作文も行います）
⑤基礎的な英文法の確認

達成目標：
外国語の勉強の仕方、基本的な英語の基礎を身につけること、人前で声を出して読んだり、暗唱し
たりする訓練を通じて、コミュニケーション力を高めることが目標です。

評価方法：
受講生は、オフィス・アワーに石上研究室で教科書の音読と文法事項の確認をおこなうことが、評
価の最低条件です。定期試験（筆記）によって学則に従った評価を行います。

教科書：
Our Sacred Health and Environment��（かけがえのない健康と環境）　　成美堂　1,995 円
授業に、英和辞典を持参すること

参考文献：

実験・実習・教材費：



− 23 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30103 英語Ⅰ 1 2 森順子

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
前期 金 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コミュニケーション、読み書き、対話 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
英語を読み、書き、話し、聴く総合的な力を身につけること。

授業の概要：
テキストの英語表現を身につけ、配布プリントの英文読解を通して、さまざまなテーマについて自
分の意見を英語で発表する。

授業の計画：
１　オリエンテーション
２　Day１�〜�５
３　Day６�〜�10
４　Day11�〜�15
５　Day16�〜�20
６　Day21�〜�25
７　Day26�〜�30
８　Day31�〜�35
９　Day36�〜�40
10　Day41�〜�45
11　Day46�〜�50
12　Day１�〜�20�Review
13　Day21�〜�40�Review
14　Day41�〜�50�Review
15　Day１�〜�50�Review

授業方法：
テキストの英語表現を習得し、配布プリントの英文を全員で読解する。テーマごとに自分の意見を
英語で発表する時間をみんなで楽しみたい。

達成目標：
読解力以外にコミュニケーション力を習得し、英語による発表にみんなで楽しく取り組むこと

評価方法：
試験100％
英語の読解力をもち完成度の高い独自のコミュニケーションができる　　　Ｓ
英語の読解力をもち独自のコミュニケーションができる　　　　　　　　　Ａ
英語の読解力をもち相応のコミュニケーションができる　　　　　　　　　Ｂ
英語の読解力をもちほぼ相応のコミュニケーションができる　　　　　　　Ｃ
Ｃのレベルに達していない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ

教科書：　
岩村圭南著『岩村圭南の言えそうで言えない英語表現』　NHK出版（1,800+ 税）

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし



− 24 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30104 〜 5 英語Ⅰ 1 2 白井恵三

授業コード 期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
H30104 前期 金 3
H30105 前期 金 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

基礎英文法力、語彙力 コミュニケーション力

授業のテーマ：
今まで習ってきた英文法を理解し、それを用いて英文を解釈できるスキルを習得します。

授業の概要：
基礎英文法を理解し、教科書の問題を解くことで身につけます。また、英文については文を構造的
に分析し、いかに日本語に変換するのかその分析の仕方を習得します。

授業計画：
（１）�Introduction
（２）�Unit�１　　be 動詞
（３）�Unit�２　　一般動詞（現在）
（４）�Unit�３　　一般動詞（過去）
（５）�Unit�４　　進行形
（６）�Unit�５　　未来形
（７）�Unit�６　　助動詞
（８）�Unit�７　　名詞・冠詞
（９）�Unit�８　　代名詞
（10）�Unit�９　　前置詞
（11）�Unit�10　　形容詞・副詞
（12）�Unit�11　　比較
（13）�Unit�12　　命令文・感嘆文
（14）�Exercise�１
（15）�Exercise�２

授業方法：
予め予習をし、教科書の演習問題を自分の力で解いて下さい。授業ではその単元の文法内容を解説し、
演習問題の答え合わせをします。また、単元によってはより理解度を深めるためにプリントを用意
することがあります。

達成目標：
基本的英文法を理解し、実用英語検定準２級レベルに達している。

評価方法：
期末試験（100%）による総合評価。
Ｓ：実用英語検定準２級レベルをほぼ完全に出来る。
Ａ：上記項目について、やや問題はあるがほぼ完全にできる。
Ｂ：やや問題はあるが、ほぼコミュニケーションができる。
Ｃ：表現に問題はあるが、コミュニケーションはどうにか可能である。
Ｄ：Ｃのレベルに到達していない。

教科書：
Tetsuzo�Sato、Yukari�Aiko 著「大学生の英語入門＜改訂版＞」南雲堂　1,900 円

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30106 英語Ⅰ（再履修者クラス） 2 2 白井恵三

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

基礎英文法力、語彙力 コミュニケーション力

授業のテーマ：
今まで習ってきた英文法を理解し、それを用いて英文を解釈できるスキルを習得します。

授業の概要：
基礎英文法を理解し、教科書の問題を解くことで身につけます。また、英文については文を構造的
に分析し、いかに日本語に変換するのかその分析の仕方を習得します。

授業計画：
（１）�Introduction
（２）�Unit�１　　be 動詞
（３）�Unit�２　　一般動詞（現在）
（４）�Unit�３　　一般動詞（過去）
（５）�Unit�４　　進行形
（６）�Unit�５　　未来形
（７）�Unit�６　　助動詞
（８）�Unit�７　　名詞・冠詞
（９）�Unit�８　　代名詞
（10）�Unit�９　　前置詞
（11）�Unit�10　　形容詞・副詞
（12）�Unit�11　　比較
（13）�Unit�12　　命令文・感嘆文
（14）�Exercise�１
（15）�Exercise�２

授業方法：
予め予習をし、教科書の演習問題を自分の力で解いて下さい。授業ではその単元の文法内容を解説し、
演習問題の答え合わせをします。また、単元によってはより理解度を深めるためにプリントを用意
することがあります。

達成目標：
基本的英文法を理解し、実用英語検定準２級レベルに達している。

評価方法：
期末試験（100%）による総合評価。
Ｓ：実用英語検定準 2級レベルをほぼ完全に出来る。
Ａ：上記項目について、やや問題はあるがほぼ完全にできる。
Ｂ：やや問題はあるが、ほぼコミュニケーションができる。
Ｃ：表現に問題はあるが、コミュニケーションはどうにか可能である。
Ｄ：Cのレベルに到達していない。

教科書：
Tetsuzo�Sato、Yukari�Aiko 著「大学生の英語入門＜改訂版＞」南雲堂　1,900 円

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30201 英語Ⅱ 1 2 岡良和

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
後期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

語彙、基本動詞、イメージの活用 コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
英語を丸暗記しようとして苦手意識を持つ学習者が多い。多くの単語を暗記することも重要である
が、英語表現の基盤となる少数の動詞に的を絞り、受講者が英語Ⅰで習得した基本的な動詞の概念
のイメージをもとに、使いこなせるようになることを目指す。

授業の概要：
教科書を使って基本的な英語動詞が持つイメージを確認し、それを使って英文を作る。

授業の計画：
１�一語一句文を使って英語表現を作る
２�–er を使って英語表現を作る
３�ing のイメージを確認し英語表現を作る
４�–ed のイメージを確認し英語表現を作る
５�be�+�形容詞のイメージを確認し英語表現を作る
６�in,�out のイメージを確認し英語表現を作る
７�on,�off,�at のイメージを確認し英語表現を作る
８�have のイメージを確認し英語表現を作る
９�come のイメージを確認し英語表現を作る
10�go のイメージを確認し英語表現を作る
11�take のイメージを確認し英語表現を作る
12�put のイメージを確認し英語表現を作る
13�give のイメージを確認し英語表現を作る
14�get のイメージを確認し英語表現を作る
15�make のイメージを確認し英語表現を作る

授業方法：
それぞれの単語が持つイメージを確認した後、教科書の演習問題に取り組むことで英文作成の基礎
を作る。習熟度を確認するためにほぼ毎回「小テスト」を行う。

達成目標：
英語基本動詞のイメージに習熟し英文が作れること。

評価方法：
後期末の定期試験により行う。
基本単語全般にわたりその中心的なイメージを活用して完全な英文が作れる・・・・・・・・Ｓ
基本単語全般にわたりそのイメージを活用して英文が作れる・・・・・・・・・・・・・・・Ａ
基本単語のいくつかについてはイメージを活用して英文が作れる・・・・・・・・・・・・・Ｂ
基本単語のいくつかについてやや不十分ではあるがイメージを活用して英文が作れる　・・・Ｃ
Ｃの水準に達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
『イラストでイメージ：基本単語を使った英作文』鳥飼慎一郎（著）朝日出版社 1,700 円＋税

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30202 英語Ⅱ 1 2 石上文正

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
後期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
英語を音読する、英語の基礎を学ぶ、英語の勉強
の仕方を学ぶ コミュニケーション、分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
英語の学習方法について学び、基本的な文法を復習し、読解・音読能力を養い、英語を「身につける」
ことをテーマとします。

授業の概要：
人間環境大学にふさわしい教材を用いて、英語の文法を基礎にした読解を行います。また、音読を
重視するとともに、英文の暗記といった、語学学習の基礎も身に付く授業を行います。

授業の計画：
１〜２．Unit�８　　　　　９〜10．Unit�12
３〜４．Unit�９　　　　　11〜12．Unit�13
５〜６．Unit�10　　　　　13〜14．Unit�14
７〜８．Unit�11　　　　　15．まとめ・復習

授業方法：
授業は、下記教材を用いて行い、次のような学習を中心におこなう。
①基礎的な英文の精読（文法的にも語彙的にも英文を理解する）
②英文のヒアリング
③英文の音読（石上研究室に来て、音読してもらいます）
④英文の暗唱（テキストの文等を暗記し、さらにそれを用いて、新しい文の作文も行います）
⑤基礎的な英文法の確認

達成目標：
外国語の勉強の仕方、基本的な英語の基礎を身につけること、人前で声を出して読んだり、暗唱し
たりする訓練を通じて、コミュニケーション力を高めることが目標です。

評価方法：
受講生は、オフィス・アワーに石上研究室で教科書の音読と文法事項の確認をおこなうことが、評
価の最低条件です。定期試験（筆記）によって学則に従った評価を行います。

教科書：
Our Sacred Health and Environment��（かけがえのない健康と環境）　　成美堂　1,995 円
授業に、英和辞典を持参すること

参考文献：

実験・実習・教材費：



− 28 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30203 英語Ⅱ 1 2 森順子

期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
後期 金 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コミュニケーション、読み書き、対話 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
英語を読み、書き、話し、聴く総合的な力を身につけること。

授業の概要：
テキストの英語表現を身につけ、配布プリントの英文読解を通して、さまざまなテーマについて自
分の意見を英語で発表する。

授業の計画：
１　オリエンテーション
２　Day51 〜 55
３　Day56 〜 60
４　Day61 〜 65
５　Day66 〜 70
６　Day71 〜 75
７　Day76 〜 80
８　Day81 〜 85
９　Day86 〜 90
10　Day91 〜 95
11　Day96 〜 100
12　Day51 〜 70�Review
13　Day71 〜 90�Review
14　Day91 〜 100�Review
15　Day51 〜 100�Review

授業方法：
テキストの英語表現を習得し、配布プリントの英文を全員で読解する。テーマごとに自分の意見を
英語で発表する時間をみんなで楽しみたい。

達成目標：
読解力以外にコミュニケーション力を習得し、英語による発表にみんなで楽しく取り組むこと

評価方法：
試験100％
英語の読解力をもち完成度の高い独自のコミュニケーションができる　　　Ｓ
英語の読解力をもち独自のコミュニケーションができる　　　　　　　　　Ａ
英語の読解力をもち相応のコミュニケーションができる　　　　　　　　　Ｂ
英語の読解力をもちほぼ相応のコミュニケーションができる　　　　　　　Ｃ
Ｃのレベルに達していない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ

教科書：　
岩村圭南著『岩村圭南の言えそうで言えない英語表現』　NHK出版（1800+ 税）

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30204 〜 5 英語Ⅱ 1 2 白井恵三

授業コード 期間 曜日 時限  備考：履修者指定クラス
H30204 後期 金 3
H30205 後期 金 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

基礎英文法力、語彙力 コミュニケーション力

授業のテーマ：
今まで習ってきた英文法を理解し、それを用いて英文を解釈できるスキルを習得します。

授業の概要：
基礎英文法を理解し、教科書の問題を解くことで身につけます。また、英文については文を構造的
に分析し、いかに日本語に変換するのかその分析の仕方を習得します。

授業計画：
（１）�Unit�13　　接続詞（Ⅰ）
（２）�Unit�14　　不定詞（Ⅰ）・動名詞（Ⅰ）
（３）�Unit�15　　受動態
（４）�Unit�16　　完了形
（５）�Unit�17　　接続詞（Ⅱ）
（６）�Unit�18　　５つの基本文型
（７）�Unit�19　　各種疑問文
（８）�Unit�20　　不定詞（Ⅱ）
（９）�Unit�21　　It の特別用法
（10）�Unit�22　　分詞・動名詞（Ⅱ）
（11）�Unit�23　　関係代名詞
（12）�Unit�24　　仮定法
（13）�Exercise�１
（14）�Exercise�２
（15）�Exercise�３

授業方法：
予め予習をし、教科書の演習問題を自分の力で解いて下さい。授業ではその単元の文法内容を解説し、
演習問題の答え合わせをします。また、単元によってはより理解度を深めるためにプリントを用意
することがあります。

達成目標：
基本的英文法を理解し、実用英語検定準２級レベルに達している。

評価方法：
期末試験（100%）による総合評価。
Ｓ：実用英語検定準２級レベルをほぼ完全に出来る。
Ａ：上記項目について、やや問題はあるがほぼ完全にできる。
Ｂ：やや問題はあるが、ほぼコミュニケーションができる。
Ｃ：表現に問題はあるが、コミュニケーションはどうにか可能である。
Ｄ：Cのレベルに到達していない。

教科書：
Tetsuzo�Sato、Yukari�Aiko 著「大学生の英語入門＜改訂版＞」南雲堂　1,900 円

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30206 英語Ⅱ（再履修者クラス） 2 2 白井恵三

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

基礎英文法力、語彙力 コミュニケーション力

授業のテーマ：
今まで習ってきた英文法を理解し、それを用いて英文を解釈できるスキルを習得します。

授業の概要：
基礎英文法を理解し、教科書の問題を解くことで身につけます。また、英文については文を構造的
に分析し、いかに日本語に変換するのかその分析の仕方を習得します。

授業計画
（１）�Unit�13　　接続詞（Ⅰ）
（２）�Unit�14　　不定詞（Ⅰ）・動名詞（Ⅰ）
（３）�Unit�15　　受動態
（４）�Unit�16　　完了形
（５）�Unit�17　　接続詞（Ⅱ）
（６）�Unit�18　　５つの基本文型
（７）�Unit�19　　各種疑問文
（８）�Unit�20　　不定詞（Ⅱ）
（９）�Unit�21　　It の特別用法
（10）�Unit�22　　分詞・動名詞（Ⅱ）
（11）�Unit�23　　関係代名詞
（12）�Unit�24　　仮定法
（13）�Exercise�１
（14）�Exercise�２
（15）�Exercise�３

授業方法：
予め予習をし、教科書の演習問題を自分の力で解いて下さい。授業ではその単元の文法内容を解説し、
演習問題の答え合わせをします。また、単元によってはより理解度を深めるためにプリントを用意
することがあります。

達成目標：
基本的英文法を理解し、実用英語検定準２級レベルに達している。

評価方法：
期末試験（100%）による総合評価。
Ｓ：実用英語検定準 2級レベルをほぼ完全に出来る。
Ａ：上記項目について、やや問題はあるがほぼ完全にできる。
Ｂ：やや問題はあるが、ほぼコミュニケーションができる。
Ｃ：表現に問題はあるが、コミュニケーションはどうにか可能である。
Ｄ：Ｃのレベルに到達していない。

教科書：
Tetsuzo�Sato、Yukari�Aiko 著「大学生の英語入門＜改訂版＞」南雲堂　1,900 円

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30301 英語Ⅲ 2 2 石上文正

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

英語を通して世界を知る コミュニケーション、分析・総合の思考力と判断力、
グローバルな視野

授業のテーマ：
この授業の目的は、英字新聞や英語の雑誌を読む力を身につけることを目的としています。さらに、
授業に準拠したテープも聴いてもらい、ある程度海外の英語ニュースを聴き取れる力を身につける
ことことも目指します。また、この授業はたんなる英語の学習ではなく、ニュース英語を通して、
現代の社会、内外の政治、経済、環境、軍事等についての理解を深めることも重要な目的です。

授業の概要：
授業はテキストにそって行い、幅広い分野の英文記事を読みます。本学の学生の専攻を考慮して、
環境等に関する記事も、できるだけ多く読むようにします。

授業の計画：
１〜３．Chapter�１�国内政治
４〜６．Chapter�２�ビジネス
７〜９．Chapter�３�外交・国際会議
10〜12．Chapter�４�海外トピックス・文化
13〜15．Chapter�５�軍事

授業方法：
基本的には、テキストにそって英文記事を読み進めていきます。とくに、新聞記事の英語学習では、
それぞれの分野のある程度の知識や語彙力が必要なので　　例えば、裁判の記事を読むには、裁判
関連の知識および語彙力が必要　　英文記事の背景的知識や語彙の説明等をおこないます。なお、
授業には必ず英和辞典を持ってきてください。

達成目標：
ニュースの各分野特有の語彙を理解・習得し、辞書をみながらでも、英語ニュースを読むことがで
きることを目標にしています。

評価方法：
期末におこなう定期試験によって、学則に則って評価します。なお、試験の前には準備すべき点を
詳細に示したプリントを配布します。

教科書：
『時事英語の総合演習　2013 年度版』　朝日出版社　1,500 円＋消費税
授業に、英和辞典を持参してください

参考文献：
時事的な問題についての自作のプリントを、授業中に配布します。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30401 英語Ⅳ 2 2 石上文正

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

英語を通して世界を知る コミュニケーション、分析・総合の思考力と判断力、
グローバルな視野

授業のテーマ：
この授業の目的は、英字新聞や英語の雑誌を読む力を身につけることを目的としています。さらに、
授業に準拠したテープも聴いてもらい、ある程度海外の英語ニュースを聴き取れる力を身につける
ことことも目指します。また、この授業はたんなる英語の学習ではなく、ニュース英語を通して、
現代の社会、内外の政治、経済、環境、軍事等についての理解を深めることも重要な目的です。

授業の概要：
授業はテキストにそって行い、幅広い分野の英文記事を読みます。本学の学生の専攻を考慮して、
環境等に関する記事も、できるだけ多く読むようにします。

授業の計画：
１〜３．Chapter６　災害・気象
４〜６．Chapter７　犯罪・司法
７〜９．Chapter８　環境・資源・エネルギー
10〜11．環境問題に関する自作プリント
12〜14．Chapter９　科学・医療
15．　　まとめ

授業方法：
基本的には、テキストにそって英文記事を読み進めていきます。とくに、新聞記事の英語学習では、
それぞれの分野のある程度の知識や語彙力が必要なので　　例えば、裁判の記事を読むには、裁判
関連の知識および語彙力が必要　　英文記事の背景的知識や語彙の説明等をおこないます。なお、
授業には必ず英和辞典を持ってきてください。

達成目標：
ニュースの各分野特有の語彙を理解・習得し、辞書をみながらでも、英語ニュースを読むことがで
きることを目標にしています。

評価方法：
期末におこなう定期試験によって、学則に則って評価します。なお、試験の前には準備すべき点を
詳細に示したプリントを配布します。

教科書：
『時事英語の総合演習　2013 年度版』　朝日出版社　1,500 円＋消費税
授業に、英和辞典を持参してください

参考文献：
時事的な問題についての自作のプリントを、授業中に配布します。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30601 英会話Ⅰ １・２ 2 ジェラルド・
マクレラン

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

Speaking,�Listening,�Communicating コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
In�this�class�students�will�be�required�to�be�able�to�communicate�in�English�at�a�basic�level.
This�class�will�concentrate�on�reinforcing�the�language�learned�at�junior�high�school.
As�the�level�is�low,�students�will�be�expected�to�master�it�and�to�do�well�in�tests.�We�will�do�easy�
tasks�in�English�and�there�are�many�structured�questions�to�build�confidence.

授業の概要：
We�will�cover�all�the�basic�grammar�points.�Students�should�be�prepared�to�speak�in�class�and�to�
contribute�to�the�lessons.�Students�who�assume�a�passive�role�will�fail�this�class.

授業の計画：
１　Unit １：Exchange�students
２　Unit １
３　Unit ２：Eating�out
４　Unit ２
５　Unit ３：Music
６　Unit ３：
７　Unit ４：Activities
８　Unit ４：
９　Unit ５：Physical�Appearance
10　Unit ５
11　Unit ６：Jobs
12　Unit ６
13　Unit ７：Personality
14　Unit ７
15　Review

授業方法：
We�will�use�the�textbook�to�discuss�the�various�topics.�Each�unit�should�take�two�class�periods.

達成目標：
The�aim�is�to�allow�students�to�use�language�that�they�should�already�know�in�a�natural�way.
Emphasis�will�be�given�to�listening�and�speaking�in�this�class.�Students�will�be�required�to�study.

評価方法：
Effort�/�Participation：�30% .�Class�Tests：�70% .�Students�who�DO�NOT�attend�this�class�will�fail.
There�will�be�two�short�class�tests�each�semester.�They�will�last�about�one�hour.
Participates�in�class,�speaks�fluently,�and�gets�over�80%�in�class�tests�...........................................................Ｓ
Participates�in�class,�speaks�fluently,�and�gets�over�70%�in�class�tests�...........................................................Ａ
Participates�in�class,�communicates�with�difficulty,�and�gets�over�60%�in�class�tests�..........................Ｂ
Participates�in�class,�communicates�with�help,�and�gets�over�60%�in�class�tests�....................................Ｃ
Fails�to�show,�doesn’t�participate�in�class,�gets�below�60%�in�class�tests�......................................................Ｄ

教科書：
David�Nunan,�Go�For�it!�Thomson,

参考文献：

実験・実習・教材費：
None



− 34 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30701 英会話Ⅱ １・２ 2 ジェラルド・
マクレラン

期間 曜日 時限  備考：
後期 金 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

Speaking,�Listening,�Communicating コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
In�this�class�students�will�be�required�to�be�able�to�communicate�in�English�at�a�basic�level.
This�class�will�concentrate�on�reinforcing�the�language�learned�at�junior�high�school.
As�the�level�is�low,�students�will�be�expected�to�master�it�and�to�do�well�in�tests.�We�will�do�easy�
tasks�in�English�and�there�are�many�structured�questions�to�build�confidence.

授業の概要：
We�will�cover�all�the�basic�grammar�points.�Students�should�be�prepared�to�speak�in�class�and�to�
contribute�to�the�lessons.�Students�who�assume�a�passive�role�will�fail�this�class.

授業の計画：
１　Unit�８：Weather
２　Unit�８
３　Unit�９：Vacations
４　Unit�９：
５　Unit�10：Buying�Gifts
６　Unit�10
７　Unit�11：Rules
８　Unit�11：
９　Unit�12：Fun�and�Fitness
10　Unit�12：
11　Unit�13：Health
12　Unit�14：Summer�Plans
13　Unit�14
14　Unit�15：Getting�Around
15　Review

授業方法：
We�will�use�the�textbook�to�discuss�the�various�topics.�Each�unit�should�take�two�class�periods.

達成目標：
The�aim�is�to�allow�students�to�use�language�that�they�should�already�know�in�a�natural�way.
Emphasis�will�be�given�to�listening�and�speaking�in�this�class.�Students�will�be�required�to�study.

評価方法：
Effort/�Participation：�30% .�Class�Tests：�70% .�Students�who�DO�NOT�attend�this�class�will�fail.
There�will�be�two�short�class�tests�each�semester.�They�will�last�about�one�hour.
Participates�in�class,�speaks�fluently,�and�gets�over�80%�in�class�tests�...........................................................Ｓ
Participates�in�class,�speaks�fluently,�and�gets�over�70%�in�class�tests�...........................................................Ａ
Participates�in�class,�communicates�with�difficulty,�and�gets�over�60%�in�class�tests�..........................Ｂ
Participates�in�class,�communicates�with�help,�and�gets�over�60%�in�class�tests�....................................Ｃ
Fails�to�show,�doesn’t�participate�in�class,�gets�below�60%�in�class�tests�......................................................Ｄ

教科書：
David�Nunan,�Go�For�it!�Thomson,

参考文献：

実験・実習・教材費：
None
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30801 フランス語Ⅰ １・２ 2 日比野雅彦

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コミュニケーション、読み書き、対話、異文化理解 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
現在フランス語が使われている地域とその歴史的経緯について概観し、フランス語を学ぶ意味につ
いて考える。フランス語を使ってコミュニケーションをとるとはどういうことかについて考えを進
め、コミュニケーションに必要な基礎知識（文法・語彙・表現）を学ぶ。

授業の概要：
フランス語の基礎を学びながら、フランス語とフランス文化の理解を深める。日常的に使われるき
わめて簡単な表現を理解し、簡単な内容であればフランス語でやり取りができるところまで到達で
きるようにする。

授業の計画：
（１）ヨーロッパの中のフランス、フランスの文化
（２）フランスとフランス語、つづり字と発音のしくみ
（３）到着、あいさつ
（４）名詞と基本表現
（５）ホテルで
（６）動詞の基礎（１）
（７）ランデヴー
（８）パリの人々、フランスの通貨
（９）カフェで
（10）形容詞の使い方
（11）電話をかける
（12）代名詞の使い方
（13）道を尋ねる
（14）パリの美術館
（15）前期のまとめとチェック

授業方法：
音声教材を利用して発音練習をし、基本的な表現をもとに練習問題をやります。予習は必要ありま
せんが必ず復習をしてください。

達成目標：
「言語に関するヨーロッパ共通基準（CEF）」のA１（基礎レベル入門：くだけた言い回しや日常的
な語句、および具体的な用件をすませるためによく使われる簡単な表現を理解し用いることができ
る）またはフランス語技能検定試験 5級合格ラインに到達できること

評価方法：
総合評価
Ｓ：Ａ 1レベルをほぼ完全にできる
Ａ：上記項目について、やや問題はあるがほぼ完全にできる
Ｂ：やや問題はあるが、ほぼコミュニケーションが可能である。
Ｃ：表現に問題はあるが、コミュニケーションはどうにか可能である。
Ｄ：Ｃのレベルに到達していない

教科書：
藤田裕二　著　『新・彼女は食いしん坊！』　朝日出版社、2,400 円

参考文献：
『ロベール・クレ仏和辞典』（駿河台出版社）、『プチ・ロワイヤル仏和辞典』（旺文社）、『プログレッ
シブ仏和辞典』（小学館）、『ディコ仏和辞典』（白水社）、『クラウン仏和辞典』（三省堂）

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H30901 ドイツ語Ⅰ １・２ 2 伊藤利行

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

ドイツ語、基礎、ドリル コミュニケーション力、問題解決力、分析・総合
の思考力と判断力

授業のテーマ：
ドイツ語文法の基礎を学び、基本的な単語・表現を記憶する。

授業の概要：
会話調の短い簡明な文章でドイツ語への入門を導く教科書（全９課）に即し、ドイツ語文法の基礎
知識の獲得を目指す。Ｉでは第４課終了までを扱う。目安として、１年後にBeethoven の第９交響
曲のAn�die�Freude「歓喜に寄す」の歌詞を文法的に完全に理解しドイツ語的に歌えるように指導
したい。

授業の計画（大体の予定）：
　回� 内容� 　回� 内容
第１回� 概論：ドイツ語の特徴と学習方法など� 第９回� 第２課−３
第２回� 発音１� 第10回� 第３課−１
第３回� 発音２� 第11回� 第３課−２
第４回� 第１課−１� 第12回� 第３課−３
第５回� 第１課−２� 第13回� 第４課−１
第６回� 第１課−３� 第14回� 第４課−２
第７回� 第２課−１� 第15回� 第４課−３
第８回� 第２課−２

授業方法：
受講者は、必ず予習をして出席すること。この作業なしで出席しても実力は上がらないし、評価も
出来ない。

達成目標：
ドイツ語の基礎文法と基本語彙の習得。

評価方法：
①�授業への参加態度（間違っても良いからあらかじめ見当をつけておく）。必ず予習して出席するこ
と。欠席５回で単位認定不可。

②ミニテスト（各課終了毎）や宿題を課す。
③�上記の幾つかの平常点の合計で行い定期試験は原則行わない。授業の進展上、ミニテストの試験
が確保できない場合のみ、定期試験期間中にミニテストを行う事がある。

教科書：
『はじめようドイツ語』（郁文堂）ISBN�978-4-261-01217-0�¥2,500 ＋税

参考文献：
＜参考書＞：（一応次のものを挙げておく）
　常木実『標準ドイツ語』（郁文堂）¥2,500
＜推薦辞書＞：（このほかにもあるが、一応次のものを推薦する。学習意欲に応じて選択のこと）
　a）�中級以上のドイツ語までやる気のある人には、『郁文堂独和辞典』第２版（郁文堂）¥4,200［語

彙数 11 万語］
　b）�入門・初級程度で終わるつもりの人には、『新キャンパス独和辞典』（郁文堂）¥3,000［語彙数

２万３千語］
　c）�どちらか迷っている人には、『クラウン独和辞典』第３版（三省堂）¥4,100［語彙数６万 4000 語］

や『アクセス独和辞典』第３版（三修社）¥4,100［語彙数７万 3500 語］や『フロイデ独和辞典』
（白水社）¥4,000［語彙数７万５千語］など

　担当者ホームページ（http://www1.uhe.ac.jp）参照。連絡先 ito ＠ uhe.ac.jp

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H31001 中国語Ⅰ １・２ 2 渡昌弘

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コミュニケーション、読み書き、異文化理解 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
中国語入門。初めて中国語を学ぶ人を対象とする。

授業の概要：
・ピンインと簡体字を習得する。
・基礎的な文法事項を学び、それらを用いた表現を練習する。

授業の計画：
１．発音　　　　　　　　　　　　　　２．人称代名詞、「是」の用法
３．「的」の用法、名前について　　　４．動詞述語文、疑問詞「誰」など
５．副詞「也」　　　　　　　　　　　６．場所を示す指示代名詞
７．形容詞述語文、量詞　　　　　　　８．連動文、指示代名詞
９．時間詞と時刻　　　　　　　　　　10．アスペクト助詞
11．選択疑問文　　　　　　　　　　　12．副詞「都」、助動詞「想」
13．反復疑問文、意志表示　　　　　　14．前置詞「在」、助動詞「能」「会」
15．まとめ

授業方法：
・教科書にしたがって進める。
・随時、小テストを実施する。

達成目標：
・ピンインを正しく発音できる。
・教科書収録の重要な表現が読み書きできる。

評価方法：
試験（80％）と授業への取り組み（20％）により行う。
Ｓ…正しい発音ができ、基礎的な文法事項を活用した表現ができる
Ａ…正しい発音ができ、基礎的な文法事項に基づいた表現ができる
Ｂ…正しい発音ができ、基礎的な文法事項を用いた表現ができる
Ｃ…ピンインを読むことができ、基礎的な文法事項を理解できる
Ｄ…Ｃのレベルに達していない

教科書：
未定

参考文献：
辞書などは授業時に紹介する。

実験・実習・教材費：
なし。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H31101 フランス語Ⅱ １・２ 2 日比野雅彦

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コミュニケーション、読み書き、対話、異文化理解 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
現在フランス語が使われている地域とその歴史的経緯について概観し、フランス語を学ぶ意味につ
いて考える。フランス語を使ってコミュニケーションをとるとはどういうことかについて考えを進
め、コミュニケーションに必要な基礎知識（文法・語彙・表現）を学ぶ。

授業の概要：
フランス語の基礎を学びながら、フランス語とフランス文化の理解を深める。日常的に使われるき
わめて簡単な表現を理解し、簡単な内容であればフランス語でやり取りができるところまで到達で
きるようにする。

授業の計画：
（１）　前期の確認事項
（２）　買い物をする
（３）　パリの中の日本
（４）　食べ物の表現
（５）　目的語の代名詞
（６）　デパートで
（７）　過去の表現
（８）　友達を広げる表現
（９）　サッカーを見に行く
（10）　代名動詞
（11）　旅の話
（12）　別れ
（13）　フランス語の検定試験にチャレンジ（１）
（14）　フランス語の検定試験にチャレンジ（２）
（15）　後期のまとめとチェック、フランス語のステップアップには

授業方法：
音声教材を利用して発音練習をし、基本的な表現をもとに練習問題をやります。予習は必要ありま
せんが必ず復習をしてください。

達成目標：
「言語に関するヨーロッパ共通基準（CEF）」のA１（基礎レベル入門：くだけた言い回しや日常的
な語句、および具体的な用件をすませるためによく使われる簡単な表現を理解し用いることができ
る）またはフランス語技能検定試験５級合格ラインに到達できること

評価方法：
総合評価
Ｓ：Ａ１レベルをほぼ完全にできる
Ａ：上記項目について、やや問題はあるがほぼ完全にできる
Ｂ：やや問題はあるが、ほぼコミュニケーションが可能である。
Ｃ：表現に問題はあるが、コミュニケーションはどうにか可能である。
Ｄ：Ｃのレベルに到達していない

教科書：
藤田裕二　著　『新・彼女は食いしん坊！』　朝日出版社、2400 円

参考文献：
『ロベール・クレ仏和辞典』（駿河台出版社）、『プチ・ロワイヤル仏和辞典』（旺文社）、『プログレッ
シブ仏和辞典』（小学館）、『ディコ仏和辞典』（白水社）、『クラウン仏和辞典』（三省堂）

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H31201 ドイツ語Ⅱ １・２ 2 伊藤利行

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

ドイツ語、基礎、ドリル コミュニケーション力、問題解決力、分析・総合
の思考力と判断力

授業のテーマ：
ドイツ語文法の基礎を学び、基本的な単語・表現を記憶する。

授業の概要：
ドイツ語Ｉを習得済みであること。会話調の短い簡明な文章でドイツ語への入門を導く教科書（全
9課）に即し、ドイツ語文法の基礎知識の獲得を目指す。第５課から第９課までを扱う。目安として、
１年後にBeethoven の第９交響曲のAn�die�Freude「歓喜に寄す」の歌詞を文法的に完全に理解し
ドイツ語的に歌えるように指導したい。

授業の計画（大体の予定）：
　回� 　内容� 　回� 　内容
第１回� 第５課− 1� 第９回� 第７課− 3
第２回� 第５課− 2� 第 10 回� 第８課− 1
第３回� 第５課− 3� 第 11 回� 第８課− 2
第４回� 第６課− 1� 第 12 回� 第８課− 3
第５回� 第６課− 2� 第 13 回� 第９課− 1
第６回� 第６課− 3� 第 14 回� 第９課− 2
第７回� 第７課− 1� 第 15 回� 第９課− 3
第８回� 第７課− 2

授業方法：
受講者は、必ず予習をして出席すること。この作業なしで出席しても実力は上がらないし、評価も
出来ない。

達成目標：
ドイツ語の基礎文法と基本語彙の習得。

評価方法：
①�授業への参加態度（間違っても良いからあらかじめ見当をつけておく）。必ず予習して出席するこ
と。欠席 5回で単位認定不可。

②ミニテスト（各課終了毎）や宿題を課す。
③�上記の幾つかの平常点の合計で行い定期試験は原則行わない。授業の進展上、ミニテストの試験
が確保できない場合のみ、定期試験期間中にミニテストを行う事がある。

教科書：
『はじめようドイツ語』（郁文堂）ISBN�978 − 4 − 261 − 01217 − 0�￥2,500 ＋税

参考文献：
＜参考書＞：（一応次のものを挙げておく）
　常木実『標準ドイツ語』（郁文堂）￥2,500
＜推薦辞書＞：（このほかにもあるが、一応次のものを推薦する。学習意欲に応じて選択のこと）
　a）�中級以上のドイツ語までやる気のある人には、『郁文堂独和辞典』第２版（郁文堂）￥4,200［語

彙数 11 万語］
　b）�入門・初級程度で終わるつもりの人には、『新キャンパス独和辞典』（郁文堂）￥3,000［語彙

数 2万 3千語］
　c）�どちらか迷っている人には、『クラウン独和辞典』第３版（三省堂）￥4,100［語彙数 6万 4000 語］

や『アクセス独和辞典』第３版（三修社）￥4,100［語彙数 7万 3500 語］や『フロイデ独和辞典』
（白水社）￥4,000［語彙数 7万 5千語］など

担当者ホームページ（http://www1.uhe.ac.jp）参照。連絡先 ito ＠ uhe.ac.jp

実験・実習・教材費 :
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H31301 中国語Ⅱ １・２ 2 渡昌弘

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

コミュニケーション、読み書き、異文化理解 コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
「中国語Ⅰ」に続き、初めて中国語を学ぶ人を対象とする。

授業の概要：
・ピンインと簡体字を習得する。
・基礎的な文法事項を学び、それらを用いた表現を練習する。

授業の計画：
１．年月日・曜日、時間量　　　　　　　　２．助動詞「打算」「要」
３．動作の回数・順番　　　　　　　　　　４．二重目的語文
５．アスペクト助詞「着」、動詞の重ね型　６．程度副詞
７．結果補語、方向補語　　　　　　　　　８．「比」を用いた比較構文
９．禁止の表現　　　　　　　　　　　　　10．方位詞、変化の「了」
11．「是〜的」構文　　　　　　　　　　　12．接続詞の用法
13．使役文　　　　　　　　　　　　　　　14．「把」構文
15．まとめ

授業方法：
・教科書にしたがって進める。
・随時、小テストを実施する。

達成目標：
・ピンインを正しく発音できる。
・教科書収録の重要な表現が読み書きできる。

評価方法：
試験（80％）と授業への取り組み（20％）により行う。
Ｓ…正しい発音ができ、基礎的な文法事項を活用した表現ができる
Ａ…正しい発音ができ、基礎的な文法事項に基づいた表現ができる
Ｂ…正しい発音ができ、基礎的な文法事項を用いた表現ができる
Ｃ…ピンインを読むことができ、基礎的な文法事項を理解できる
Ｄ…Ｃのレベルに達していない

教科書：
未定

参考文献：
辞書などは授業時に紹介する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H31401 上級日本語Ⅰ 2 2 文野峯子

期間 曜日 時限  備考：�履修条件（留学生）：総合日本語Ⅱの成績がA以上の者�
（日本人・留学生）：�初回授業における日本語試験において，上

記と同等の日本語能力を有すると担当教員
が判断したもの

前期 木 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

語彙力、読解力、速読、日本語能力試験N１ コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
論説文を限られた時間内に正確に読み取る力を養成し、同時に専門的、時事的なテーマに関する語
彙を増やす。分析的・批判的な読み方を学ぶ。

授業の概要：
新聞や日本語能力試験に出題された論説文等を制限時間内に読む→内容を簡潔にまとめる→報告す
る練習を行う。読んだ文章に対して意見を述べる練習も併せて行う。

授業の計画：
１．履修資格判定テスト　
２．文章の構成を学ぶ　（中心文を探す）
３．速読練習（１）
４．速読練習（２）
５．速読練習（３）
６．論説文を読む　→要旨を書く　→要旨の検討（１）
７．論説文を読む　→要旨を書く　→要旨の検討（２）
８．論説文を読む　→要旨を書く　→要旨の検討（３）
９．論説文を読む　→要旨を書く　→要旨の検討（４）
10．論説文を読む　→要旨を書く　→要旨の検討（５）
11．批判的に読む　→意見を述べる（１）
12．批判的に読む　→意見を述べる（２）
13．批判的に読む　→意見を述べる（３）
14．批判的に読む　→意見を述べる（４）
15．まとめ

教育の方法：
速読練習以外の読み作業は宿題とし、担当者が読みの結果を発表し，発表内容をクラスで議論する
形で授業を進める。毎回小テストによる単語・文章表現理解の確認を行い定着を図る。

達成目標：
日本語能力試験N1 レベルの語彙力、読解力を身につける。読んだ内容をまとめ、意見を述べるこ
とを通じて、語彙力や思考力を高める。

評価方法：
小テスト　　30％
授業内発表　40％
期末テスト　30％

教科書：
授業時に提示

参考文献：
授業時に提示

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

H31501 上級日本語Ⅱ 2 2 文野峯子

期間 曜日 時限  備考：�履修条件（留学生）：総合日本語Ⅱの成績がA以上の者�
（日本人・留学生）：�初回授業における日本語試験において，上

記と同等の日本語能力を有すると担当教員
が判断したもの後期 木 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
ニュースの聞きとり、アカデミック・ライティング、
発表

コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
テレビ等身近なメディアを通じて情報を得る。アカデミックな内容の文章を書く。

授業の概要：
「テレビのニュース・討論番組を視聴する、新聞の論説文を読む」→「概要や要旨を書く」→「報告する」
→「意見を述べる」という一連の作業を通して、読み取る、批判的に読む、正確に聞きとる、まとめる、
わかるように話す、書くなど、大学生活で求められる言語活動が日本語でできるようになる。

授業計画：
１．テレビのニュース・ドキュメンタリー・討論番組を視聴→まとめ→報告（１）
２．事実文と意見文−報告（１）を文章化する。
３．事実文と意見文−報告文の検討
４．テレビのニュース・ドキュメンタリー・討論番組を視聴→まとめ→報告（２）
５．事実文と意見文−報告（２）を文章化する。
６．事実文と意見文−報告文の検討
７．テレビのニュース・ドキュメンタリー・討論番組を視聴→まとめ→報告＋意見を述べる（１）
８．意見文を書く（600 字程度）
９．意見文の検討
10．テレビのニュース・ドキュメンタリー・討論番組を視聴→まとめ→報告＋意見を述べる（２）
11．意見文を書く（800 字程度）
12．意見文の検討
13．テレビのニュース・ドキュメンタリー・討論番組を視聴→まとめ→報告＋意見を述べる（３）
14．意見文を書く（1000 字程度）
15．意見文の検討

教育の方法：
文章を書く作業は宿題とする。文章は、電子媒体で作成し、教員に電子メールで送付する。文章の
検討は、ピア・レスポンス（仲間同士で添削・修正）で行う。

達成目標：
論理的・抽象的な内容の解説等が聞きとれる。意見を批判的に聞ける。社会的なテーマについて、
論理的な文章が書ける。

評価方法：
課題・発表　50％
試験　　　　50％

教科書：
授業時に指示

参考文献：
授業時に提示

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I10101 地球環境問題概説 １・２ 2 吉野敏行

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
地球環境、温暖化、海洋汚染、生物多様性、森林
の減少

分析・総合の思考力と判断力、問題解決能力、グロー
バルな視野

授業のテーマ：
温暖化、砂漠化、森林破壊、海洋汚染、生物多様性の減少など地球環境問題の解決は人類の喫緊的
課題であり、高度な国際的取り組みだけでなく、私たち一人一人の自覚と行動が求められています。
この授業では地球環境問題全般を概説し、基本的な知識の修得と環境マインドを醸成し、より専門
的な学修のための知的土台を形成することにあります。

授業の概要：
地球環境問題の基本的な見方、考え方を説明したうえで、温暖化、酸性雨、砂漠化など代表的な個
別テーマを毎回取り上げ、その現象と構造、影響と要因、国際的取り組みと日本の対策などを概説
します。最後に地球環境問題の文明史的位置づけを検討します。

授業の計画：
１．地球環境問題の見取り図（1）
２．地球環境問題の見取り図（2）
３．地球の温暖化（1）
４．地球の温暖化（2）
５．オゾン層の破壊
６．酸性雨
７．海洋汚染
８．有害廃棄物の越境移動
９．生物の多様性の減少
10．森林の減少
11．砂漠化
12．開発途上国等における環境問題
13．その他（南極、世界遺産、黄砂）
14．その他（食糧問題、水問題）
15．まとめ（地球環境問題と文明）

授業方法：
教科書を基本にスライドと配布資料を活用した講義形式とします。

達成目標：
地球環境問題についての現象と構造、影響と要因、国際的取り組みと日本の対策に関する概要を説
明でき、関連する時事報道を容易に理解できる知識レベルと、それを正しく読み解く環境リテラシー、
環境マインドを身につける。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。
達成目標をほぼ完全に達成している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｓ
達成目標を相応に達している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ａ
達成目標を相応に達成しているが、不十分な点がある。‥‥‥‥‥‥� Ｂ
達成目標の最低限は満たしている。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｃ
達成目標の最低限を満たしていない。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｄ

教科書：
地球環境研究会編『地球環境キーワード辞典』中央法規　1,575 円

参考文献：
「気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）第４次評価報告書統合報告書要約」
http：//www.env.go.jp/earth/ipcc/4th/syr_spm.pdf

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I10201 生命と環境の倫理 １・２ 2 内藤可夫

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
環境問題の意味、世代間倫理、自然の価値、生命
の意味

分析・総合の思考力と判断力、価値判断力、グロー
バルな視野

授業のテーマ：
地球環境問題を悪化させ続けている現代文明の本質には倫理の問題がある。現代の倫理の問題の本
質を現代の自然観や生命観から哲学的に解明することが本講義のテーマである。

授業の概要：
自然の概念、環境の概念を哲学的に規定する事から始め、いわゆるエコロジーの諸説を丁寧に批判
しながら、確かな環境倫理学の考え方の基本を身につけていく。その上では、論理的思考、哲学的
思考、価値についての思考の力も身につけていく。

授業の計画：
１．環境倫理学の概要
２．哲学的思考と倫理学的思考の基本
３．「概念」について�
４．自然の概念
５．環境の概念
６．環境倫理学の基本事項の確認
７．エコロジーとは何か
８．自然の権利と生命観
９．世代間倫理と権利概念
10．エコロジーと西洋的自然観の問題
11．現代の環境倫理思想の問題点の確認
12．科学技術文明と環境破壊
13．科学技術文明と自然観・人間観
14．新しい倫理と自然観の可能性
15．まとめ

授業方法：
講義を中心に、適宜小テストやレポート等を課す。
S　哲学的思考・倫理学的思考を身につけ、環境問題の本質を論じることができる
A　哲学的思考・倫理学的思考を理解し、環境問題を論じることができる
B　哲学的思考・倫理学的思考を理解し、環境問題について考える事ができる
C　環境問題に倫理学的な意味があることを知った。
D　哲学的思考・倫理学的思考を理解せず、環境問題についても理解していない。

達成目標：
哲学的思考・倫理的思考を身につける。さらに環境問題の本質を考える能力を身につける。

評価方法：
論述試験によって評価する。

教科書：
適宜プリントを配布。

参考文献：
適宜指示する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I10301 基礎数学 １・２ 2 野田信明

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 １

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
有効数字、平均、標準偏差、一次関数、指数、対数、
グラフ

分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、価値
判断力

授業のテーマ：
実験、実習等で得る測定値のデータ処理、数値解析を将来行うにあったって必要とされる数学の基
礎知識と技術の習得を目的とする。特に数値計算、統計的な処理、物理単位・有効数字の取り扱い、
表とグラフの活用を適切に行えるよう、理解を深める。関数電卓を積極的に活用し、数値計算に関
する感覚を養う。

授業の概要：
数値解析の基礎となる次の３項目について講義と演習を行う。（１）四則演算、関数と指数、対数の
計算、関数電卓の取り扱いの習得、（２）統計の基礎である平均値、分散、標準偏差の計算法を習得
する。（３）データの整理、表とグラフ作成と活用法を習得する。

授業の計画：
１．データ処理概要と関数電卓使用法� ９．数値グループの特徴、平均値と中央値
２．物理単位と“マイクロ”、“メガ”� 10．最大値、最小値、分散、標準偏差
３．有効数字を考慮した計算（加減算）� 11．数値の表とグラフの作成
４．有効数字を考慮した計算（乗除算）� 12．一次関数とそのグラフ、切片と傾き
５．指数、指数を含む計算� 13．最小二乗法による一次近似曲線
６．対数、対数を含む計算� 14．測定データ例を用いたデータ解析
７．単位、有効数字を踏まえたデータ計算� 15．まとめ
８．数値の集まりとさまざまな分布

授業方法：　
講義方式で行う。毎回例題を出し，15 分程度を使って考え方，解き方をその場で指導する。時間内
に解けたところまでを提出してもらう。次回の講義で例題回答の解説と補足の説明を行う。詳しい
数値計算には関数電卓を活用する。

達成目標：
関数電卓を用いた四則演算、指数、対数の計算が、有効数字、単位を考慮してできる
平均値、分散、標準偏差の計算ができる
最小二乗法を適用してデータの解析ができる

評価方法：
試験（100%）により行う。
試験では関数電卓使用可� 上記達成目標に関連の強い問題を出題する

教科書： 
特に既成の教科書は使わない。講義ノートをプリントし配布する。

参考文献：
丹羽勝市著「図解雑学　統計解析」�ナツメ社��￥1,300（ISBN978-4-8163-3472-6）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I10401 基礎生態学 １・２ 2 藤井伸二

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

生物群集、遷移、適応度、生物間相互作用、進化 分析・総合の思考力と判断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
生物群集および生態系の体系的な理解。

授業の概要：
生態系における群集構造、群集の機能、物質循環、生物間相互作用、共進化、個体群動態について
解説する。

授業の計画：
１．生物群集
２．遷移と極相
３．森林類型１
４．森林類型２
５．気候と植生１
６．機構と植生２
７．物質生産
８．物質生産と生態ピラミッド
９．適応度と数理モデル１
10．適応度と数理モデル２
11．共進化と送粉共生系１
12．共進化と送粉共生系２
13．共進化と送粉共生系３
14．個体群増加モデル１
15．個体群増加モデル２

授業方法：
教科書・板書を中心とした講義。資料を適宜配布。

達成目標：
生物間の相互作用を基軸に、生態系の成り立ちについての理解を深める。

評価方法：
試験（100％）による。

教科書：
鈴木孝仁（監修）、「視覚でとらえるフォトサイエンス生物図録改訂版」、数研出版、880 円（税別、
各自で購入のこと）。

参考文献：
１）日本生態学会（編）、「生態学入門」、東京化学同人、2,800 円（税別）。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I10501 物質と原子（基礎化学Ⅰ） １・２ ２ 長井正博

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 １

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

物質、原子、元素 分析、統合の思考力と判断力

授業のテーマ：
水・土壌・森林・農地などの自然環境や生物に配慮した人間活動を行うためには、こうした環境中
での物質のふるまいに関する知識を習得することが必要である。そして、その習得には、物質の最
小単位である原子に関する知識が前提になる。
本講義は、将来、自然環境保全に関わることを希望する学生を対象に、原子に関する基礎知識を習
得させることを目標にしている。

授業の概要：
本講義では、科学的思考の基礎となる原子に関する知識を、（１）元素との関係、（２）大きさ・質量、（３）
内部構造、（４）原子間の結合に整理して説明する。さらに、周辺知識として（５）宇宙での原子の
誕生過程、自然環境中の元素存在度についても紹介する。

授業の計画：
１．元素と原子
２．原子の構造
３．元素の宇宙での誕生と宇宙存在度
４．原子オービタルと電子配置
５．電子配置と元素の周期性
６．最外殻電子と価電子
７．原子に関する知識のまとめ（１）
８．単体中の原子間の結合（１）金属結合
９．単体中の原子間の結合（２）共有結合
10．化合物中の原子間の結合（１）共有結合
11．化合物中の原子間の結合（２）イオン結合
12．イオン結晶の水への溶解
13．窒素化合物中の原子の結合
14．環境中の主要元素の存在形態
15．原子に関する知識のまとめ（２）

授業方法：
教科書と配布資料に基づいて、板書を中心に講義を進める。
講義の最初に前回の講義の内容確認のための小テストをする。解答と解説の後に、当日の講義を始
める。講義の最後にも当日の理解度を確認するための小テストを行う。

達成目標：
原子およびその結合に関する基礎知識を習得する。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。
原子の構造，電子配置に関する知識に基づいて，原子間の結合を説明することができる。・・・Ｓ
原子の構造に基づいて，原子の電子配置と最外殻電子について説明することができる。・・・・Ａ
原子の構造がわかる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｂ
周期表から元素と原子に関する基本的な知識を得ることができる。・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
数件出版編集部「フォトサイエンス化学図録」数件出版，

参考文献：
大野公一ら「化学入門」共立出版，2,000 円

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I10601 物質と生物（基礎化学Ⅱ）（再履修者クラス） 2 2 長井正博

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

天然有機物　原子の結合　基本構成物質 分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
人類を取り巻く環境、エネルギー、食料などの問題を考えるにあたり、有機化学、生化学に関する
基本的な知識は必須である。本講義では，これらの知識を原子の結合に注目して整理し，解説する。

授業の概要：
生物に関わる重要な元素は炭素，水素、酸素，窒素，リンである。これらの元素からなる高分子化
合物である糖類、タンパク質、脂質、核酸について，これらの物質が、その基本構成物質であるグ
ルコース，アミノ酸，脂肪酸，アルコール，ヌクレオチドの脱水縮合により形成されることを中心
に解説する。

授業計画
１．有機化学の基礎（１）� ９．糖類の化学（５）
２．有機化学の基礎（２）� 10．アミノ酸とタンパク質（１）
３．生化学の基礎（１）� 11．アミノ酸とタンパク質（２）
４．生化学の基礎（２）� 12．アミノ酸とタンパク質（３）
５．糖類の化学（１）� 13．脂質の化学（１）
６．糖類の化学（２）� 14．脂質の化学（２）
７．糖類の化学（３）� 15．食品の成分
８．糖類の化学（４）

授業方法：
教科書と配布資料に基づいて、板書を中心に講義を進める。
講義の最初に前回の講義の内容確認のための小テストをする。解答と解説の後に、当日の講義を始
める。講義の最後にも当日の理解度を確認するための小テストを行う。

達成目標：
天然有機物について，その種類と主要成分元素がわかる。さらに天然有機物を構成する基本構成物
質の種類がわかる。

評価の方法
期末試験（100%）による。
天然有機物が基本構成物質から合成されることを反応式で表現できる・・・・・Ｓ
天然有機物の基本構成物質の種類と化学式がわかる。・・・・・・・・・・・・Ａ
天然有機物の種類と化学式がわかる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｂ
天然有機物の種類とその構成元素がわかる・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
数件出版編集部「フォトサイエンス化学図録」数件出版，

参考文献：
大野公一ら「化学入門」共立出版，2,000 円

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I20101 物質と化学反応（基礎化学Ⅲ） 2 2 長井正博

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

化学反応　溶解　酸と塩基　酸化数 分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
物質と原子（基礎化学 I）で，物質が原子から成ることと、物質中の原子間の結合について学んだ。
本講義では原子間の結合が変化する過程，すなわち化学反応について学ぶ。自然環境では様々な化
学反応が進行しているが，化学反応を理解するための基礎となる反応はそれほど多くない。この講
義では水環境で進行する重要な３種類の化学反応を取り上げ、原子の結合に関する知識をもとにし
て解説する。また，原子や分子，イオンを数える単位であるモルについても紹介する。

授業の概要：
自然環境で進行する重要な化学反応としてイオン結晶の溶解、中和反応、酸化還元反応を取り上げ，
この順に講義を進める。その際，物質中の原子の結合の種類（金属結合，共有結合，イオン結合）
の変化と，原子の結合の相手の変化に注目しながら，化学反応について解説する。

授業の計画：
１．イオン結晶の溶解（１）：化学反応式の組み立て方
２．モルとモル濃度
３．イオン結晶の溶解（２）：正反応と逆反応、化学平衡
４．イオン結晶の溶解（３）：溶解度積
５．中和反応（１）：水の電離，塩化水素の水への溶解，水素イオン濃度
６．中和反応（２）：硫酸，硝酸、炭酸の水への溶解，水素イオン濃度
７．中和反応（３）：水酸化ナトリウム，アンモニアの水への溶解，水酸化物イオン濃度
８．中和反応（４）：水の電離，水のイオン積、中和反応
９．中和反応（５）：水の液性（酸性、中性、アルカリ性）、水素イオン濃度、pH
10．中和反応（６）：様々の物質の水溶液の液性
11．酸化還元反応（１）：いくつかの元素と酸素および水素との反応
12．酸化還元反応（２）：元素の酸化数
13．酸化還元反応（３）：酸化数の変化と電子の授受
14．物質の量の表現：質量とモル，質量保存の法則
15．まとめ

授業方法：
教科書と配布資料に基づいて、板書を中心に講義を進める。講義の最初に前回の講義の内容確認の
ための小テストをする。解答と解説の後に、当日の講義を始める。講義の最後にも当日の理解度を
確認するための小テストを行う。

達成目標：
・イオン結晶の溶解、中和反応、酸化還元反応を化学反応式で書くことができる。
・様々な物質を水に溶かしたときの水の液性を予想することができる。
・水の液性と水素イオン濃度と pHの関係がわかる。
・元素の酸化数がわかり、酸化数が変化するときに電子のやり取りがあることがわかる。

評価の方法：
期末試験（100％）による。
物質の量，濃度，化学平衡の理解に基づいて、化学反応式の意味するところがわかる。・・・Ｓ
化学平衡の理解に基づいて、化学反応式の意味するところがわかる。・・・・・・・・・・・Ａ
やや複雑な化学反応を式で表すことができる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｂ
簡単な化学反応を式で表すことができる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
数件出版編集部「フォトサイエンス化学図録」数件出版，

参考文献：
大野公一ら「化学入門」共立出版，2,000 円

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I20201 基礎生物学 2 2 藤井伸二

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

細胞、呼吸、光合成、有性生殖、遺伝子 分析・総合の思考力と判断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
基本的な生命活動の体系的な理解。

授業の概要：
細胞内のミクロなレベルで行われている生命活動の基本的なメカニズムについて学ぶ。細胞の構造、
呼吸の仕組みと生化学反応、光合成の仕組みと生化学反応、有性生殖と減数分裂、遺伝子の構造と
複製機構について解説する。

授業の計画：
１．生命とは
２．細胞のつくりと働き１
３．細胞のつくりと働き２
４．呼吸１
５．呼吸２
６．呼吸３
７．光合成１
８．光合成２
９．有性生殖と世代交代１
10．有性生殖と世代交代２
11．遺伝子１
12．遺伝子２
13．遺伝子３
14．様々な生命活動１
15．様々な生命活動２

授業方法：
教科書・板書を中心とした講義。資料を適宜配布。

達成目標：
代謝活動や自己複製といった基本的な生命現象のしくみについての科学的理解を深める。
�

評価方法：
試験（100％）による。

教科書：
鈴木孝仁（監修）、「視覚でとらえるフォトサイエンス生物図録改訂版」、数研出版、880 円（税別、
各自で購入のこと）。

参考文献：
１）石川統、「生物学入門」、東京化学同人、2,200 円。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I10701 自然地理学 1 2 守村敦郎

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

気候、地形、自然災害、環境問題、農業 グローバルな視野、分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
世界や日本各地の文化や社会、さらには農業をはじめとする産業の多様性は、その場所ごとの自然
環境のありように大きく依拠している。本講義では、私たちを取り巻く自然的要素とその相互作用
の現れ、つまりは気候、地形、植生、土壌、水環境、自然災害などついて概括的に学び、さらには
自然環境と農業との関係について理解を深めることを目的とする。

授業の概要：
本講義は初学者が多いことや、日本研究コースで教職科目として位置づけられていることなどに配
慮し、中学校や高校で取り扱っている内容を中心に授業を進めるが、一部発展的な要素も盛り込む。

授業の計画：
１）惑星としての地球
２）世界の気候区分と日本の気候
３）地域スケールの気候
４）気候の変化・変動
５）世界と日本の大地形
６）山地・丘陵地の地形
７）平野・海岸の地形
８）世界と日本の植生分布
９）土壌の形成と分布
10）水の循環と水資源
11）鉱物・化石資源の分布と利用
12）自然災害（気象災害・土砂災害）
13）自然災害（地震災害・火山災害）
14）自然環境と農業（その１）
15）自然環境と農業（その２）

授業方法：
通常の講義形式をとる。図表や動画等を多用し、視覚的に理解させることを心がける。また評価に
は加えないが、各自で地理的知識の習熟度を確認できるよう小テストを随時設ける。

達成目標：
自然環境の姿や成因を正しく自然科学的に理解でき、簡潔に説明できる。自然災害や環境問題、農
業と自然環境との関係性について、自分の意見が述べられるようになる。

評価方法：
期末試験（100%）で評価する。

教科書：
なし。教材を作成し配布する。

参考文献：
高橋日出男・小泉武栄『自然地理学概論�（地理学基礎シリーズ）』　朝倉書店　（3,465 円）
西尾道徳ら『環境と農業�（農学基礎セミナー）』　農山漁村文化協会　（1,700 円）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I21101 自然地理学 2 2 守村敦郎

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

気候、地形、自然災害、環境問題、農業 グローバルな視野、分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
世界や日本各地の文化や社会、さらには農業をはじめとする産業の多様性は、その場所ごとの自然
環境のありように大きく依拠している。本講義では、私たちを取り巻く自然的要素とその相互作用
の現れ、つまりは気候、地形、植生、土壌、水環境、自然災害などついて概括的に学び、さらには
自然環境と農業との関係について理解を深めることを目的とする。

授業の概要：
本講義は初学者が多いことや、日本研究コースで教職科目として位置づけられていることなどに配
慮し、中学校や高校で取り扱っている内容を中心に授業を進めるが、一部発展的な要素も盛り込む。

授業の計画：
１）惑星としての地球
２）世界の気候区分と日本の気候
３）地域スケールの気候
４）気候の変化・変動
５）世界と日本の大地形
６）山地・丘陵地の地形
７）平野・海岸の地形
８）世界と日本の植生分布
９）土壌の形成と分布
10）水の循環と水資源
11）鉱物・化石資源の分布と利用
12）自然災害（気象災害・土砂災害）
13）自然災害（地震災害・火山災害）
14）自然環境と農業（その 1）
15）自然環境と農業（その 2）

授業方法：
通常の講義形式をとる。図表や動画等を多用し、視覚的に理解させることを心がける。また評価に
は加えないが、各自で地理的知識の習熟度を確認できるよう小テストを随時設ける。

達成目標：
自然環境の姿や成因を正しく自然科学的に理解でき、簡潔に説明できる。自然災害や環境問題、農
業と自然環境との関係性について、自分の意見が述べられるようになる。

評価方法：
期末試験（100%）で評価する。

教科書：
なし。教材を作成し配布する。

参考文献：
高橋日出男・小泉武栄『自然地理学概論�（地理学基礎シリーズ）』　朝倉書店　（3,465 円）
西尾道徳ら『環境と農業�（農学基礎セミナー）』　農山漁村文化協会　（1,700 円）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I20301 熱・光・エネルギー（基礎物理学） ２ ２ 長井正博

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 ３

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

エネルギー，光，熱 分析・統合の思考力と判断力

授業のテーマ：
地球環境，生態系，生物，人間社会などのあらゆるシステムは，エネルギーを継続的に供給するこ
とによってのみ成立することができる。このことを理解するためには，エネルギーが最終的に全て
熱に変わることを理解する必要がある。
地球環境の最大のエネルギー源である太陽光に関する知識とともに，エネルギーと熱についての物
理学的な基礎知識を紹介する。

授業の概要：
エネルギーの定義とエネルギー保存則について説明したのち，光のエネルギーについて解説する。
続いて，熱の量の表現にエネルギーとエントロピーの２種類があること，そして，エネルギーが熱
に変わることを表現するためにはエントロピーを用いなければならないことを説明する。

授業の計画：
１．力と加速度と質量
２．仕事とエネルギー，エネルギー保存則
３．電子の移動によるエネルギーの取り出し
４．人間活動とエネルギー
５．光の速度・波長・振動数
６．光の波動性と粒子性，光子のエネルギー
７．太陽光とエネルギー
８．温度と熱容量
９．熱量の表現：エネルギーとエントロピー
10．熱の移動によるエネルギーの取り出し
11．熱の移動時の熱の発生
12．物質の拡散によるエネルギーの取り出し
13．物質の拡散時の熱の発生
14．エネルギーの熱への変換とエントロピーの発生
15．システムの維持とエネルギーの供給

授業方法：
配布資料に基づいて，板書を中心に講義を進める。
講義の最初に前回の講義の内容確認のための小テストをする。解答と解説の後に，当日の講義を始
める。講義の最後にも当日の理解度を確認するための小テストを行う。

達成目標：
エネルギーの観点から，光と熱について説明できる。
システムの維持にエネルギーの持続的供給が必要なことが理解できる。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。
熱とエネルギーとエントロピーの関係がわかる・・・・Ｓ
熱とエネルギーの関係がわかる・・・・・・・・・・・Ａ
エネルギー保存の法則がわかる・・・・・・・・・・・Ｂ
力学的エネルギー，光のエネルギーを算出できる・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない　・・・・・・・・・・・・Ｄ
試験では，エネルギー・光・熱に関する基礎知識と計算能力を確認する。

教科書：
なし

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I26101 環境文献講読�Ⅰ 2 2 内藤可夫

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
自然哲学　近代思想　文章読解　学術論文の基本
論理と概念

コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力、価値判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
自然に関する基本的な文献を講読する。文系の様々なスタイルの文献の講読を通じて、文献を読み
こなす能力を身につける

授業の概要：
表現が具体的な初歩的な環境問題に関わる論文の読解からはじめ、漸次、諸分野に特徴的なスタイ
ルの論文の講読を行う。

授業の計画：
１．文献講読について
２．「文」の構造
３．「一つのこと」の理解
４．文献講読：初歩的な文章の読解（古代ギリシア　自然哲学）１
５．文献講読：初歩的な文章の読解（古代ギリシア　自然哲学）２
６．文献講読：初歩的な文章の読解（古代ギリシア　自然哲学）３
７．文章理解の初歩の確認
８．文の構造と論理関係の把握
９．文献講読：論理的な文章の読解（近代哲学　デカルト）１
10．文献講読：論理的な文章の読解（近代哲学　デカルト）２
11．文献講読：論理的な文章の読解（近代哲学　デカルト）３
12．文の論理関係の確認
13．文脈とは
14．様々なレベルの文脈からの理解について
15．まとめ

授業方法：
文献講読の基本の解説と演習を行う

達成目標：
文系の学術論文を読む能力の基本を修得する

評価方法：
以下の基準に基づき、授業における読解のチェックや提出課題の評価を行う
Ｓ　基本的な学術的な文を読みこなしている
Ａ　学術論文を読む能力の基本を身につけている
Ｂ　文を読む能力の基本を身につけている
Ｃ　文を読む能力の一部を身につけている
Ｄ　学術論文を読む能力を身につけていない

教科書：
なし

参考文献：
ディオゲネス・ラエルティオス『ギリシア哲学者列伝　上中下』（岩波文庫）、ルネ・デカルト『方
法序説』、その他、授業中に適宜指示する

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I26102 環境文献講読�Ⅰ 2 2 藤井伸二

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

用語、読解力、演習 分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
文献の購読。

授業の概要：
教科書を用い，それを読みこなす過程を通じて，読解力を養成する。

授業の計画：
１：ガイダンス
２〜４：用語
５〜７：構文
８〜10：文章読解
11〜12：段落読解
13〜15：内容把握

授業方法：
文献講読を演習形式で行う。

達成目標：
文献を講読するための基礎的な技術を習得する。とくに、用語の意味、文章の構成、文章の意味、
段落の構成、段落の内容について正確に把握することを目標とする。

評価方法：
レポート（100％）による。

教科書：
鷲谷いづみ、中公新書 1752「自然再生」、中央公論社、720 円（税別、各自で購入のこと）。授業時
に国語辞典を持参すること（出版社は問わない，電子辞書が望ましい）。

参考文献：
大野晋、岩波新書 569「日本語練習帳」、岩波書店、660 円（税別）。

実験・実習・教材費：
なし

その他：
「国語辞典」が必要（出版社は問わない，電子辞書が望ましい）。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I26201 環境文献講読�Ⅱ 2 2 内藤可夫

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
近代思想　社会思想　宗教思想　科学思想　アニ
ミズム　文章読解　

分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）、グローバルな視野

授業のテーマ：
自然に関する人文・社会科学の文献を講読する。文系の様々なスタイルの文献の講読を通じて、文
献を読みこなす能力を身につける

授業の概要：
表現が具体的な初歩的な環境問題に関わる論文の読解からはじめ、漸次、諸分野に特徴的なスタイ
ルの論文の読解を行う。

授業の計画：
１．「文」について
２．諸分野の文献の特徴
３．文献講読：社会科学（経済学）の文章読解（アマルティア＝セン『貧困と飢餓』）１
４．文献講読：社会科学（経済学）の文章読解（アマルティア＝セン『貧困と飢餓』）２
５．文献講読：社会科学（経済学）の文章読解（アマルティア＝セン『貧困と飢餓』）３
６．文献講読：人文科学（文化人類学／民俗学）の文章の読解（柳田国男『遠野物語』ほか）１
７．文献講読：人文科学（文化人類学／民俗学）の文章の読解（柳田国男『遠野物語』ほか）２
８．文献講読：人文科学（文化人類学／民俗学）の文章の読解（柳田国男『遠野物語』ほか）３
９．価値の主張にかかわる論文について
10．文献講読：人文科学（比較思想）の文章の読解（鈴木大拙『東洋的な見方』）１
11．文献講読：人文科学（比較思想）の文章の読解（鈴木大拙『東洋的な見方』）２
12．文献講読：人文科学（比較思想）の文章の読解（鈴木大拙『東洋的な見方』）３
13．近代以後の論文について
14．文献講読：人文科学（科学批判）の文章の読解（マルティン＝ハイデッガーほか）
15．まとめ

授業方法：
講読の基本の解説と演習を行う

達成目標：
文系の学術論文を読む能力の基本を修得する

評価方法：
以下の基準に基づき、授業における読解のチェックや提出課題の評価を行う
Ｓ　基本的な学術的な文を読みこなしている
Ａ　学術論文を読む能力の基本を身につけている
Ｂ　文を読む能力の基本を身につけている
Ｃ　文を読む能力の一部を身につけている
Ｄ　学術論文を読む能力を身につけていない

教科書：
なし

参考文献：
アマルティア＝セン『貧困と飢餓』岩波書店
柳田国男『遠野物語』岩波文庫ほか
鈴木大拙『東洋的な見方』岩波文庫
そのほか、授業中に適宜指示する

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I26202 環境文献講読�Ⅱ 2 2 藤井伸二

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

読解力、整理力、演習 分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
文献の購読。

授業の概要：
教科書を用い，それを読みこなす過程を通じて，読解力と整理力を養成する。

授業の計画：
１：ガイダンス
２〜４：用語・構文
５〜７：文章読解
８〜10：段落読解
11〜12：内容把握
13〜15：内容整理

授業方法：
文献講読を演習形式で行う。

達成目標：
文献を講読するための基礎的な技術を習得する。とくに、文章の意味と段落の内容について正確に
把握・理解し，それらを整理する能力の養成を目標とする。

評価方法：
レポート（100％）による。

教科書：
長谷川真理子、岩波新書 623「科学の目　科学のこころ」、岩波書店、660 円（税別、各自で購入のこと）。
授業時に国語辞典を持参すること（出版社は問わない，電子辞書が望ましい）。

参考文献：
大野晋、岩波新書 569「日本語練習帳」、岩波書店、660 円（税別）。

実験・実習・教材費：
なし

その他：
「国語辞典」が必要（出版社は問わない，電子辞書が望ましい）。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I25101 環境英語文献講読Ⅰ 2 2 吉野敏行

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
Nature,�Environment,�Endangered�Species,�Rain�
Forests,�Ecotourism コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
地球環境問題の解決には事実上の国際公用語である英語を使った国際協力が必要です。本授業では
環境に関する基礎的用語の英語表記の修得と、英語文章の読解能力を養います。特に、英文の構造、
慣用的表現、内容理解に重点を置きます。本授業は主に文系の学生を対象に解説を行います。

授業の概要：
英文で書かれた環境問題に関するテキスト『Nature�and�the�Environment』（自然と環境）のプログ
ラムに従って進めます。授業速度は各章を２回程度で進めます。

授業の計画：
　　１．授業の概要
２・３．Chapter�1��Why�Study�Environmental�Issues�?（なぜ環境問題を学ぶのか）
４・５．Chapter�2��Endangered�and�Extinct�Species（絶滅危惧種と絶滅種）�
６・７．Chapter�3��Medicines�from�Nature（天然の薬）
８・９．Chapter�4��Rain�Forests（熱帯雨林）
10・11．Chapter�5��Ecotourism（エコツーリズム）
12・13．Chapter�6��Wildlife�Trafficking（野生生物の違法売買）
14・15．Chapter�7��Abuse�of�the�Oceans（海の濫用）

授業方法：
テキスト本文の音読と翻訳、各章に付属する練習問題（語彙力・単語並べ替えなど）を行いながら、
環境問題の英文理解を深めます。

達成目標：
環境に関する基礎的な英単語を修得するとともに、中級レベルの文章構造を即座に理解し、英和辞
書を活用して日本語として完成された翻訳ができるようになることをめざす。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。
達成目標をほぼ完全に達成している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｓ
達成目標を相応に達している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ａ
達成目標を相応に達成しているが、不十分な点がある。‥‥‥‥‥‥�Ｂ
達成目標の最低限は満たしている。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｃ
達成目標の最低限を満たしていない。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｄ

教科書：
Greg�Goodmacher 著、福田一雄編著『Nature�and�the�Environment』（成美堂／ 1,700 円＋税）

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I25102 環境英語文献購読Ⅰ 2 2 藤井芳一

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

Environment,�Reading,�環境，読解 グローバルな視野，コミュニケーション力，分析・
総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
地球環境問題は，日本一国で解決できるものではなく，国際的な協力が不可避である．そのため，
世界の公用語として否が応にも英語を学ぶ必要がある．環境問題に関する比較的平易な英文を読み
解くことを通じて，環境用語の英語表記を知り，環境問題について理解を深めることが本講義の目
的である．特に，理系的観点で問題が取り上げられることの多いテーマについて取り扱う．

授業の概要：
比較的平易な英文で記述された教科書を用い，地球環境問題として取り沙汰されている代表的なテー
マについて，理解を深める．多くは別途開講科目である『地球環境問題概説』で取り上げられてい
るので，知識の確認をすると共に，英語表記の方法を学ぶ．各テーマ２回程度で授業を進める．

授業の計画：
　　１回　授業の概要
２，３回　Chapter�１．Why�Study�Environmental�Issues？（なぜ環境問題を学ぶのか）
４，５回　Chapter�２．Endangered�and�Extinct�Species（絶滅危惧種と絶滅種）
　　６回　環境用語の英語表記の確認と環境に関する英短文読解演習
７，８回　Chapter�３．Medicines�from�Nature（天然の薬）
９，10回　Chapter�４．Rain�Forests（熱帯雨林）
　　11回　環境用語の英語表記の確認と環境に関する英短文読解演習
12，13回　Chapter�７．Abuse�of�the�Oceans（海の濫用）
　　14回　環境用語の英語表記の確認と環境に関する英短文読解演習
　　15回　まとめ

授業方法：
地球環境問題について教科書から各テーマを取り上げて，本文の読解を行なう．なお，その解説は，
理系的観点から行なう．学生の発表や参考文献の購読，解説なども適宜行なう．

達成目標：
辞書を用いて環境問題に関する英文を読むことができるようにする．基本的な環境用語について，
英語和訳，和語英訳ができる．

評価方法：
試験によって評価する．Sから Cは基本的な環境用語の英語表記が分かることを前提とする．
辞書を用いて環境問題に関する英文を読解し，内容について和文で説明することができる．・・・S
辞書を用いて環境問題に関する英文を読解し，内容についての質問に答えることができる．・・・A
辞書を用いて環境問題に関する英文の大意を理解することができる．・・・・・・・・・・・・・B
平易な短文であれば辞書を用いて環境問題に関する英文の大意を理解することができる．・・・・C
Cのレベルに達していない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・D

教科書：
Greg�Goodmacher 著、福田一雄編著『Nature�and�the�Environment』（成美堂／ 1,700 円＋税）

参考文献：
講義中にその都度提示する．

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I25201 環境英語文献講読Ⅱ 2 2 吉野敏行

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
Nature,�Environment,�Acid�Rain,�Air�Pollution,�
Global�Warming コミュニケーション力、グローバルな視野

授業のテーマ：
地球環境問題の解決には事実上の国際公用語である英語を使った国際協力が必要です。本授業では
環境に関する基礎的用語の英語表記の修得と、英語文章の読解能力を養います。特に、英語文章の
速読による大意の把握に重点を置きます。本授業は主に文系の学生を対象に解説を行います。

授業の概要：
英文で書かれた環境問題に関するテキスト『Nature�and�the�Environment』（自然と環境）のプログ
ラムに従って進めます。授業速度は各章を２回程度で進めます。

授業の計画：
１・２．Chapter　８　Freshwater�Pollution（淡水汚染）
３・４．Chapter　９　Acid�Rain（酸性雨）
５・６．Chapter　10　Air�Pollution（大気汚染）
７・８．Chapter　11　Global�Warming（地球温暖化）
９・10．Chapter　12　Fossil�Fuels�and�Nuclear�Energy（化石燃料と原子力エネルギー）
11・12．Chapter　13　Renewable�Sources�of�Energy（再生可能なエネルギー源）
13・14．Chapter　14　Toxic�Catastrophes（有害化学物質による破局）
　　15．まとめ

授業方法：
テキスト本文の音読と翻訳、各章に付属する練習問題（語彙力・単語並べ替えなど）を行いながら、
環境問題の英文理解を深めます。

達成目標：
環境に関する基礎的な英単語を修得するとともに、中級レベルの文章構造を即座に理解し、英和辞
書を活用して日本語として完成された翻訳ができるようになることをめざす。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。
達成目標をほぼ完全に達成している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｓ
達成目標を相応に達している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ａ
達成目標を相応に達成しているが、不十分な点がある。‥‥‥‥‥‥�Ｂ
達成目標の最低限は満たしている。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｃ
達成目標の最低限を満たしていない。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｄ

教科書：
Greg�Goodmacher 著、福田一雄編著『Nature�and�the�Environment』（成美堂／ 1,700 円＋税）

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I25202 環境英語文献購読Ⅱ 2 2 藤井芳一

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

Environment,�Reading,�環境，読解 グローバルな視野，コミュニケーション力，分析・
総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
地球環境問題は，日本一国で解決できるものではなく，国際的な協力が不可避である．そのため，
世界の公用語として否が応にも英語を学ぶ必要がある．環境問題に関する比較的平易な英文を読み
解くことを通じて，環境用語の英語表記を知り，環境問題について理解を深めることが本講義の目
的である．特に，汚染問題を中心とした理系的観点で扱われることの多いテーマを取り上げる．

授業の概要：
比較的平易な英文で記述された教科書を用い，地球環境問題として取り沙汰されている代表的なテー
マについて，理解を深める．多くは別途開講科目である『地球環境問題概説』で取り上げられてい
るので，知識の確認をすると共に，英語表記の方法を学ぶ．各テーマ 2回程度で授業を進める．

授業の計画：
１回　授業の概要と環境英語文献購読Ⅰで学んだ事項の確認
２，３回　Chapter８．Freshwater�Pollution�（淡水の汚染）
４，５回　Chapter９．Acid�Rain（酸性雨）
　　６回　環境用語の英語表記の確認と環境に関する英短文読解演習
７，８回　Chapter10．Air�Pollution（大気汚染）
９，10回　Chapter11．Global�Warming（地球温暖化）
　　11回　環境用語の英語表記の確認と環境に関する英短文読解演習
12，13回　Chapter14．Toxic�Catastrophes（毒物による大災害）
　　14回　環境用語の英語表記の確認と環境に関する英短文読解演習
　　15回　まとめ

授業方法：
地球環境問題について教科書から各テーマを取り上げて，本文の読解を行なう．なお，その解説は，
理系的観点から行なう．学生の発表や参考文献の購読，解説なども適宜行なう．

達成目標：
辞書を用いて環境問題に関する英文を読むことができるようにする．基本的な環境用語について，
英語和訳，和語英訳ができる．

評価方法：
試験によって評価する．Sから Cは基本的な環境用語の英語表記が分かることを前提とする．
辞書を用いて環境問題に関する英文を読解し，内容について和文で説明することができる．・・・S
辞書を用いて環境問題に関する英文を読解し，内容についての質問に答えることができる．・・・A
辞書を用いて環境問題に関する英文の大意を理解することができる．・・・・・・・・・・・・・B
平易な短文であれば辞書を用いて環境問題に関する英文の大意を理解することができる．・・・・C
Cのレベルに達していない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・D

教科書：
Greg�Goodmacher 著、福田一雄編著『Nature�and�the�Environment』（成美堂／ 1,700 円＋税）

参考文献：
講義中にその都度提示する．

実験・実習・教材費：
無し
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名 

I26301 環境保全型農業概論 2 2 宇根豊 

   
期間 曜日 時限 備考： 

 後期 集中 Ｅ 
 

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力 

自然、生物多様性 生き方 多面的機能 

ただの虫 

分析・総合の思考力と判断力 価値判断力  

美的感受性 
 
授業のテーマ： 
  「環境保全型農業」と言うと格好よく聞こえますが、「稲の声が聞こえる農業」と言い換えると、途端に

非科学的な印象になります。じつはこの両者は見方の違いなのです。田畑や作物や自然を外側から見る
科学と、内からのまなざしでとらえる情感・情愛はどちらも大切です。この両者を重ねていくことによ
って、自然と農をより深くとらえることができるようになります。この新しい学の方法を提示します。 

 
授業の概要： 
  具体的な技術や仕事、生きものや風景をとりあげて、見方によって世界はがらりと替わることを証明し

ます。同時にそれが農業のありかたや、人生のとらえ方にどう影響するかを受講者と一緒に討論しなが
ら考えていきます。 

 
授業の計画： 
  １回 生業とは過去の遺物なのか（生業論） 
  ２回 食料を価値にしなければならなかった理由（食料論） 
  ３回 自然の位置づけが後れた理由（自然論） 
  ４回 仕事と技術のちがい（仕事論） 
  ５回 農業の近代化はなぜ進められたのか（近代化論） 
  ６回 生きものの生と死の意味（生命論）   
  ７回 ただの虫の発見から田んぼの世界全体へ（世界論） 
  ８回 生物多様性は人間のためのものか（生物多様性論） 
  ９回 情愛と美のふるさと（美論） 
１０回 なぜ田植えは手植えに限るか（伝承論） 
１１回 開かれている百姓仕事（公益論） 
１２回 環境支払いという政策（政治論） 
１３回 経済と非経済の関係（非経済論）    
１４回 そこに、いつも、あたりまえにあるもの（存在論） 
１５回 ささやかでゆっくりした生き方（生き方論） 
 

授業方法： 
 私が執筆した教科書に基づいて、私の解釈を示します。また別の解釈も適宜資料を配付して、検討しま
す。どういう見方がより本質に近づくことになるか、受講生と一緒に考えます。このように毎回が設問
とそれに対する回答の多彩さが授業の正否を左右するでしょう。 

 
達成目標： 
  自然環境にやさしい環境保全型農業の内実を分析していきながら、人間と自然との関係はどうあったら

いいのかを自分なりに考える方法を身につける。 
 
評価方法： 
  いくつかの課題に対するレポート提出を求めます。 
  Ｓ：自分なりの見解をはっきり示すことができている。 
  Ａ：問題の所在をしっかりつかんでいる。 
  Ｂ：不十分であるが、自分なりに本質に迫ろうとしている。 
   Ｃ：一応講義の内容を理解している。 
   Ｄ：問題の所在を理解していない。 
 
教科書： 
  宇根豊『環境マインド養成講座 第３部』人間環境大学 無料配布 
 
参考文献： 
  宇根豊『天地有情の農学』コモンズ 1600円 
 
実験・実習・教材費： 
  なし 
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I28101 環境情報実習Ⅰ 2 1 守村敦郎

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

データ処理、Excel、Web、html、グラフィック処理 問題解決力、分析・総合の思考力と判断力、コミュ
ニケーション力

授業のテーマ：
データ処理の目的と意義について学び、その基本的な技法と考え方を身につける。データ処理の技
法を単なる知識以上に活用できるものにし、データの発信を行うことで自身の技術向上を狙う。

授業の概要：
1 年次の情報実習 I・II や基礎数学での学びの内容を発展させ、卒業研究や実社会で活かせるデータ
処理技術の基本を身につける。文書や数値データ、グラフィックデータ等を公開し共有するための、
Web によるデータ開示技術の基本を身につける。

授業の計画：
１）イントロダクション、Google�Apps の活用
２）情報実習 II の復習（Excel その 1）
３）情報実習 II の復習（Excel その 2）
４）Excel によるデータ処理の基本（対数、有効数字）
５）Excel によるデータ処理の基本（基本統計量）
６）Excel によるデータ処理の基本（グラフの作成）
７）Excel によるデータ処理の基本（まとめ）
８）Excel によるデータ処理の基本（相関と回帰）
９）Excel によるデータ処理の基本（平均値の差の検定）
10）Excel によるデータ処理の基本（まとめ）
11）Web によるデータ開示の基本（html の基本）
12）Web によるデータ開示の基本（テーブル、グラフィックの活用）
13）Web によるデータ開示の基本（デジカメ写真の活用）
14）Web によるデータ開示の基本（Excel で作成されたデータの公開）
15）Web によるデータ開示の基本（まとめ）

授業方法：
教材に沿って、講義を交えながらパソコンを操作して実習する。評価項目ごとに演習課題の作成に
取り組む。

達成目標：
基礎数学で習得した数量の扱いや計算、グラフ化の方法を、Excel を用い再現することができる。
html で簡単なWeb ページを作成できる。簡単なグラフィック作成やデジタル写真加工を行うこと
ができる。

評価方法：
Web ページの形式で作成されたレポート（100%）で評価する。授業内容の達成度を総合的に測る
難易度 S,�A,�B,�C の計 4つのレポート課題を与え、そのうち自らのレベル（各自で判断）に応じた
もの一つを完成させ提出させる。提出されたレポートの難易度がそのまま評価（S,�A,�B,�C）となる。
ただしレポートの完成度が不十分な場合はその限りでない。また完成度が大幅に劣る場合は難易度
によらずD評価とする。

教科書：
なし。教材を作成し配布する。

参考文献：
実教出版編修部『Windows�7 対応 30 時間でマスターExcel2010』　実教出版株式会社　（900 円）
久野靖ら『キーワードで理解する最新情報リテラシー�第 4 版』　日経BP社　（1,260 円）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I28201 環境情報実習 II 2 1 守村敦郎

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
環境データ分析、プログラミング、GIS（地理情報
システム）、空間データ

問題解決力、分析・総合の思考力と判断力、コミュ
ニケーション力

授業のテーマ：
環境情報実習 Iの内容を踏まえ、より実践的なデータ処理の技法と考え方を身につける。3年次以降、
個々が卒業研究テーマに応じ自発的に、より高度なデータ処理技法を習得していける素地を身につ
ける。

授業の概要：
コンピュータの操作のみならず実社会の様々な場面で必要となる、あらかじめ手順を記述し実行 /
検証する論理的思考プロセスをプログラミングにより学ぶ。環境データをその空間的属性とともに
分析し可視化するための技法を習得する。卒業研究でデータ分析を行うための、より実践的な技法
を習得する。

授業の計画：
１）プログラミングの基礎（Scratch 言語の基礎）
２）プログラミングの基礎（判断と繰り返し）
３）プログラミングの基礎（並行プログラミング）
４）プログラミングの基礎（プロジェクトの共有）
５）プログラミングの基礎（まとめ）
６）空間データの分析と可視化（GIS の基本的操作）
７）空間データの分析と可視化（地図の表示と編集）
８）空間データの分析と可視化（地図間演算・幾何的操作）
９）空間データの分析と可視化（地図内演算・空間補完）
10）空間データの分析と可視化（まとめ）
11）環境データの分析と利用（環境データの収集と分析）
12）環境データの分析と利用（栽培実験データの分析）
13）環境データの分析と利用（農業統計データの分析）
14）環境データの分析と利用（環境・農業データの公開）
15）環境データの分析と利用（まとめ）

授業方法：
教材に沿って、講義を交えながらパソコンを操作して実習する。評価項目ごとに演習課題の作成に
取り組む。

達成目標：
Scratch 言語を用い簡単なプログラムを作成することができる。GIS を用い空間データの表示と簡単
な分析を行うことができる。実際に得られた環境データを分析し、その結果を表現することができる。

評価方法：
Web ページの形式で作成されたレポート（100%）で評価する。授業内容の達成度を総合的に測る
難易度 S,�A,�B,�C の計 4つのレポート課題を与え、そのうち自らのレベル（各自で判断）に応じた
もの一つを完成させ提出させる。提出されたレポートの難易度がそのまま評価（S,�A,�B,�C）となる。
ただしレポートの完成度が不十分な場合はその限りでない。また完成度が大幅に劣る場合は難易度
によらずD評価とする。

教科書：
なし。教材を作成し配布する。

参考文献：
実教出版編修部『Windows�7 対応 30 時間でマスターExcel2010』　実教出版株式会社　（900 円）
古田均ら『基礎からわかるGIS』　森北出版　（2,520 円）
久野靖ら『キーワードで理解する最新情報リテラシー�第 4 版』　日経BP社　（1,260 円）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I20401 野菜と穀物の育て方 2 2 菅原眞治

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

農耕、食料、多様な食生活、栽培 問題解決力、価値判断力（意思決定力）、グローバ
ルな視野

授業のテーマ：
人は農耕をどのように始めたのか、食糧の確保と栄養のバランスのために野菜をどのように扱って
きたのか、我が国の環境の中で野菜を栽培する技術がどのように出来上がって、周年野菜が食卓に
供給されているかについて理解してもらう。

授業の概要：
日本農業の現状と野菜消費の現状について理解をさせ、各野菜品目の栽培上の特性と栽培技術につ
いて理解させる。

授業の計画：
１）日本農業の現状、野菜の輸入量の増加
２）作型、作業体系、経営方法　トマト・ナス・ピーマンの栽培
３）都市近郊での野菜栽培
４）土壌の性質、肥料の種類と使い方　スイートコーン、オクラの栽培
５）農薬の種類と使い方、野菜栽培での有機農業の方法とその現状
６）育苗の技術と方法　キュウリ・スイカ・カボチャの栽培
７）施設栽培の方法　ハクサイ・菜類の栽培
８）農耕文化と野菜、野菜の伝搬と伝統野菜
９）野菜の品種と品種改良
10）種取りと、種の保存　ダイコンの栽培
11）キャベツ、ブロッコリー・カリフラワーの栽培
12）レタス、イチゴの栽培
13）ネギ・タマネギ・ニンニクの栽培
14）ジャガイモ、サツマイモ・サトイモ、エンドウ・ソラマメの栽培
15）野菜の品質と貯蔵の方法　ホウレンソウ・シュンギクの栽培

授業方法：
統計資料をパワーポイントで示し、現状の解説をして理解を深める。参考文献を示し購読を勧める。
作型の概念を解説して野菜栽培での作型の意味、経済的な生産の意味を解説する。各野菜の栽培方
法を教科書や写真で示し理解させる。　

達成目標：
日本農業の現状を理解し、野菜の経済生産の方法や、各野菜の生理・形態特性を理解して栽培技術
についての理解を深める。

評価方法：
試験（100％）によって行う。試験は期末試験による。
日本農業及び野菜生産の現状が理解でき、各野菜の生理・形態特性の用語が理解でき栽培技術が把
握できている。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｓ
各野菜の生理・形態特性の用語が理解できていて、栽培技術が把握できている。・・・Ａ
野菜の栽培技術が把握できている。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｂ
野菜の栽培技術が大まかに理解できている。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
池田英男・川城英夫『野菜栽培の基礎（農学基礎セミナー）』　農山漁村文化協会　（1,950 円）

参考文献：
神門善久『さよならニッポン農業』　NHK出版　（735 円）

実験・実習・教材費：
なし



− 66 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I20501 農地での土と微生物と肥料のはたらきⅠ 2 2 藤井芳一

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

土・微生物・肥料・作物 問題解決力，価値判断力（意思決定力），グローバ
ルな視野

授業のテーマ：
農地で作物を生育させるためには，土の役割及びその特性を理解することが重要である．さらに，
作物が必要とする養分は，農地においては主に肥料として人為的に与えられるものであり，その働
きについても理解が必要である．肥料の作物への吸収は，土の性質と共に微生物の働きも寄与する．
これら土，微生物，肥料の関係について知識を得ることを本講義の目的とする．

授業の概要：
土壌生態系における物質循環を理解するための礎として，生成過程，物理化学性，機能や役割といっ
た土の基本的な事項を概説する．微生物や養分についても取り上げるが，詳しくは当講義Ⅱにおい
て土壌生態系内の物質循環を詳説する際に扱う．

授業の計画：
１．ガイダンス
２．作物の生育に必要な条件
３．農業における土の役割
４．土の生成過程
５．土壌型
６．土層
７．確認：土の成り立ちについて
８．三相分布
９．粒径組成と団粒構造
10．土の酸性化と作物生育
11．土が養分を保持する機能
12．確認：土の物理性と化学性について
13．土壌微生物の働きとその活動を左右する環境条件
14．作物養分としての窒素，リン，カリウム
15．確認：本講義を通じて補足事項について

授業方法：
講義形式を基本とする．知識の確認のための小テストを随時行なう．

達成目標：
土の成り立ちや構造，機能について関連用語を正しく理解し，説明することができる．土と微生物，
養分との関係について説明することができる．

評価方法：
筆記試験（100%）によって評価する．

教科書：
なし

参考文献：
講義中にその都度提示する．

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I20601 植物体内での水と物質のはたらきⅠ 2 2 長井正博

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

植物の生長　細胞　物質の移動と合成 分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
葉、茎、根、果実など、われわれは植物のさまざまな器官を食料にしている。これらの器官は植物
が環境から取り入れた光エネルギー、水分、養分を材料にして植物が多種多様の物質を合成するこ
とで形成されたものである。
本講義は植物が環境から光エネルギーと水分と養分を取り入れることを知り、そしてこれらが体内
でとる形態とそのはたらきについて知ることを目的とする。本講義では植物体内でのエネルギーと
水と物質の動きと変化の概要をつかみ、物質の形態変化の詳細は II で取り扱う。

授業の概要：
植物の構造と生長過程、そして細胞について復習した後、植物を構成する元素および物質について
紹介する。そして、植物にとってエネルギー資源であり、かつ物質資源でもあるグルコースを合成
する反応である光合成について紹介する。さらにグルコースのエネルギーを利用して進行する植物
体内での物質の移動と物質の合成について紹介する。

授業の計画：
１．植物の構造と生長過程の復習
２．植物の組織の機能：物質の合成と運搬
３．道管と篩管：植物体内の運搬経路
４．植物細胞の構造：細胞質と細胞壁
５．植物を構成する元素
６．植物を構成する物質（１）
７．植物を構成する物質（２）
８．中間のまとめ
９．光合成（１）：光エネルギーと水と二酸化炭素からのグルコースの合成
10．光合成（２）：明反応と暗反応
11．光合成（３）：エネルギーの出入りと蒸散
12．植物体内でのエネルギーの流れ
13．糖質とその代謝
14．窒素の代謝
15．まとめ

授業方法：
板書を中心に、講義形式で行う。毎回の授業のはじめと終わりに理解を確認するための小テストを
行う。

達成目標：
植物体内で進行するさまざまな物質の合成過程と移動過程を理解する。これらの過程と植物の生長
の関係を理解する。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。
植物を構成する物質について、そのはたらき、植物体内での動き、合成過程がわかる。・・・Ｓ
植物を構成する物質とそのはたらき、そして植物体内での動きがわかる。・・・・・・・・・Ａ
植物を構成する物質とそのはたらきがわかる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｂ
植物を構成する物質の名称と成分元素がわかる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
植物を構成する物質に関しての知識がない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
未定

参考文献：
植物生理学概論（桜井英博ら共著、培風館、2008）、ベーシックマスター植物生理学（塩井祐三ら共
編、オーム社、2009）、有機栽培の基礎と実際（小祝政明、農文協、2005）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I20701 資源循環型社会概論 2 2 吉野敏行

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
循環型社会、廃棄物、循環資源、容器包装リサイ
クル、家電リサイクル

分析・総合の思考力と判断力、問題解決能力、グロー
バルな視野

授業のテーマ：
わが国は 2000 年に循環型社会形成推進基本法を制定し、20 世紀の大量生産・大量消費・大量廃棄
の一方通行型社会から資源循環型社会へ向かって大きく舵を切りました。本講義では、廃棄物や循
環資源の定義、処理過程の実態、循環型社会形成の背景やリサイクル諸制度の現状・課題、今後の
展望など循環型社会を総合的に理解します。

授業の概要：
廃棄物と循環資源の定義や廃棄物処理・再資源化の歴史や実態など基礎的な知識を学んだうえで、
循環型社会の概念やその形成のための社会経済的背景、住民・業界の減量・リサイクルの取り組み、
行政の政策手法やリサイクル諸制度などについて概説します。

授業の計画：
１．オリエンテーション、廃棄物の定義と分類
２．廃棄物の処理責任、循環資源の定義、再生資源への転化条件
３．廃棄物処理と再資源化の実際（収集運搬・中間処理①）
４．廃棄物処理と再資源化の実際（中間処理②・最終処分）
５．廃棄物処理と再資源化の統計（一般廃棄物）
６．廃棄物処理と再資源化の統計（産業廃棄物）
７．廃棄物処理の歴史
８．現代の廃棄物問題（最終処分場問題）
９．現代の廃棄物問題（ごみ処理費用・不法投棄問題）
10．現代の廃棄物問題（ダイオキシン・資源問題）
11．循環型社会の概念・原則・政策手法
12．デポジット制度・欧州の容器包装リサイクル制度
13．容器包装リサイクル制度の日欧比較
14．家電リサイクル制度の日欧比較
15．その他のリサイクル諸制度

授業方法：
基本的に講義形式で進めますが、必要に応じてスライド・プリント等の資料を用います。

達成目標：
循環型社会に関する基本的知識（定義・現状・課題・制度等）の修得を目標とします。併せて、自
分の生活過程と結びつけて問題意識を掘り起こす能力を身につけます。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。
達成目標をほぼ完全に達成している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｓ
達成目標を相応に達している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ａ
達成目標を相応に達成しているが、不十分な点がある。‥‥‥‥‥‥� Ｂ
達成目標の最低限は満たしている。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｃ
達成目標の最低限を満たしていない。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｄ

教科書： 
吉野敏行『資源循環型社会の経済理論』東海大学出版会（ISBN4-486-01373-5）

参考文献：
寄本勝美『リサイクル社会への道』（岩波新書）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I20801 資源・エネルギーと文明 2 2 吉野敏行

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
資源、エネルギー、文明、物質・エネルギー代謝、
持続可能な社会

分析・総合の思考力と判断力、問題解決能力、グロー
バルな視野

授業のテーマ：
20 世紀の高度に発達した物質文明は地球規模での環境破壊をもたらしたことから、21 世紀は持続可
能な新たな文明のあり方が模索されています。本講義では文明とは人間と自然との間の物質・エネ
ルギー代謝の仕方（様態）であるという視点から、この代謝の規定要因や歴史的変遷を考察し、今
後の持続可能な文明の代謝のあり方を展望します。

授業の概要：
各種の原料資源、エネルギー資源の特性や用途等を概説したうえで、人間社会と自然環境との物質・
エネルギー代謝と人口、経済システム、科学技術、エントロピーとの係わりを論じ、最後に、この
代謝の歴史的変遷から持続可能な文明の代謝のあり方を展望します。

授業の計画：
１．ガイダンス
２．環境・資源・文明
３．原料資源（鉱物資源）
４．原料資源（生物資源・水資源）
５．エネルギー資源（化石燃料）
６．エネルギー資源（核エネルギー）
７．エネルギー資源（再生可能エネルギー）
８．資源と人口（環境の人口圧力）
９．資源と経済システム
10．資源と科学技術�
11．資源とエントロピー
12．資源開発と環境問題
13．日本の物質・エネルギー代謝
14．文明と物質・エネルギー代謝
15．持続可能な文明と物質・エネルギー代謝

授業方法：
基本的に講義形式で進めますが、必要に応じてスライド・プリント等の資料を用います。

達成目標：
エントロピー概念を基礎に、文明を物質・エネルギー代謝の視点からとらえる方法論を理解し、か
つ各種の原料資源、エネルギー資源の特性や人口・経済システム・科学技術との関係に関する基本
的な知識を修得する。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。
達成目標をほぼ完全に達成している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｓ
達成目標を相応に達している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ａ
達成目標を相応に達成しているが、不十分な点がある。‥‥‥‥‥‥�Ｂ
達成目標の最低限は満たしている。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｃ
達成目標の最低限を満たしていない。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｄ

教科書：
指定なし

参考文献：　
佐々木信行『資源論入門』コロナ社、（ISBN4-339-06598-6）
西山孝『地球エネルギー論』オーム社、（ISBN4-274-13227-7）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I23101 栄養と体 2 2 森山三千江

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

栄養素、生理機能、健康、食生活 分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）、効果的な社会参加

授業のテーマ：
各栄養素の体内での役割を正しく理解し、人間が健康に暮らしていくためには、どの栄養素がどれ
位必要なのかを自分の食生活と照らし合わせて考えられるようにする。さらに、健康食品や有機栽
培農法など様々な食品をメディア情報に左右されず、自分が考えて食品を選択できる知識を獲得し、
家庭や周囲の人々へもアドバイスが出来る教養を身につける。

授業の概要：
健康な生活を送るために栄養学の基礎知識を身につけることを目的とする。糖質・脂質・タンパク
質・ビタミン・ミネラルの各栄養素の種類や構造式に加えて、その体内での働きや代謝、消化・吸収、
および生理的な機能、生活習慣病、食環境、食行動など栄養や食品に関連する内容を取り上げる。

授業の計画：
１．栄養の概念と歴史
２．現代人の食生活と栄養状態の判定
３．糖質の種類とその性質
４．糖質の消化・吸収、体内代謝
５．レジスタントスターチの種類と働き
６．食物繊維の種類とその働き
７．脂質の栄養と代謝
８．脂肪酸の種類と働き、他の栄養素との関係
９．タンパク質の種類と代謝
10．タンパク質の栄養評価
11．アミノ酸の種類と体内での代謝
12．ビタミンの定義・分類
13．ビタミンの機能とその栄養
14．ミネラルの機能と他の栄養素との関わり
15．エネルギー代謝、遺伝子発現

授業方法：
基本的には講義形式で進めるが、講義内容を質問し、理解した上で自分の食生活と関連して考えら
れるようにする。また、レポートなど課題を与えることもあるが、授業内容を把握していれば、難
しい内容ではなく授業の復習となるものである。

達成目標：
五大栄養素の種類とその働きが理解できるようにする。また、ビタミンの正式名称や脂肪酸の名前
なども覚え、食品の選択時に考慮できるようにする。

評価方法：
試験 100％

教科書：
『基礎栄養学』南江堂

参考文献：
授業中に紹介する

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I23201 統計の考え方 2 2 野田信明

期間 曜日 時限  備考：「基礎数学」の受講を前提としないが、数学の基礎に関するあ
る程度の知識を前提とする。前期 火 １

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
確率，統計，標準偏差，二項分布、正規分布，相
関係数、標本調査

分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ： 
数学の知識と方法を基礎とし、収集されたデータの整理、分析法を理解する。またその応用法を身
につける。具体的には、度数分布と平均、データのばらつき、標準偏差、確率と密度分布、複数のデー
タグループ間の関係、相関係数、指数関数と正規分布、全数調査と標本調査、母集団と標本、推測
と検定。

授業の概要：
具体的なデータ例を取り上げ，統計処理で使われる専門用語や手法を理解するとともに，応用する
力をつける。統計と確率の関係を理解し，得られた結果をどのように推測や予測に活かすかを学ぶ。
その時々の話題も実例として取り上げ，理解の助けとする。

授業の計画：
１．統計解析の概要� ９．二種類のデータの相関、�CO2 濃度と温暖化
２．度数分布、ヒストグラム、平均値� 10．全数調査と標本調査
３．データの広がりと分散、標準偏差� 11．標本の平均、分散と母集団の平均、分散
４．場合の数と確率、順列と組み合わせ� 12．標本分析から母集団の特徴、性質を推測
５．指数関数と対数関数�� 13．実習データと統計処理
６．場合の数と確率、順列と組み合わせ� 14．復習とまとめ
７．ＹＥＳ、�ＮＯの確率と二項分布� 15．まとめとレポート作成
８．二項分布と正規分布�

授業方法：　
講義方式で行う。毎回例題を出し，15 分程度を使って考え方，解き方をその場で指導する。時間内
に解けたところまでを提出してもらう。次回の講義で例題回答の解説と補足の説明を行う。詳しい
数値計算には関数付電卓を活用する。

達成目標：
統計処理の基礎を理解するとともに将来応用して自分の仕事に活かす力を養う。

評価方法：
前期末のレポート（50%）と例題解答など日常の授業への取り組み（50%）により行う。
統計，確率，予測の概念，手法，専門用語の全面的理解，計算法習熟と応用�　　Ｓ
統計処理とその結果の意味するところの基本的理解，計算法習得�　　　　　　　Ａ
統計処理と結果の基礎的理解�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ
統計処理分析データを読む力の習得�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ
Ｃのレベルに到達していない�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ

教科書： 
特に既成の教科書は使わない。講義ノートをプリントし配布する。

参考文献： 
丹羽勝市著�「図解雑学　統計解析」�ナツメ社��￥1,300（ISBN978-4-8163-3472-6）

実験・実習・教材費： 
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I21401 生物多様性 2 2 藤井伸二

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

生物多様性、生態系サービス、指標種、生物地理 分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
生物学および保全生物学の視点からみた生物多様性。とくに、生物多様性の概念、資源としての生
物多様性、生物多様性の現状、種数と固有生物などの生物地理、里山などに関する話題。

授業の概要：
生態系サービスとしての生物多様性の概念とその価値観、人類活動と生物多様性の現状の関係、指
標種の問題点、保全における課題について具体例を挙げながら解説する。

授業の計画：
１．生物多様性の概念
２．生態系サービス
３．生物保全の価値観
４．生物多様性の現状１
５．生物多様性の現状２
６．環境と種分化１
７．環境と種分化２
８．指標種１
９．指標種２
10．固有生物
11．歴史生物地理
12．生態生物地理
13．生物保全とビオトープ
14．絶滅の要因
15．里山の自然

授業方法：
板書を中心とした講義。資料を適宜配布。

達成目標：
生物多様性に関する基礎的な知識の取得。とくに、生態系サービス、生物多様性の現状と絶滅の要
因についての知識取得と生物多様性保全への問題意識の獲得を目指す。

評価方法：
試験（100％）による。

教科書：
なし。

参考文献：
１）B.�プリマック・小堀洋美、「保全生物学のすすめ」、文一総合出版、3,800 円（税別）。
２）�横浜国立大学21世紀COE翻訳委員会（訳）、「生態系サービスと人類の将来」、オーム社、2800円（税

別）。
３）加藤辰己・太田英利、「エコロジーガイド日本の絶滅危惧生物」、保育社、2,000 円（税別）。
４）松田裕之、「なぜ生態系を守るのか？」、NTT出版、1,900 円（税別）。
５）鷲谷いづみ、中公新書 1752「自然再生」、中央公論社、720 円（税別）。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I21601 資源循環の経済学 2 2 吉野敏行

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
廃棄物、外部費用、経済的厚生分析、環境税、デ
ポジット

分析・総合の思考力と判断力、問題解決能力、グロー
バルな視野

授業テーマ：
何故、20世紀の社会経済は資源循環を阻害し、環境を悪化させてきたのか。その疑問に答えるために、
環境経済学を基礎に 20 世紀の物質文明を支えてきた大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済社会シ
ステムの仕組みと経済原則を明らかにし、さらに資源循環型社会を実現するための経済システムの
あり方とそれを支える新たな経済原則を展望する。

授業の概要：
市場メカニズムの基本を理解したうえで、廃棄物の市場価格や資源循環を阻害してきた外部費用の
発生要因等を分析する。次に、限界理論や経済的厚生分析を理解したうえで、循環型社会の政策体
系や環境税・デポジット制度などの具体的政策の経済分析を行う。

授業の計画：
１．ガイダンス、廃棄物の経済学的解釈
２．市場経済と市場メカニズム（補論１）
３．廃棄物の市場価格
４．ワンウェイ型経済の市場価格の様相
５．市場メカニズムと外部費用
６．外部費用の発生要因（１）
７．外部費用の発生要因（２）
８．限界理論（限界効用逓減と均等の法則）（補論２）
９．企業の行動原理と供給曲線（補論３）
10．余剰と経済的厚生（補論４）
11．循環型経済構築の政策的着眼点
12．循環型経済を構築するための政策体系
13．環境税の経済分析
14．デポジット制度の経済分析
15．拡大生産者責任の経済分析、まとめ�

授業方法：
講義形式で進めますが、必要に応じてスライド・プリント等の資料を用います。

達成目標：
市場メカニズム、廃棄物の市場価格、外部費用の発生メカニズム、限界概念、経済的厚生分析の手
法を理解し、環境問題の経済学的アプローチの基本を理解する。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。
達成目標をほぼ完全に達成している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｓ
達成目標を相応に達している。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ａ
達成目標を相応に達成しているが、不十分な点がある。‥‥‥‥‥‥�Ｂ
達成目標の最低限は満たしている。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｃ
達成目標の最低限を満たしていない。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Ｄ

教科書：
指定なし

参考文献：　
植田和弘『環境経済学』岩波書店（ISBN4-00-004576-8）
吉野敏行『資源循環型社会の経済理論』東海大学出版会（ISBN4-486-01373-5）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I23601 環境思想 2 2 内藤可夫

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

論理的思考　環境諸思想の理解　概念的思考 分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）、グローバルな視野

授業のテーマ：
今日に至る歴史の中で、様々な思想が人間の生の形を生み出し、文化を育み、文明を建設し、人間
と自然の関わりの形を規定してきた。根本においてあらゆる思想は自然についての思想であり、環
境を破壊し続ける科学技術文明もまた一つの思想である。本講では、「思想」の読み方、考え方につ
いて学んだ上で、環境思想のいくつか（宗教思想、哲学思想、社会思想、倫理思想など）について熟読、
分析、考察することを通じ、自然と人間とに関わる思惟を学ぶ。

授業の概要：
あらゆる学問の基本にある論理学について理解し、概念的思考の初歩を確認、いくつかの術語を例に、
高度な概念的思考の概要を把握する。また、哲学、科学、宗教、倫理などの思想に於ける概念、論理、
思惟の違いを確認する。その後、いくつかの代表的な環境思想を吟味する中で、環境思想の条件と
可能性を明らかにしていく。

授業の計画：
１．「思想」とは
２．論理および論理学
３．論理的思考の規定
４．概念と概念的思考
５．理性の有限性と宗教思想における「信仰」
６．諸思想の思惟の違い
７．�「自然」に関する諸思想の概要
８．�ハンス＝ヨナス「責任という原理」１
９．�ハンス＝ヨナス「責任という原理」２
10．�ユルゲン＝ハーバマス「イデオロギーとしての技術と科学」
11．�ユルゲン＝ハーバマス「イデオロギーとしての技術と科学」
12．�ジェームス＝ラブロック「ガイア仮説」および「ガイアの復讐」
13．�ジェームス＝ラブロック「ガイア仮説」および「ガイアの復讐」
14．その他、宗教および科学における諸思想
15．まとめ

授業方法：
講義。適宜小テストや課題を与える。

達成目標：
思想について思考し得る為の基本的な知識と能力を獲得し、環境諸思想に関する文献を理解する為
の初歩的な力を身につける。

評価方法：
試験において、下記の基準で判定する。
Ｓ��哲学思想や社会思想、宗教思想などを理解する能力を身につけ、かつ、現代の環境諸思想につい

て的確な理解がある
Ａ��哲学思想や社会思想、宗教思想などを理解する能力を身につけ、あるいは、現代の環境諸思想に

ついて的確な理解がある
Ｂ��哲学思想や社会思想、宗教思想などを理解する能力の初歩を身につけ、かつ、現代の環境諸思想

について理解がある
Ｃ�哲学思想や社会思想、宗教思想などを理解する能力の初歩を身につけている
Ｄ�哲学思想や社会思想、宗教思想などを理解する能力の初歩を身につけていない

教科書：
なし

参考文献：
適宜指示する

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I23701 水溶液の化学 2 2 長井正博

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

化学平衡　酸と塩基　酸化還元�分配平衡

授業のテーマ：
化学平衡論の基礎を学び、pH、温度、酸化還元電位などの物理化学的変数が与えられれば、水溶液
中の元素の存在形態が予想できる力を習得する。
また、逆にある物質の水溶液中の温度を変化させたときに、pH、酸化還元電位などの値が予測でき
るようにする。

授業の概要：
水溶液中の化学反応のうち、酸塩基反応、酸化還元反応、二相間での分配平行を題材に、これらの
反応の基礎と天然水での実例を紹介、解説する。
授業においては、平衡定数を常に参照し、この値と実試料水中の成分濃度の関連について考察する。

授業の計画：
１．ＳＩ単位系と濃度
２．化学平衡の基礎：エントロピー、自由エネルギー、化学ポテンシャル
３．化学平衡の法則と熱力学
４．分配平衡（１）　気−液分配
５．分配平衡（２）固−液分配
６．酸塩基反応（１）酸塩基の定義
７．酸塩基反応（２）強酸水溶液のｐＨ
８．酸塩基反応（３）弱酸水溶液のｐＨ
９．酸塩基反応（４）塩の水溶液のｐＨ
10．酸塩基反応（５）大気と平衡にある水溶液のｐＨ　
11．酸塩基反応（６）ｐＨと弱酸・弱塩基の存在形態　
12．酸化還元反応（１）酸化数、半反応式
13．酸化還元反応（２）酸化還元電位
14．酸化還元反応（３）ギブスの自由エネルギーと酸化還元電位、ネルンストの式
15．酸化還元反応（４）酸素の枯渇と有機物の分解

授業方法：
平衡定数表と水質データを参考に、講義形式で行う。毎回、作図や計算演習を課題に出す。

達成目標：
溶液の濃度、pH、酸化還元電位を化学平衡論的に理解し、これを実試料の水質の実例に即して説明
することができる。

評価方法：
期末試験（100%）により行う。
化学平衡論を理解し、水質データへ適用する力を評価する。

教科書：
なし

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I23501 基礎分析化学実験 2 2 藤井芳一

期間 曜日 時限  備考：2 時限連続
後期 月 ３・４

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

化学実験・データ処理・レポート作成 コミュニケーション力，分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
化学分析の基本である容量分析の技術と知識を習得する．ホールピペット，ビュレット，メスフラ
スコなどの測容器の使用法，洗浄法を修得するとともに，これらの器具の検定を電子天秤と秤量瓶
を用いて行なう．さらに，環境試料を採取し，水質測定を行なう．また，これらのデータの統計処
理方法を修得する．レポート指導を通じて科学論文の書き方を学ぶ．

授業の概要：
ガラス器具の検定や試薬の調製法を学ぶ．大学近隣のため池で水を採取し，水質測定を行なう．

授業の計画：
１．ガイダンス，実験を行なうにあたっての諸注意
２．pHと ECの測定（原理と方法），及び採水準備．
３．採水，及び現地水質測定（猿田池）
４．電子天秤の使用法
５．データの統計処理
６．レポート指導
７．ビュレットの使用法と１滴の体積
８．メスフラスコの使用法，シュウ酸標準溶液の調製
９．レポート指導
10．猿田池のアルカリ度の測定
11．レポート指導，アルカリ度の解説
12．COD測定：過マンガン酸カリウムの標定
13．COD測定：CODの測定意義と原理について解説
14．COD測定：猿田池のCOD測定
15．COD測定：レポート指導

授業方法：
教科書と配布プリントに従って行なう．毎回の予習とレポートの提出が必須である．

達成目標：
化学実験の基本的な手法とレポート作成法を習得する．

評価方法：
課題実験とそのレポートによって評価する．
基本的な化学実験の操作の実施，及び目的と結論に基づいた構成のレポートを自身の考察を踏まえ
て報告することができる．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｓ
基本的な化学実験の操作の実施，及び目的と結論に基づいた構成のレポートとして報告できる．・Ａ
基本的な化学実験の操作の実施，及び実験目的を理解してレポートとして報告できる．・・・・・Ｂ
基本的な化学実験の操作の実施，及びレポートとして報告できる．・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Cのレベルに達していない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
片山幸士・木曽祥秋編著『ベーシック分析化学実験』化学同人
（初回のガイダンスの際に購入について指示をする．）

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
実験試薬及び消耗品代として 30,000 円．白衣（3,000 円程度）は別途購入が必要．
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I20901 大気・土・水の測定の基礎実習 2 2 守村・藤井芳

期間 曜日 時限  備考：2 時限連続
前期 月 ３・４

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

測定・レポート作成・農地 分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
農地を理解する上で環境要素を数値データとして知ることは重要である。そのため、土壌の物理化
学性、水の挙動、及び気象について基本的な測定手法を修得し、そのデータから環境の状態を判断
できるようになることを目的とする。また、得られたデータを人に伝えるために必要なレポート作
成技術を学ぶ。

授業の概要：
大気・土・水の物理性及び化学性の測定を 3回ずつ行う。物理性として土壌、気象、蒸散量を扱い、
化学性として pH、電気伝導度（EC）、有機物について実習を行なう。人数の都合上、授業の計画の
物理性の測定を先に実施するグループと、化学性の測定を先に実施する 2グループに分かれる。

授業の計画：
１．ガイダンス、グループ分け、レポートの全体構成について
２．物理性の測定①：土壌の物理性の測定
３．レポート指導①：結論と目的の書き方，タイトルの決め方。測定原理の解説
４．物理性の測定②：農場・地域の気象計測
５．レポート指導②：結果の書き方。測定原理の解説
６．物理性の測定③：植物の蒸散量の測定
７．レポート指導③：全体構成、目的と結論、タイトル、結果の書き方の確認。測定原理の解説
８．化学性の測定①：ｐＨの測定
９．レポート指導④：全体構成、目的と結論、タイトル、結果の書き方の確認。測定原理の解説
10．化学性の測定②：ＥＣの測定
11．レポート指導⑤：方法の書き方について。測定原理の解説
12．化学性の測定③：有機物の測定
13．レポート指導⑥：目的と結論、タイトル、結果、方法の書き方の確認。測定原理の解説
14．物理性の測定④：まとめの実験
15．化学性の測定④：まとめの実験

授業方法：
測定内容を概説した後に実習（屋外も含む）を行ない、受講生はその内容をレポートにまとめる。
翌週に測定原理の解説、及びレポートの書き方について指導を行なう。

達成目標：
それぞれの環境測定によって、得られたデータから環境状態を判断できる。得たデータについて、
どのような目的でどのようにしてどんな結果を得たのかをレポートにまとめて報告ができる。

評価方法：
筆記試験とまとめの実験のレポートによって評価する。
各種測定を実施することができ、そのデータに基づいて環境状態を判断し、構成を踏まえたレポー
トとして報告することができる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｓ
各種測定を実施することができ、構成を踏まえたレポートとして報告することができる。・・・・Ａ
各種測定を実施することができ、レポートとして報告することができる。・・・・・・・・・・・Ｂ
各種測定について大まかに理解しており、かつレポートの構成について理解している。・・・・・Ｃ
Cのレベルに達していない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
無し

参考文献：
授業中にその都度提示する。

実験・実習・教材費：
3,000 円（実験消耗品代として）
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I21001 農業基礎実習 I 2 2 守村・菅原眞

期間 曜日 時限  備考：2 時限連続
前期 金 ３・４

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

野菜、栽培管理、土壌管理、施肥、農薬 コミュニケーション力、問題解決力、グローバル
な視野

授業のテーマ：
太陽の下で身体を動かして、自分の食べるものをつくる技術を獲得する。風を感じて野菜の生育を
見て人と環境の関わりを実感する。

授業の概要：
野菜栽培に必要な土壌管理法、施肥法、農薬の使用法、及び野菜の特性に基づく栽培管理法を春か
ら夏に栽培する野菜で習得する。小グループに小区画のほ場を与え協力して野菜を栽培する。

授業の計画：
１）野菜ほ場の整備、排水対策、土壌調査
２）農具・農業機械の使用法、育苗ハウスの整備、野菜ほ場の堆肥施用、スイートコーンのは種
３）土壌改良材の施用、有機物の施用、元肥の施用、耕耘、畦たてビニールマルチ被覆
４）スイートコーンの植付け、果菜類（トマト、ナス、トウガラシ等）の植付け
５）果菜類（スイカ、カボチャ等）の植付け
６）エダマメのは種、サツマイモのさし苗
７）果菜類（トマト、ナス、トウガラシ）の支柱の作成、整枝
８）中耕・除草・追肥
９）果菜類（スイカ、カボチャ）の整枝・誘引、敷きわら
10）農薬散布の方法、殺虫剤、殺菌剤の使用法
11）果菜類（スイカ、カボチャ）の交配、トマト・ナスのホルモン処理
12）ダイズのは種
13）果菜類（トマト、ナス、トウガラシ）の収穫
14）果菜類（スイカ、カボチャ）の収穫
15）スイートコーン、果菜類（スイカ、カボチャ）の畑の片付け

授業方法：
野菜ほ場、育苗ハウスを整備し、畑に土壌改良材、有機資材を施用したのち、畦たてマルチを被覆して、
スイートコーン、トマト、ナス、トウガラシ、スイカ、カボチャ、サツマイモ、及びダイズの栽培
を行う。

達成目標：
太陽の下で身体を動かして、野菜の栽培を経験する。小グループが協力して作業を進める。小グルー
プに小区画のほ場を与え協力して野菜を栽培する。

評価方法：
大きい区画のほ場で各野菜の栽培指導を行った事柄についてレポートの提出を求め、野菜に対する
関心度の深まりを評価する。また小区画のほ場をグループに与え各人の創意により栽培を行わせ、
栽培能力を評価する。

教科書：
なし

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
実習費：10,000 円
各人が実習に当たって準備するもの：屋外で作業できる服装、軍手、タオル、飲料水
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

I21701 農業基礎実習 II 2 2 守村・菅原眞

期間 曜日 時限  備考：2 時限連続
後期 金 3,4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

野菜、栽培管理、土壌管理、施肥、季節変化 コミュニケーション力、問題解決力、グローバル
な視野

授業のテーマ：
太陽の下で身体を動かして、自分の食べるものをつくる技術を獲得する。風を感じて野菜の生育を
見て人と環境の関わりを実感する。急速な季節変化の中での野菜栽培を経験する。

授業の概要：
野菜栽培に必要な土壌管理法、施肥法、農薬の使用法、及び野菜の特性に基づく栽培管理法を夏か
ら冬に栽培する野菜で習得する。野菜の品種の特性やその選択方法の理解を進める。小グループに
小区画のほ場を与え協力して野菜を栽培する。

授業の計画：
１）野菜畑の整備と堆肥施用
２）キャベツ、ブロッコリー、カリフラワーのは種
３）ダイコンの施肥・畦たて・は種、タマネギの育苗畦作りとは種
４）キャベツ、ブロッコリー、カリフラワーの施肥・畦たて・定植
５）ハクサイの施肥・畦たて・は種、ダイコンの間引き
６）中耕、除草、追肥、農薬散布・殺虫剤の種類と使い方
７）ホウレンソウ、コマツナ、シュンギクの施肥・畦たて・マルチとは種
８）エンドウ、ソラマメの施肥・畦たて・は種
９）タマネギの施肥・畦たて・マルチ・定植
10）トンネルの中への種まき（ホウレンソウ、コマツナ、シュンギク）
11）キャベツ、ブロッコリー、カリフラワーの収穫
12）ダイコンの収穫と切り干しダイコンの作り方
13）ハクサイの収穫と玉の結束
14）野菜の防寒対策、トンネル・マルチによる春野菜の種まき
15）野菜の栽培計画と品種の選定、種子の購入の方法

授業方法：
秋野菜を育苗して順次植え付け、栽培を行う。直接畑には種する野菜は栽培適期に順次は種を行っ
ていく。多くの野菜の栽培を経験させ、夏から秋にかけての季節変化に伴う野菜栽培の手法を理解
させる。
太陽の下で身体を動かして、農作物の栽培を経験する。小グループが協力して作業を進める。小グルー
プに小区画のほ場を与え協力して野菜を栽培する。

達成目標：
急速な季節変化の中での農作物の栽培を経験する。小グループが協力して作業を進める。

評価の方法
大きい区画のほ場で各野菜の栽培指導を行った事柄についてレポートの提出を求め、野菜に対する
関心度の深まりを評価する。また小区画のほ場をグループに与え各人の創意により栽培を行わせ、
栽培能力を評価する。

教科書：
なし

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
実習費：10,000 円
各人が実習に当たって準備するもの：屋外で作業できる服装、軍手、タオル、飲料水
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J10101 経営学概論 １・２ 2 藪谷あや子

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
日本型経営、グローバルスタンダード、モチベー
ション、コミュニケーション

分析・総合の思考力と判断力、グローバルな視野、
効果的な社会参加

授業のテーマ：
経営学に関心がある学生向けとしてだけでなく、大学生のキャリア教育の基礎ー社会人としての必
須教養　として、経営学の基本的用語と入門的知識を修得する。

授業の概要：
専門用語や概念について、それぞれの名称と内容を知る。次にそれを自分の言葉で説明、論述でき
る水準に達するために、要点をまとめ記憶を促す。実際の企業を事例にして解説する。

授業の計画：
１．経営学とは何か〜教科書第1章対応
２．組織〜第２章対応
３．人的資源管理〜第３章対応
４．経営戦略〜第４章対応
５．生産管理〜第５章対応
６．マーケティング〜第６章対応
７．事例研究〜DVD
８．営業管理〜第７章対応
９．意志決定〜第８章対応
10．サプライチェーンマネジメント〜第11章対応
11．経営情報〜第12章対応
12．事例研究〜DVD
13．日本の製造業
14．21世紀型新産業分野
15．まとめ

授業方法：
テキストを軸として講義するが、必要に応じてDVDや新聞記事等を用いて、日本経済や企業経営
の実際にひきつけて解説する。

達成目標：
日本や地域の経済や企業に関する報道を、身近なものとして興味・関心がもてるようになる。
企業や経営を見る（評価する）目を養う。

評価方法：
期末試験 100％で評価する
・経営学の専門用語と初歩的知識を修得し、重要課題をよく理解している………Ｓ
・上記について、部分的には不十分な点があるが、ほぼ達している………………Ａ
・上記について、不十分、不正確な点があるが、おおよそは達している…………Ｂ
・上記について、不十分、不正確な点が多い…………………………………………Ｃ
・上記について、目標の半分以下のレベルにしか達していない……………………Ｄ

教科書：
北中英明『プレステップ　経営学』弘文堂、平成 21 年

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J10201 現代社会と経済 １・２ 2 奥田栄

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

神の見えざる手、市場 分析・総合の思考力と判断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
ケインズは、その一番有名な著作の中で「経済学者や政治学者の観念は、それが正しい場合にも、
また間違っている場合にも、ともに、一般に理解されているよりもはるかに強力である。・・・いか
なる知的影響からもまったく開放されていると自らは信じている実際家たちも、すでに亡くなった
経済学者の奴隷であるのが常である」と述べている。
講義では、すでに亡くなった経済学者の思想が現代社会にどのような影響をあたえているかを見な
がら、現代社会がこれからどうなるのか、その中で人はどんな風に生きることになるのか、それを
改善するにはどうしたらいいか、そのようなことを自らの問題として考えてみたい。

授業の概要：
資本主義の性質についてのアダム・スミスの発見から始まり、マルクスの分析を経てケインズ、フリー
ドマンにいたるまでを概観する。

授業の計画：
１．金は天下の回り物〜経済とは何だろう？
２．需要曲線と供給曲線
３．GDP
４．貨幣の誕生
５．銀行と中央銀行
６．アダム・スミスと分業
７．政府の役割
８．使用価値と交換価値
９．資本主義と格差
10．ケインズと失業
11．乗数効果
12．ケインズの誤算
13．こんなものいらない〜新自由主義
14．貿易が富を増やす
15．まとめ

授業方法：
講義形式による。毎回講義の最初の 20 分くらいを費やして、前回の講義のまとめを兼ねて問題を配
布し、指名してそれに答えさせることによって理解の度合いを測る。

達成目標：
現代文明の大きな特徴である資本主義について正しく理解するとともに、その内包する課題につい
て身近な問題として捉えられるようになること。

評価方法：
定期試験の結果によって判定する。

教科書：
池上　彰『池上彰のやさしい経済学１』（日本経済新聞出版社�1,575 円）。

参考文献：
その都度参考文献を指示する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J10301 基礎簿記 １・２ 4 磯貝明

期間 曜日 時限  備考：2 時限連続
後期 木 2･3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
資格、日商簿記検定３級、情報処理能力、ビジネ
ススキル、経済知識 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
企業が営利を追及していく組織である以上、そこには必ず会計が存在している。将来、企業に就職
しようと考えている学生にとって会計の知識は必要不可欠である。とりわけ簿記は会計学を学習す
るうえでの基本となるものである。本講義では、簿記を始めて学ぶ学生が日商簿記検定３級の合格
水準に達することを目的としている。

授業の概要：
日商簿記検定３級合格を目指した講義を行う。簿記をはじめて学ぶ学生にもわかりやすいよう、初
歩的な解説から始めていく。日商簿記検定３級受験対策テキストを用いて、基本事項の解説と演習
問題も含めた実践的な講義を行ない、問題の解法について解説する。

授業の計画：
１　簿記の意味・目的会計の機能と分類� 16．売掛金と買掛金・貸倒れの処理
２．簿記の基礎概念（１）� 17．その他の債権債務（１）
３．簿記の基礎概念（２）� 18．その他の債権債務（２）
４．取引� 19．手形（１）約束手形・為替手形
５．仕訳� 20．手形（２）手形の裏書譲渡と割引
６．中間まとめ・仕訳の演習問題� 21．手形（３）手形記入帳
７．転記・総勘定元帳� 22．有価証券（取得・売却・評価）
８．試算表� 23．有形固定資産の取得・売却、減価償却
９．精算表� 24．資本金と引出金・税金
10．元帳の締切り・財務諸表の作成� 25．収益と費用（１）収益および費用の見越し
11．現金預金取引（１）� 26．収益と費用（２）収益および費用の繰延べ
12．現金預金取引（２）� 27．帳簿と伝票
13．商品売買（１）� 28．決算と財務諸表（１）
14．商品売買（２）� 29．決算と財務諸表（２）
15．中間まとめ（簿記一巡の流れ）� 30．日商簿記検定試験 3級の傾向と対策
　　中間テスト（精算表）

授業方法：
テキストにしたがい、各項目の内容を詳細に解説し、例題を用いて問題の解法を説明する。
また、理解を深めるために、テキストの演習問題・ワークブックを使って実際に問題を解いていく。

達成目標：
日商簿記検定 3級取得

評価方法：
定期試験 100％

教科書：
渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著『新検定簿記講義　3級商業簿記』中央経済社�￥735
渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著『新検定簿記ワークブック　3級商業簿記』中央経済社�￥735

参考文献：
開講時および必要に応じて適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J10401 現代企業論 １・２ 2 奥田栄

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

株式会社、株主、経営者、大企業、日本的経営 分析・総合の思考力と判断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
現代社会において、さまざまな生産活動は、企業が中心となって行われている。そこで、企業とは
何か、その役割を遂行していくためのさまざまな仕組みや働きなど、現代企業の全体像を、最新のデー
タや事例を用いて多面的に理解する。

授業の概要：
企業とは何か、その仕組みと働き、企業を取り巻く環境など、現代社会における企業について概観
する。とくに株式会社の役割と仕組み、大企業の現実、そして日本型経営について解説する。

授業の計画：
１．ガイダンス
２．企業の役割�
３．株式会社とは何か�
４．株式会社の仕組み�
５．株主と利益
６．上場企業と株式市場
７．株式公開と創業者利益
８．大企業
９．大企業は誰のもの�
10．大企業の経営者
11．コーポレートガバナンス�
12．日本の会社
13．日本社会と企業�
14．揺らぐ日本型経営
15．まとめ

授業方法：
講義形式による。毎回講義の最初の 20 分くらいを費やして、前回の講義のまとめを兼ねて問題を配
布し、指名してそれに答えさせることによって理解の度合いを測る。

達成目標：
現代社会において重要な組織である企業について、その役割を正しく捉え、その基本的な仕組みを
理解する。

評価方法：
定期試験の結果によって判定する。

教科書：
三戸�浩 ,�池内�秀己 ,�勝部�伸夫『企業論�第３版』�（有斐閣、2,100 円）。

参考文献：
その都度プリントを配布したり参考文献を指示したりする。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J10501 日本経済と金融 １・２ 2 山根卓二

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
経済循環（経済全体のお金の流れ）、国内総生産
（GDP）、金融の役割、金融政策、財政政策

分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
経済全体のモノとお金の流れについて学び、景気の動向を左右する金融政策・財政政策や、金融の
役割とその不安定性などについて理解する。

授業の概要：
経済循環と国内総生産（GDP）について解説した後、①現代経済のしくみはどうなっているのか、
②生産や所得はどのように生み出されるのか、③それらを増やすためにはどのような政策が必要か、
④貨幣（お金）はどのように発行されるのか、⑤証券市場の役割と欠点、などについて検討する。

授業の計画：
（１）経済とは（社会的分業とお金の役割）
（２）経済循環（経済全体のお金の流れ）
（３）国内総生産（GDP）とは
（４）国内総生産（GDP）と景気
（５）財政政策による景気対策
（６）財政政策と公共事業
（７）財政政策と財政赤字問題
（８）景気回復と財政健全化の両立
（９）中央銀行と民間銀行による貨幣（お金）の発行
（10）金融政策による景気対策
（11）直接金融（証券市場）の役割
（12）日本におけるバブルの形成とバブル崩壊
（13）サブプライムローン問題　
（14）リーマンショックと金融恐慌
（15）まとめ

授業方法：
基本的に講義形式で進める。必要に応じて資料を用いる。

達成目標：
経済ニュースの内容が理解でき、経済政策を評価できるほどの経済学の知識を身につける。

評価方法：
期末試験100％
経済のしくみと経済理論をよく理解している…………………………Ｓ
経済のしくみと経済理論を知っている…………………………………Ａ
経済のしくみと経済理論を知っているがあまり説明力がない………Ｂ
ところどころ間違って理解している……………………………………Ｃ
上記のレベルに達していない……………………………………………Ｄ

教科書：
伊藤元重『ゼミナール現代経済入門』日本経済新聞出版社、2011 年

参考文献：
次を挙げておくが、その他はそのつど紹介していく。
L. サロー、R. ハイルブローナー、J. ガルブレイス［1990］『現代経済学（上・下）』中村達也訳、
TBSブリタニカ。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J26101 経営学文献講読Ⅰ 2 2 山根卓二

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
価格戦略　競争戦略　ゲーム理論　エイジェン
シー理論

分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
携帯の料金にはなぜ固定部分と変動部分があるのか？身近な経済現象の裏には巧妙な戦略が隠され
ている。しかも、そうした戦略が必ずしも自分の利益だけを追求するというわけではなく、中には
共存共栄を目的として考案された戦略もある。この授業では、具体的事例を取り上げながら様々な
経営戦略を論理的に説明する力を養う。

授業の概要：
ゲーム理論やエイジェンシー理論など経済学の基礎的な理論を利用しながら、市場のしくみや産業
の構造、企業の経営戦略などを読み解く。

授業の計画：
（１）イントロダクション
（２）安売りは得なのか　　　　　　　　　　　　　薄利多売か高マージンか
（３）価格差別、二部料金制　　　　　　　　　　　鉄道・航空や携帯の料金を考える
（４）流通構造の変革　　　　　　　　　　　　　　問屋の機能について考える
（５）チェーンストアのビジネス戦略
（６）市場の機能と組織の機能　　　　　　　　　　使い分け
（７）裁定取引の役割
（８）エイジェンシー理論　　　　　　　　　　　　多様な賃金体系・契約形態
（９）モラルハザードと逆選択　　　　　　　　　　保険、中古市場、銀行の健全性について考える
（10）経営戦略を読み解くためのゲーム理論（1）　　理論の基礎
（11）経営戦略を読み解くためのゲーム理論（2）　　価格競争で疲弊する企業
（12）経営戦略を読み解くためのゲーム理論（3）　　ゲームの「繰り返し」と「協調」
（13）ポーターの競争戦略論（1）　　　　　　　　　参入障壁、交渉力
（14）ポーターの競争戦略論（2）　　　　　　　　　代替財の存在、産業内の競争
（15）まとめ

授業方法：
教科書を輪読する。読みながら分からない用語が出てきたり疑問点が生じたりしたらすぐに質問し、
意見を交換しあう。重要な箇所では、自分が読んだ箇所を自分の言葉で解説してもらう。毎回当た
る可能性があるので必ず予習しておくこと。

達成目標：
経営戦略や市場のしくみを理解し、それらを自分の言葉で説明することができるようになる。

評価方法：
期末試験100％で評価する。
経営戦略や市場のしくみをよく理解している………………………Ｓ
経営戦略や市場のしくみを知っている………………………………Ａ
経営戦略や市場のしくみを知っているがあまり説明力がない……Ｂ
ところどころ間違って理解している…………………………………Ｃ
上記のレベルに達していない…………………………………………Ｄ

教科書：
伊藤元重『ビジネス・エコノミクス』日本経済新聞社、2004 年。1,890 円

参考文献：

実験・実習・教材費：



− 86 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J26201 経営学文献講読Ⅱ 2 2 藪谷あや子

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

グローバル経営、アーキテクチュア、ナレッジ経営 分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）、グローバルな視野

授業のテーマ：
はじめて経営学を学ぶ人を対象に、経営や経営学の基本的考え方を学ぶ。卒業後も、自己啓発とキャ
リアアップのために引き続き経済・経営学を学習する方法を学ぶ。

授業の概要：
専門用語や基礎的理論を修得しながら、同時に経営学とは先進的、先導的な現場のヒトが出しあう
知恵と実践を集約する（理論化する）学問であることを知る。

授業の計画：
１．はじめて経営学を学ぶ（イントロダクション）〜教科書 17 章対応
２．経営戦略を立てる〜１章対応
３．競争優位を構築する〜２章対応
４．ネットワークで経営する〜３章対応
５．組織をデザインする〜４章対応
６．企業は文化をもっている〜５章対応
７．組織の基本的な見方を学ぶ〜６章対応
８．中間まとめ〜意見交流
９．組織として学習する〜 11 章対応
10．お金を目的としない組織を経営する〜 12 章対応
11．新しい製品やサービスを作り出す〜 13 章対応
12．企業として環境問題に取り組む〜 14 章対応
13．企業として社会的に行動する〜 15 章対応
14．起業家として行動する〜 10 章対応
15．まとめ

授業方法：
テキストを毎回一人ないし二人の報告者がレジュメを用意して報告し、全員で討議する。
日常的に新聞記事や報道番組をチェックする習慣をつける訓練の場とする。

達成目標：
授業で扱う教科書の対応する章の記述については残さず理解する。自分がビジネスマンとして上司
や顧客に意見を言う場面を想定し、主体的に学ぶ。

評価方法：
期末試験 100％で評価する
・企業経営の初歩的知識を修得し、現代における重要課題をよく理解している………Ｓ
・上記について、部分的には不十分な点があるが、ほぼ達している……………………Ａ
・上記について、不十分、不正確な点があるが、おおよそは達している………………Ｂ
・上記について、不十分、不正確な点が多い………………………………………………Ｃ
・上記について、目標の半分以下のレベルにしか達していない…………………………Ｄ

教科書：
田尾雅夫他編『はじめて経営学を学ぶ』ナカニシヤ出版、2011 年第 6刷

参考文献
『日経業界地図　2013 年版』日本経済新聞社　予価 1,050 円（税込み）
授業の中で、テーマごとに紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J25101 経営学英語文献講読Ⅰ 2 2 藪谷あや子

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
グローバル化、異文化共生、多様性、オープンマ
インド

コミュニケーション力、グローバルな視野、効果
的な社会参加

授業のテーマ：
企業がウェブサイトで発信するニュースリリース、事業案内、製品紹介、投資家関連情報など、実
際の企業活動が反映された文書を題材に、世界規模での事業展開や現在の経済動向を身近に感じる。

授業の概要：
企業の情報発信に欠かせない語彙・語法のビックアップや、文書スタイルに込められた多様な経営
戦略を解説する。必ず予習し、必ず出席し、必ず担当分を発表すること。

授業の計画：
１．２．花王
３．４．パナソニック
５．６．トヨタ
７．８．三菱電機
９．10．コマツ
11．12．ＡＮＡ
13．14．オリックス
15．　　復習と解説　またはローソン

授業方法：
受講生が順番に英文テキストを和訳した後に、内容について自分の言葉で説明する。
教師が英文についての文法上の質疑をしたうえで、内容の経営学的背景について説明する。

達成目標：
やや長文で簡潔、論理的な構文を通じて、ビジネス文章のスタイルを知る。
外国人を相手に奮闘する日本のビジネスの場のふんいきを感じとる。

評価方法：
期末試験100％で評価する
・和訳し、日本企業のグローバル化状況について自ら調べ、内容の理解度は高い。………Ｓ
・和訳し、内容の理解度はやや高い………………………………………………………………Ａ
・機械的に和訳し、内容の理解度は普通かやや低い……………………………………………Ｂ
・和訳に間違いが多く、内容の理解度は低い……………………………………………………Ｃ
・和訳することがほぼできない、内容の理解度は低い…………………………………………Ｄ

教科書：
『Styling�Corporate�Messages�世界で活躍する日本の企業』成美堂

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J25201 経営学英語文献講読Ⅱ 2 2 藪谷あや子

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
グローバル化、異文化共生、多様性、オープンマ
インド

コミュニケーション力、グローバルな視野、効果
的な社会参加

授業のテーマ：
企業がウェブサイトで発信するニュースリリース、事業案内、製品紹介、投資家関連情報など、実
際の企業活動が反映された文書を題材に、世界規模での事業展開や現在の経済動向を身近に感じる

授業の概要：
企業の情報発信に欠かせない語彙・語法のビックアップや、文書スタイルに込められた多様な経営
戦略を解説する。必ず予習し、必ず出席し、必ず担当分を発表すること。

授業の計画：
１．２．ソニー銀行
３．４．大丸
５．６．東京海上日動
７．８．三菱重工
９．10．京セラ
11．12．イオン
13．14．参天製薬
15．復習と解説　またはキッコーマン

授業方法：
受講生が順番に英文テキストを和訳した後に、内容について自分の言葉で説明する。
教師が英文についての文法上の質疑をしたうえで、内容の経営学的背景について説明する。

達成目標：
やや長文で簡潔、論理的な構文を通じて、ビジネス文章のスタイルを知る。
外国人を相手に奮闘する日本のビジネスの場のふんいきを感じとる。

評価方法：
期末試験100％で評価する
・和訳し、日本企業のグローバル化状況について自ら調べ、内容の理解度は高い。………Ｓ
・和訳し、内容の理解度はやや高い………………………………………………………………Ａ
・機械的に和訳し、内容の理解度は普通かやや低い……………………………………………Ｂ
・和訳に間違いが多く、内容の理解度は低い……………………………………………………Ｃ
・和訳することがほぼできない、内容の理解度は低い…………………………………………Ｄ

教科書：
『Styling�Corporate�Messages�世界で活躍する日本の企業』成美堂

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J28101 経営分析のための情報実習Ⅰ 2 1 奥田栄

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
Excel の基本操作、基本統計量、正規分布、区間推
定、仮説検定 分析・総合の思考力と判断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
マーケティング、ファイナンスに必要なビジネス統計の手法を Excel を操作しながら身につけてい
く。同じ量を Excel で求めるにしても、やり方は、一通りではない。様々なやり方があり、どれを
採用するかで学生の個性が出てくる。

授業の概要：
Ⅰでは、Excel の基本的な操作からはじめて、教科書の第 2章までを学習する。

授業の計画：
１．ガイダンス
２．エクセルの基本操作
３．データの取り込み
４．大量データベースの操作
５．データ分析の基礎：ヒストグラム�
６．各種平均
７．基本統計量
８．二項分布と一様分布
９．正規分布
10．標準正規分布
11．標本抽出
12．区間推定
13．帰無仮説と対立仮説
14．検定法
15．まとめ

授業方法：
テキストに沿って、講義を交えながらパソコンを操作して実習する。毎回講義の最初の 20 分くらい
を費やして、前回のまとめを兼ねて問題を配布し、指名してそれに答えさせることによって理解の
度合いを測る。

達成目標：
Excel を用いて、基本的な統計量を計算でき、確率論的にデータを捉えられるようになる。

評価方法：
毎回の提出物によって判定する。

教科書：
関　正行『Excel で経営情報を分析するビジネス統計入門』（プレジデント社、2,520 円）。

参考文献：
その都度指示するかプリントを配布する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J28201 経営分析のための情報実習Ⅱ 2 1 奥田栄

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
Excel の高度な操作、相関分析、回帰分析、時系列、
将来予測、主成分分析 分析・総合の思考力と判断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
マーケティング、ファイナンスに必要なビジネス統計の手法を Excel を操作しながら身につけてい
く。同じ量を Excel で求めるにしても、やり方は、一通りではない。最初は定義に沿ったやり方を
通じて、次にExcel に組み込まれた様々なツールを利用して分析手法を身につける。

授業の概要：
Ⅱでは、Excel のより高度な使用法を活用して、教科書の第３章から第 5章のはじめまでを学習する。

授業の計画：
１．ガイダンス
２．相関関係
３．相関分析
４．回帰分析
５．回帰分析ツール
６．重回帰分析
７．時系列分析の基礎
８．傾向線
９．FFT（高速フーリエ変換）
10．FFT（第 2回）
11．移動平均法と自己回帰モデル
12．指数平滑法
13．主成分分析の基礎
14．主成分分析の実際
15．まとめ

授業方法：
テキストに沿って、講義を交えながらパソコンを操作して実習する。毎回講義の最初の 20 分くらい
を費やして、前回のまとめを兼ねて問題を配布し、指名してそれに答えさせることによって理解の
度合いを測る。

達成目標：
Excel を用いて、基本的な統計量を計算でき、確率論的にデータを捉えられるようになる。

評価方法：
毎回の提出物によって判定する。

教科書：
関　正行『Excel で経営情報を分析するビジネス統計入門』（プレジデント社、2,520 円）。

参考文献：
その都度指示するかプリントを配布する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J20101 金融Ⅰ（金融市場） 2 2 近藤隆則

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
金融仲介　銀行の情報生産　銀行の流動性供給　
地域金融機関　優良中小企業の育成

分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　グロー
バルな視野

授業のテーマ：
金融仲介が経済社会にとっていかに重要な機能であるかをテーマとします。特に銀行の情報生産や
流動性供給が「よく機能する」ことが企業や家計の発展に結びつくことに焦点を当てます。

授業の概要：
様々な種類の金融仲介を念頭に、特に銀行の預金や貸出の経済的機能やそれを支える金融制度につ
いて学び、銀行と地域社会とのつながりや近年の銀行危機についても理解を深めます。

授業の計画：
第１回　金融仲介とは何か� 第９回　金融制度（１）
第２回　金融仲介機関の種類（１）� 第10回　金融制度（２）
第３回　金融仲介機関の種類（２）� 第11回　金融制度（３）
第４回　間接金融と銀行の役割� 第12回　東海地方の金融の特徴
第５回　銀行の二つの重要な機能� 第13回　銀行から見た優良中小企業像
第６回　銀行の貸出審査と担保� 第14回　銀行危機はなぜ起こるか
第７回　信用リスクと金利リスク� 第15回　全体の復習とまとめ
第８回　前半の復習とまとめ

授業方法：
基本的には講義形式で進め、適宜身近な話題や事例も取り入れて講義のポイントについてみんなで
考えます。

達成目標：
金融仲介と銀行の機能を正しく理解し、企業の発展や経済社会との関連に理解が及ぶこと

評価方法：
期末試験100％
金融仲介と銀行の機能および経済社会との関連を理解し具体的に説明できる……Ｓ
おおむね銀行の機能について正しく理解している……………………………………Ａ
一部説明力が不足しているが、相応に理解されてはいる……………………………Ｂ
把握が必ずしも十分ではないものの、最低限の理解はしている……………………Ｃ
上記水準に達していない…………………………………………………………………Ｄ

教科書：
なし

参考文献：
戸谷圭子『イラスト図解　銀行のしくみ』日本実業出版社（1,650 円）
花輪俊哉・小川英治・三隅隆司『はじめての金融経済』東洋経済新報社（3,300 円）の第 5章、第 6章

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J20201 商業簿記Ⅰ 2 2 磯貝明

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
資格取得、日商簿記検定 2級、情報処理能力、経
済知識 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
企業が営利を追及していく組織である以上、そこには必ず会計が存在している。将来、企業に就職
しようと考えている学生にとって会計の知識は必要不可欠である。とりわけ簿記は、会計学の学習
において基本となるものであり、企業情報を分析するうえでも重要となる。本講義は「基礎簿記」
を履修した学生を対象として、経営分析の基礎となる高度な簿記技術を習得することを目的として
おり、日商簿記検定２級合格を目指していく。

授業の概要：
日商簿記検定２級合格を目指した講義を行う。今年度は商業簿記について解説し、日商簿記検定２
級受験対策テキストを用いて、基本事項の解説と演習問題も含めた実践的な講義を行ない、問題の
解法について解説する。

授業の計画：
１．オリエンテーション
２．簿記一巡の手続きと財務諸表
３．現金預金取引
４．有価証券取引
５．債権・債務取引
６．手形取引（１）
７．手形取引（２）
８．引当金取引
９．商品売買取引（１）
10．商品売買取引（２）
11．特殊商品売買取引（１）
12．特殊商品売買取引（２）
13．固定資産取引
14．損益取引（１）
15．損益取引（２）

授業方法：
テキストにしたがい、各項目の内容を詳細に解説し、例題を用いて問題の解法を説明する。
また、理解を深めるために、テキストの演習問題・ワークブックを使って実際に問題を解いていく。

達成目標：
日商簿記検定 2級取得

評価方法：
試験 100％

教科書：
渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著『新検定簿記講義　2級商業簿記』中央経済社�￥735
渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著『新検定簿記ワークブック　2級商業簿記』中央経済社�￥735

参考文献：
開講時および必要に応じて適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J20301 工業簿記Ⅰ 2 2 磯貝明

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
資格取得、日商簿記検定 2級、情報処理能力、ビ
ジネススキル 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
企業が営利を追及していく組織である以上、そこには必ず会計が存在している。将来、企業に就職
しようと考えている学生にとって会計の知識は必要不可欠である。とりわけ簿記は、会計学の学習
において基本となるものであり、企業情報を分析するうえでも重要となる。本講義は「基礎簿記」
を履修した学生を対象として、高度な簿記技術を習得することを目的としており、日商簿記検定２
級合格を目指していく。

授業の概要：
日商簿記検定 2級合格を目指した講義を行う。今年度は工業簿記について解説し、日商簿記検定 2
級受験対策テキストを用いて、基本事項の解説と演習問題も含めた実践的な講義を行ない、問題の
解法について解説する。

授業の計画：
１．オリエンテーション、受講上の注意点
２．工業簿記の基本
３．工業簿記上の費用
４．原価計算
５．工業簿記の構造
６．費目別計算（材料費）
７．費目別計算（労務費）
８．費目別計算（経費）
９．財務諸表と製造原価報告書（１）
10．財務諸表と製造原価報告書（２）
11．単純個別原価計算（１．実際配賦）
12．単純個別原価計算（２．予定配賦）
13．単純個別原価計算（３．その他）
14．部門別個別原価計算（１）
15．部門別個別原価計算（２）

授業方法：
テキストにしたがい、各項目の内容を詳細に解説し、例題を用いて問題の解法を説明する。
また、受講者の理解を深めるために、テキストの練習問題を使って実際に問題を解いていく。
また適宜、プリントを配布して解説する。

達成目標：
日商簿記検定 2級取得

評価方法：
試験 100％

教科書：
榊原正幸・瀧博『工業簿記入門』税務経理協会�￥2,940
岡本清・廣本敏郎編著『新検定簿記ワークブック　2級工業簿記』中央経済社�￥735

参考文献：
開講時および必要に応じて適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J20401 証券市場Ⅰ 2 2 近藤隆則

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
リスク・リターン　発行市場と流通市場　分散投
資　市場ポートフォリオ

分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　グロー
バルな視野

授業のテーマ：
投資家の観点から証券市場の役割や証券投資の基本的な考え方を身に付けることをテーマとします。

授業の概要：
株式市場をはじめ様々な証券市場の機能を学ぶとともに、証券投資に必要なリスク・リターンの関
係や価格決定の理論、分散投資の考え方を身に付け、証券バブルが発生する理由についても触れます。

授業の計画：
第１回　直接金融と証券市場の役割� 第９回　分散投資の重要性（１）
第２回　リスクとリターンの関係を理解する� 第10回　分散投資の重要性（２）
第３回　株式市場とはどんな所か� 第11回　株価はどう決まるか（１）
第４回　債券市場とはどんな所か� 第12回　株価はどう決まるか（２）
第５回　投資信託の役割� 第13回　証券市場の効率性
第６回　市場の多様化（１）� 第14回　証券バブルはなぜ起きるか
第７回　市場の多様化（２）� 第15回　全体の復習とまとめ
第８回　前半の復習とまとめ

授業方法：
基本的には講義形式で進め、適宜身近な話題や事例も取り入れて講義のポイントについてみんなで
考えます。

達成目標：
投資のリスク・リターンの関係や分散投資の意味、証券価格の決定メカニズムを正しく理解するこ
と

評価方法：
期末試験100％
証券投資の基礎的概念や分散投資の意味を理解し具体的に説明できる……Ｓ
おおむね証券投資の基礎知識を正しく身に付けている………………………Ａ
一部説明力が不足しているが、相応に理解されてはいる……………………Ｂ
把握が必ずしも十分ではないものの、最低限の理解はしている……………Ｃ
上記水準に達していない…………………………………………………………Ｄ

教科書：
なし

参考文献：
釜江廣志『入門証券市場論（第 3版）』有斐閣（2,415 円）
花輪俊哉・小川英治・三隅隆司『はじめての金融経済』東洋経済新報社（3,300 円）の第 3章

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J23101 財政Ⅰ 2 2 藪谷あや子

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
持続可能な財政、少子高齢化　社会保障と税の一
体改革

分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、グロー
バルな視野

授業のテーマ：
（「財政Ⅰ」「財政Ⅱ」はあわせて履修することが望ましい。）はじめて財政学を学ぶ人を対象に、財
政や財政学の基本的考え方を学ぶ。

授業の概要：
専門用語や基礎的理論を修得する。財政学とは、国民に、憲法に定められた健康で文化的な生活を
保障するための税制（入）と予算配分（出）のあり方をセットで国民に示し、民主主義的な社会的
合意を得て、実施する営みであることを理解する。

授業の計画：
１．　　イントロダクション
２．３．日本の財政制度
４．５．租税制度
６．　　中間まとめ
７．８　財政運営
９．10．地方財政
11．12．消費税
13．　　少子高齢化・人口問題
14．　　法人税
15．　　まとめ

達成目標：
財政の専門用語と基本的な仕組みや制度についての知識を修得する。基礎的な経済財政統計の種類
と目的を知る。日本の国家財政と地方財政のそれぞれの課題と両者のあり方（中央集権や地方分権等）
について理解する。

授業方法：
テキストを軸に講義するが、新聞記事、行政の統計データを活用する。

評価方法：
期末試験100％で評価する
・財政制度の初歩的知識を修得し、現代における重要課題をよく理解している………Ｓ
・上記について、部分的には不十分な点があるが、ほぼ達している……………………Ａ
・上記について、不十分、不正確な点があるが、おおよそは達している………………Ｂ
・上記について、不十分、不正確な点が多い………………………………………………Ｃ
・上記について、目標の半分以下のレベルにしか達していない…………………………Ｄ
試験（レポートを含む）60％、　積極的・主体的な授業参加態度40％

教科書：
釣　雅雄・宮崎智視『グラフィック　財政学』新世社、2009 年

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J23201 マクロ経済学Ⅰ 2 2 山根卓二

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
国民経済計算　国内総生産（GDP）国民所得　財
市場

分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
金融・証券関係に就職を希望する者は、個々の企業や金融機関のしくみはもちろんのこと、経済全
体のしくみも学んでおく必要がある。また、マクロ経済学は「国税専門官」やその他多くの公務員
試験において出題される分野である。この授業では、試験対策も一つのテーマとしている。また、
この授業では、マクロ経済学の平易な入門書を理解することで、われわれが現在どのような経済の
中で生活しているのかを理解する。

授業の概要：
われわれの経済社会がどのような部分から成り立ち、それらがどのように関係し合っているかを、
教科書の中に出てくる専門用語や理論を一つ一つ理解しながら習得する。

授業の計画：
（１）イントロダクション
（２）経済学の効率的勉強法
（３）グラフの読み方
（４）国民所得の諸概念（1）
（５）国民所得の諸概念（2）
（６）三面等価の原則
（７）物価の計算
（８）45 度線分析への準備（1）
（９）45 度線分析への準備（2）
（10）国民所得の決定　　45 度線分析（1）　財市場の均衡
（11）国民所得の決定　　45 度線分析（2）　財市場の均衡の安定性
（12）国民所得の決定　　45 度線分析（3）　投資乗数
（13）国民所得の決定　　45 度線分析（4）　政府支出乗数
（14）国民所得の決定　　45 度線分析（5）　租税乗数
（15）まとめ

授業方法：
教科書にしたがって解説し、適宜問題演習を行う。理解度を確認するために数回小テスト（評価に
は含まれない）を行う。

達成目標：
マクロ経済学の演習問題を解くことができる。経済現象や経済政策の意味を理解できる。

評価方法：
期末試験100％により評価する。
経済現象や経済政策の意味をほぼ完璧に理解している……………Ｓ
経済現象や経済政策の意味を理解している…………………………Ａ
経済現象や経済政策の意味を理解しているが問題を解けない……Ｂ
ところどころ間違って理解している…………………………………Ｃ
上記のレベルに達していない…………………………………………Ｄ

教科書：
石川秀樹『新経済学入門塾 I　マクロ編』中央経済社、2012 年（2,200 円＋税）

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J20601 金融Ⅱ（金融理論と政策） 2 2 近藤隆則

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
信用創造　資金循環　インフレとデフレ　円高・
円安　国際通貨危機

分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　グロー
バルな視野

授業のテーマ：
一国の資金循環やインフレ・デフレがどういう意味を持つのか、また国際的な金融取引がどのよう
に行われるかをテーマとします。

授業の概要：
前半は一国経済の資金の流れを理解し、インフレ・デフレの意味や中央銀行の金融政策の役割を学
びます。後半は国際的な金融取引、為替相場の決定要因を学び、近年の国際通貨危機にも触れます。

授業の計画：
第１回　貨幣の役割� 第９回　前半の復習とまとめ
第２回　貨幣の需要・供給� 第10回　国際金融の二つのポイント
第３回　信用創造とマネーサプライ� 第11回　為替相場はどう決まるか
第４回　資金循環� 第12回　グローバル化とは何か
第５回　財政と資金循環� 第13回　二つの金融危機を比較する
第６回　金融政策（１）� 第14回　金融危機の世界史と教訓
第７回　金融政策（２）� 第15回　全体の復習とまとめ
第８回　金融政策（３）

授業方法：
基本的には講義形式で進め、適宜身近な話題や事例も取り入れて講義のポイントについてみんなで
考えます。

達成目標：
インフレ・デフレの意味や為替相場の意味を正しく理解し、一国の資金循環や国際金融についての
基礎知識を身に付けること

評価方法：
期末試験 100％
物価や為替相場の意味を正しく理解し具体的に説明できる…………Ｓ
物価や為替相場についておおむね正しく理解している………………Ａ
一部説明力が不足しているが、相応に理解されてはいる……………Ｂ
把握が必ずしも十分ではないものの、最低限の理解はしている……Ｃ
上記水準に達していない…………………………………………………Ｄ

教科書：
なし

参考文献：
花輪俊哉・小川英治・三隅隆司『はじめての金融経済』東洋経済新報社（3,300 円）の 1，2，7，8章

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J20701 商業簿記Ⅱ 2 2 磯貝明

期間 曜日 時限  備考：
後期 金 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
資格取得、日商簿記検定 2級、情報処理能力、経
済知識 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：　
企業が営利を追及していく組織である以上、そこには必ず会計が存在している。将来、企業に就職
しようと考えている学生にとって会計の知識は必要不可欠である。とりわけ簿記は、会計学の学習
において基本となるものであり、企業情報を分析するうえでも重要となる。本講義は「基礎簿記」
および「商業簿記Ⅰ」を履修した学生を対象として、高度な簿記技術を習得することを目的として
おり、日商簿記検定２級合格を目指していく。

授業の概要：
日商簿記検定 2級合格を目指した講義を行う。今年度は商業簿記について解説し、日商簿記検定 2
級受験対策テキストを用いて、基本事項の解説と演習問題も含めた実践的な講義を行ない、問題の
解法について解説する。

授業の計画：
１．株式会社会計（１）
２．株式会社会計（２）
３．株式会社会計（３）
４．株式会社会計（４）
５．税金
６．決算（１）
７．決算（２）
８．決算（３）
９．本支店会計（１）
10．本支店会計（２）
11．本支店会計（３）
12．帳簿組織（１）
13．帳簿組織（２）
14．帳簿組織（３）
15．日商簿記検定試験の出題傾向分析と問題の解法

授業方法：　
テキストにしたがい、各項目の内容を詳細に解説し、例題を用いて問題の解法を説明する。
また、理解を深めるために、テキストの演習問題・ワークブックを使って実際に問題を解いていく。

達成目標：
日商簿記検定 2級取得

評価方法：
試験 100％

教科書：
渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著『新検定簿記講義　2級商業簿記』中央経済社�￥735
渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著『新検定簿記ワークブック　2級商業簿記』中央経済社�￥735

参考文献：
開講時および必要に応じて適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J20801 工業簿記Ⅱ 2 2 磯貝明

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
資格取得、日商簿記検定 2級、情報処理能力、ビ
ジネススキル 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
企業が営利を追及していく組織である以上、そこには必ず会計が存在している。将来、企業に就職
しようと考えている学生にとって会計の知識は必要不可欠である。とりわけ簿記は、会計学の学習
において基本となるものであり、企業情報を分析するうえでも重要となる。本講義は「基礎簿記」
および「工業簿記Ⅰ」を履修した学生を対象として、高度な簿記技術を習得することを目的とする
ものであり、日商簿記検定２級合格を目指していく。

授業の概要：
日商簿記検定 2級合格を目指した講義を行う。今年度は工業簿記について解説し、日商簿記検定 2
級受験対策テキストを用いて、基本事項の解説と演習問題も含めた実践的な講義を行ない、問題の
解法について解説する。

授業の計画：
１．単純総合原価計算（１）
２．単純総合原価計算（２）
３．等級別総合原価計算
４．組別総合原価計算
５．仕損・減損の処理（１）
６．仕損・減損の処理（２）
７．工程別総合原価計算（１）
８．工程別総合原価計算（２）
９．標準原価計算（１）
10．標準原価計算（２）
11．直接原価計算
12．原価・営業量・利益関係の分析（１）
13．原価・営業量・利益関係の分析（２）
14．原価予測
15．工場会計の独立

授業方法：
テキストにしたがい、各項目の内容を詳細に解説し、例題を用いて問題の解法を説明する。
また、受講者の理解を深めるために、テキストの練習問題を使って実際に問題を解いていく。
また適宜、プリントを配布して解説する。

達成目標：
日商簿記検定 2級取得

評価方法：
試験 100％

教科書：
榊原正幸・瀧博『工業簿記入門』税務経理協会、￥2,940
岡本清・廣本敏郎編著『新検定簿記ワークブック　2級工業簿記』中央経済社�￥735

参考文献：
開講時および必要に応じて適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J20901 証券市場Ⅱ 2 2 近藤隆則

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
資本コスト　コーポレート・ガバナンス　新規株
式公開（ＩＰＯ）　合併・買収（Ｍ＆Ａ）

分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　グロー
バルな視野

授業のテーマ：
企業の金融行動について、基本的な考え方と実際の発展段階をたどることをテーマにします。

授業の概要：
企業がどのように資金調達方法を選択し、投資規模や内容を意思決定するかといった金融行動の基
本を学んだ後、企業の統治に関する諸問題や企業の各発展段階における金融行動について触れます。

授業の計画：
第１回　企業はどう資金調達するか（１）� 第９回　企業は誰のものか
第２回　企業はどう資金調達するか（２）� 第 10 回　企業は誰のためにあるか
第３回　企業はどう資金調達するか（３）� 第 11 回　企業は誰に統治されているか
第４回　企業はどう投資を決定するか（１）� 第 12 回　ベンチャー企業と株式公開
第５回　企業はどう投資を決定するか（２）� 第 13 回　M&Aと企業再編
第６回　企業はどう投資を決定するか（３）� 第 14 回　倒産処理と企業再生
第７回　企業はどう利益を配分するか� 第 15 回　全体の復習とまとめ
第８回　前半の復習とまとめ

授業方法：
基本的には講義形式で進め、適宜身近な話題や事例も取り入れて講義のポイントについてみんなで
考えます。

達成目標：
企業金融の基礎的な概念や企業の各発展段階における金融行動を正しく理解すること

評価方法：
期末試験 100％
企業の資金調達や投資行動についての基本的な考え方を理解し具体的に説明できる……Ｓ
おおむね企業金融の基礎概念について正しく理解している…………………………………Ａ
一部説明力が不足しているが、相応に理解されてはいる……………………………………Ｂ
把握が必ずしも十分ではないものの、最低限の理解はしている……………………………Ｃ
上記水準に達していない…………………………………………………………………………Ｄ

教科書：
なし

参考文献：
米澤康博・小西大・芹田敏夫『新しい企業金融』有斐閣（1,995 円）
花輪俊哉・小川英治・三隅隆司『はじめての金融経済』東洋経済新報社（3,300 円）の第 4章

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J23301 財政Ⅱ 2 2 藪谷あや子

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
持続可能な財政、少子高齢化　社会保障と税の一
体改革

分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、グロー
バルな視野

授業のテーマ：
（「財政Ⅰ」「財政Ⅱ」はあわせて履修することが望ましい。）はじめて財政学を学ぶ人を対象に、政
府介入の基礎理論と財政政策の機能と実際について学ぶ。

授業の概要：
専門用語、基礎的理論、政策についての知識を学習する。実際の日本経済の状況や経済政策の動向
をふまえて、現実の経済と財政の仕組みとの関わり、経済政策の効果をスムーズに理解する。

授業の計画：
１．　　イントロダクション
２．３．政府介入の基礎理論①
４．５．政府介入の基礎理論②
６．　　中間まとめ
７．８．租税理論
９．10．日本財政の変化
11．12．所得配分政策
13．　　マクロ経済政策
14．　　財政と金融
15．　　まとめ

達成目標：
政策に関する専門用語と基本的な制度についての知識を修得する。財政に関する新聞記事を読み、
自分の言葉で解説できるようになる。

授業方法：
テキストを軸に講義するが、新聞・雑誌記事を資料として活用する。

評価方法：
期末試験 100％で評価する
・財政理論と政策の初歩的知識を修得し、重要課題をよく理解している………Ｓ
・上記について、部分的には不十分な点があるが、ほぼ達している……………Ａ
・上記について、不十分、不正確な点があるが、おおよそは達している………Ｂ
・上記について、不十分、不正確な点が多い………………………………………Ｃ
・上記について、目標の半分以下のレベルにしか達していない…………………Ｄ

教科書：
釣　雅雄・宮崎智視『グラフィック　財政学』新世社、2009 年

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J23401 マクロ経済学Ⅱ 2 2 山根卓二

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

貨幣市場、利子率、金融政策、投資の理論 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
金融・証券関係に就職を希望する者は、個々の企業や金融機関のしくみはもちろんのこと、経済全
体のしくみも学んでおく必要がある。また、マクロ経済学は「国税専門官」やその他多くの公務員
試験において出題される分野である。この授業では、試験対策も一つのテーマとしている。また、
この授業では、マクロ経済学の平易な入門書を理解することで、われわれが現在どのような経済の
中で生活しているのかを理解する。

授業の概要：
われわれの経済社会がどのような部分から成り立ち、それらがどのように関係し合っているかを、
教科書の中に出てくる専門用語や理論を一つ一つ理解しながら習得する。マクロ経済学 I を既に受
講していることが望ましい。

授業の計画：
（１）イントロダクション
（２）ケインズの利子論への準備
（３）ケインズ派の利子理論　　流動性選好理論（1）
（４）ケインズ派の利子理論　　流動性選好理論（2）
（５）投資の理論　　ケインズの限界効率理論（1）
（６）投資の理論　　ケインズの限界効率理論（2）
（７）金融政策（1）
（８）金融政策（2）
（９）金融政策（3）
（10）財市場の分析　　　IS 曲線（1）
（11）財市場の分析　　　IS 曲線（2）
（12）貨幣市場の分析　　LM曲線（1）
（13）貨幣市場の分析　　LM曲線（2）
（14）財市場と貨幣市場の同時分析
（15）まとめ

授業方法：
教科書にしたがって解説し、適宜問題演習を行う。理解度を確認するために数回小テスト（評価に
は含まれない）を行う。

達成目標：
マクロ経済学の演習問題を解くことができる。経済現象や経済政策の意味を理解できる。

評価方法：
期末試験 100％で評価する。
　経済現象や経済政策の意味をほぼ完璧に理解している……………Ｓ
　経済現象や経済政策の意味を理解している…………………………Ａ
　経済現象や経済政策の意味を理解しているが問題を解けない……Ｂ
　ところどころ間違って理解している…………………………………Ｃ
　上記のレベルに達していない…………………………………………Ｄ

教科書：
石川秀樹『新経済学入門塾 I　マクロ編』中央経済社、2012 年（2200 円＋税）

参考文献：

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J20501 経営分析演習Ⅰ 2 2 磯貝明

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
企業研究、情報処理能力、ビジネススキル、経済
知識 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
企業には必ず会計が存在しており、将来、企業に就職しようと考えている学生にとって会計の知識
は必要不可欠である。とりわけ「企業を見る目」は、就職活動においても大変強力なツールとなる
ことであろう。この演習では、現実の企業のデータによって財務内容を中心にした分析・報告を行い、
企業情報を分析する能力を習得し、「企業を見る目」を養うことを目的とする。企業分析の知識は就
職活動において、企業の選択や面接時に大いに役立つと思われる。

授業の概要：
企業の経営分析の方法を解説し、実際に各自が分析を行う。分析対象とする企業を選択する際には、
就職を希望する業種などを選択し、選択した企業や業種についての詳細な知識を習得する。また、
受講生の経済への興味・関心を喚起するため、必要に応じて最近の話題や実例を提供していく。

授業の計画：
１．オリエンテーション
２．会計制度と情報開示
３．有価証券報告書の概要・情報収集
４．概況・沿革の分析
５．役員・大株主・従業員の状況
６．連結財務諸表と個別財務諸表
７．企業集団の分析
８．財務諸表分析の概要
９．財務諸表分析の実践
10．収益性分析（１）
11．収益性分析（２）
12．収益性分析（３）
13．安全性分析（１）
14．安全性分析（２）
15．安全性分析（３）

授業方法：
企業の経営分析に関する技法の解説を行った後、各自が選択した企業のデータを用いて、実際に
分析を行う。その後、相互の分析結果を比較していく。

達成目標：
企業分析・財務諸表分析手法の習得、就職希望企業・業種の情報収集、経済知識の習得

評価方法：
試験 100％

教科書：
政岡光宏編著　『初めて学ぶ財務諸表分析（改訂版）』同文舘出版　2010 年、¥1,890
受講生が選択した企業の有価証券報告書（EDINETより無料でダウンロード・印刷）
配布プリント

参考文献：
開講時および必要に応じて適宜紹介する。

実験・実習・教材費
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

J21001 経営分析演習Ⅱ 2 2 磯貝明

期間 曜日 時限  備考：
後期 金 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
企業研究、情報処理能力、ビジネススキル、経済
知識 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：　
企業には必ず会計が存在しており、将来、企業に就職しようと考えている学生にとって会計の知識
は必要不可欠である。とりわけ「企業を見る目」は、就職活動においても大変強力なツールとなる
ことであろう。この演習では、現実の企業のデータによって財務内容を中心にした分析・報告を行い、
企業情報を分析する能力を習得し、「企業を見る目」を養うことを目的とする。企業分析の知識は就
職活動において、企業の選択や面接時に大いに役立つと思われる。

授業の概要：
企業の経営分析の方法を解説し、実際に各自が分析を行う。分析対象とする企業を選択する際には、
就職を希望する業種などを選択し、選択した企業や業種についての詳細な知識を習得する。また、
受講生の経済への興味・関心を喚起するため、必要に応じて最近の話題や実例を提供していく。

授業の計画：　
１．キャッシュフロー計算書分析（１）
２．キャッシュフロー計算書分析（２）
３．株価と会計情報（１）
４．株価と会計情報（２）
５．ケーススタディ
６．ケーススタディ
７．分析結果報告・発表・討議（１）
８．分析結果報告・発表・討議（２）
９．分析結果報告・発表・討議（３）
10．分析結果報告・発表・討議（４）
11．分析結果報告・発表・討議（５）
12．分析結果報告・発表・討議（６）
13．分析結果報告・発表・討議（７）
14．分析結果報告・発表・討議（８）
15．レポート指導

授業方法：
企業の経営分析に関する技法の解説を行った後、各自が選択した企業のデータを用いて、実際に分
析を行う。その後、分析結果を報告し、相互の分析結果を比較考察していく。

達成目標：
企業分析・財務諸表分析手法の習得、就職希望企業・業種の情報収集、経済知識の習得

評価方法：
レポート 100％

教科書：
政岡光宏編著　『初めて学ぶ財務諸表分析（改訂版）』同文舘出版　2010 年、¥1,890
受講生が選択した企業の有価証券報告書（EDINETより無料でダウンロード・印刷）
配布プリント

参考文献：
開講時および必要に応じて適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K10101 心理学概論Ⅰ １・２ 2 芳賀康朗

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

感覚・知覚，学習・記憶，動機づけ，情動 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
「心理学は心と行動を研究する科学である」という立場から心理現象を理解するとともに，心理学の
基礎的な知識を身につける。

授業の概要：
心理学の歴史と研究方法について概観し，実験心理学の立場から人間の基本的な心的機能である，
感覚・知覚，学習・記憶，動機づけ，情動について解説する。

授業の計画：
第１回� 心理学の研究対象
第２回� 心理学の歴史と研究方法①
第３回� 心理学の歴史と研究方法②
第４回� 心的過程の生理学的基礎
第５回� 感覚・知覚①（感覚の種類）
第６回� 感覚・知覚②（知覚の体制化）
第７回� 感覚・知覚③（空間と運動の知覚）
第８回� 感覚・知覚④（知覚の恒常性）
第９回� 学習・記憶①（行動の分類）
第10回� 学習・記憶②（条件づけ）
第11回� 学習・記憶③（社会的学習）
第12回� 学習・記憶④（記憶の分類）
第13回� 学習・記憶⑤（記憶の忘却）
第14回� 動機づけと情動①（動機の分類）
第15回� 動機づけと情動②（情動の機能）

授業方法：
教科書と配布資料の内容に沿って進めていく。内容と関連した映像資料も補助的に用いる。授業内
容と関連した課題の提出を求めることもある。授業の進行を妨げる行為（私語や飲食）はもちろん，
授業開始 20 分以降の遅刻は厳禁とする。

達成目標：
心理学の基礎知識を身につけ，科学的視点から日常的な心理現象を考察できる力を身につける。

評価方法：
出席回数の基準（全授業回数の３分の２以上の出席）をクリアしていることを前提とし，定期試験
の結果によって評価する。

教科書：
梅本・大山・岡本�共著　『コンパクト新心理学ライブラリ 1�心理学』�サイエンス社�1,418 円

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K10201 心理学概論Ⅱ １・２ 2 三後美紀

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
パーソナリティ，発達と成長，社会と対人関係，
適応と臨床 分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
心理学の基礎知識を身につけ，さらに，日常生活におけるさまざまな事象を心理学的な視点で捉え
ようとする思考力を獲得することを目的とします。

授業の概要：
人と人とのかかわりに着目しながら，性格心理学，発達心理学，社会心理学，臨床心理学における
心理学の知見を紹介します。

授業の計画：
１）ガイダンス
２）パーソナリティ（心のなりたち）
３）パーソナリティ（類型論と特性論）
４）パーソナリティ（無意識・防衛機制）
５）発達と成長（発達の原理）
６）発達と成長（思考の発達）
７）発達と成長（ライフサイクル）
８）社会と対人関係（自己の形成・自己開示）
９）社会と対人関係（対人認知）
10）社会と対人関係（態度変容）
11）社会と対人関係（集団のダイナミクス）
12）社会と対人関係（リーダーシップ）
13）適応と臨床（ストレスと対処）
14）適応と臨床（さまざまな心理療法）
15）まとめ

授業方法：
講義を中心に，適宜，プリントや映像資料を使いながら進めます。受講生の内容理解の確認と知的
関心の共有のため，講義中に小レポートの提出を求めることがあります。

達成目標：
われわれの身近にある事象を心理学的に捉えた知見を学ぶことで，分析 ･総合の思考力と判断力の
基礎を学生自身が身につけます。

評価方法：
期末試験（100%）

教科書：
なし

参考文献：
齊藤　勇　『イラストレート心理学入門』　誠信書房　1,575 円
大坊郁夫・安藤清志　『社会の中の人間理解』　ナカニシヤ出版　1,995 円
その他，授業中に紹介します

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K10301 臨床心理学Ⅰ １・２ 2 髙橋昇

期間 曜日 時限  備考：
後期 金 １

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

心理アセスメント、心理療法、社会とのかかわり 分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）

授業のテーマ：
臨床心理学の概論を学んでいきます。今期は人の心に対する接近法として、まずその基礎となる心
の発達段階の問題を考え、人間に対する理解を深めながら心理アセスメントの問題に足を踏み入れ
ます。健常人の心のあり方を土台として、心病む人に対するかかわりは精神病理や心理的防衛機制
に対する専門的な知識や技法が必要であり、その初歩段階としての多種多様な技法の概略を学んで
いくことを目的とします。

授業の概要：
この授業では、まず前期に続いて発達段階のまとめから、臨床アセスメントとは何かについて学び、
心理検査の概説を行っていきます。そして次に「カウンセリングや心理療法についての理解をテキ
ストに沿って概説します。そこからパーソナリティーや心のあり方についての接近法を学び、基礎
的な知識や理解を促し、臨床心理学的な見方を考えていきます。

授業の計画：
１．　　オリエンテーション
２〜７．エリクソンの発達段階前期
８．　　復習
９．　　障害者の問題
10〜11．エリクソンの発達段階後期
12．　　心理アセスメントとは何か
13．　　心理テストについて
14．　　心理療法への方向性
15．　　まとめ

授業方法：
テキストに基づいて、購読しながらそれに沿って進めていきます。資料を配付したり、ＤＶＤを見
ていただいて、感想を書いてもらうこともあります。そしてその時々のテーマについて、身近な例
を考えながら体得できるように考えていきます。

達成目標：
心理アセスメントと心理療法についての基本的な概念と用語を学び、その概略をつかむこと。

評価方法：
定期試験によって評価する

教科書：
『はじめての臨床心理学』　森谷寛之・竹松志乃編著　北樹出版　2,500 円＋税

参考文献：
授業中に紹介します。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K10401 教育心理学Ⅰ １・２ 2 坪井裕子

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

教育　学校　学習　発達 分析 ･総合の思考力と判断力，問題解決力，価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
教育の営みに含まれる要因は、対象としての幼児・児童・生徒、働きかけるものとしての教師、両
者の関係を通して起こってくる成長、学習、教授等の事象です。これらを理解するための教育心理
学の基礎的な事柄について学びます。

授業の概要：
学校における適応の問題や発達障害などの基礎的な事柄について学びます。

授業の計画：
１．オリエンテーション・教育心理学の概要
２．教師と児童・生徒
３．学校適応（１）
４．学校適応（２）
５．学校適応（３）
６．発達障害（１）概要
７．発達障害（２）知的障害
８．発達障害（３）広汎性発達障害
９．発達障害（４）学習障害・AD/HD
10．発達障害児への支援（１）
11．発達障害児への支援（２）
12．教育評価（１）
13．教育評価（２）
14．教育評価（３）
15．後期のまとめ

授業方法：
基本的には講義を中心に行います。必要に応じて、視聴覚教材を用います。教育に関するトピック
スがあれば、発表することが求められる場合もあります。

達成目標：
教育現場で起こるさまざまな問題を検討することによって、教育についての考えを深め、基本的な
知識を習得することを目標とします。

評価方法：
期末試験（100％）によって評価します。
基本的な知識のみならず様々な角度から教育の問題について十分に理解している・・・・・Ｓ
基本的な知識のみならず教育の問題についてかなり理解している・・・・・・・・・・・・Ａ
基本的な知識は習得しているが教育の問題についての理解はやや不十分・・・・・・・・・Ｂ
基本的な最低限の知識は習得している・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Cのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
西村純一 ･井森澄江編『教育心理学エッセンシャルズ』第 2版（ナカニシヤ出版／ 2,200 円＋税）

参考文献：
授業の中で提示します。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K10501 心理学研究法Ⅰ １・２ 2 芳賀・三後

期間 曜日 時限  備考：
後期 金 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

現代社会　こころ　心理学 コミュニケーション力　分析・総合の思考力と判
断力　問題解決力

授業のテーマ：
われわれは日常生活において心に関係するさまざまな現象や問題に遭遇している。この授業では，
それらの現象や問題を扱った心理学の代表的な研究を紹介し，心理学という学問がいかなる方法を
用いて心にアプローチしていくのかについて考えていく。

授業の概要：
前半は，主に実験心理学の立場から，知覚，認知，生理，心の進化といった問題を扱った研究を紹介し，
心に対する科学的アプローチの実際を理解する。後半は，発達，社会，動機づけ，臨床，キャリア
発達などの分野におけるさまざまな研究を概観し，代表的な心理学研究法について理解を深める。

授業の計画：
第１回　心とは何か？
第２回　眼は心の窓にすぎない
第３回　考えることの不思議
第４回　心と身体の関係
第５回　ヒトの心と動物の心①
第６回　ヒトの心と動物の心②
第７回　ロボットに心はあるか？①
第８回　ロボットに心はあるか？②
第９回　私たちの心の成長とは
第10回　「出会い」と「かかわりあい」の心理学
第11回　「迷惑」と「共感」の心理学
第12回　「やる気」の心理学
第13回　「心の健康」と心理学
第14回　「キャリア」をデザインする心理学
第15回　心理学の学びを活かすには
�

授業方法：
各回のテーマについてプリント資料や映像資料を用いながら説明し，その後に意見発表や討論を行
う。そしてそれらの内容についてレポートを提出してもらうことも予定している。

達成目標：
大学で心理学を専門的に学ぶために必要な問題意識と基礎知識，専門的な立場から心の問題に取り
組むための実践力の基礎を身につける。

評価方法：
出席回数の基準（全授業回数の３分の２以上の出席）をクリアしていることを前提とし，定期試験
の結果によって評価する。

教科書：
なし

参考文献：
海保博之著　『心理学ってどんなもの�』　岩波ジュニア新書 427　740 円
藤本忠明・東正訓　編著　『ワークショップ大学生活の心理学』　ナカニシヤ出版　2,000 円＋税

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K10601 心理統計法Ⅰ １・２ 2 芳賀・坂本

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
心理統計法，計算技能，基礎統計量の算出，デー
タ分析 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

 授業のテーマ：
実験，調査，検査といった研究手法を駆使する際には，計測するデータの特性を理解し，得られたデー
タを処理・分析する能力が不可欠となる。この授業ではそうした心理統計の基本的技能を身につけ，
心理現象を科学的な視点から捉える姿勢を身につけることを目的とする。

授業の概要：
２年次以降の実習に臨むにあたって必要となるデータ処理技能を身につけるために，計算を中心と
した練習課題を毎時間行う。また受講者各自が習得度を確認するための小テストを実施する。

授業の計画：
第１回　ガイダンス
第２回　計算技能の基礎①（計算の基礎）
第３回　計算技能の基礎②（計算の基礎）
第４回　計算技能の基礎③（比率と割合）
第５回　計算技能の基礎④（関数の基礎）
第６回　まとめの小テスト
第７回　計算技能の基礎⑤（平方根の計算）
第８回　計算技能の基礎⑥（指数と対数）
第９回　計算技能の基礎⑦（関数とグラフ）
第10回　計算技能の基礎⑧（確率の計算）
第11回　まとめの小テスト
第12回　データ分析の基礎①（代表値）
第13回　データ分析の基礎②（データ分布）
第14回　データ分析の基礎③（相関関係）
第15回　データ分析の基礎④（仮説検証）

授業方法：
配布プリントに沿った解説と課題を中心に進めていく。授業外での課題（宿題）を課すこともある。
授業の進行を妨げる行為（私語や飲食）はもちろん，授業開始 20 分以降の遅刻は厳禁とする。配布
したプリントは毎時間携行すること。

達成目標：
関数電卓を使用して正確に計算ができるようになる。提示された数値データや図表データの特徴を
読み取ることができるようになる。心理統計の基礎用語について理解できるようになる。

評価方法：
出席回数の基準（全授業回数の３分の２以上の出席）をクリアしていることを前提とし，定期試験
の結果によって評価する。

教科書：
なし

参考文献：
田中・山際�共著　『ユーザーのための教育・心理統計と実験計画法』　教育出版　3,045 円
鵜沼・長谷川�共著　『はじめての心理統計法』　東京図書　2,625 円
大山ら�共著　『コンパクト新心理学ライブラリ 12�心理学研究法』�サイエンス社�2,310 円

実験・実習・教材費：
なし

準備物：
関数電卓（カシオ製で統計計算ができるもの。授業開始時に共同購入を予定している。）
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K20101 臨床心理学Ⅱ 2 2 髙橋昇

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 １

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

心の構造、パーソナリティー、発達段階 分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）

授業のテーマ：
臨床心理学は人の心を扱う学問であり、人の心のありさまや、人と人が出会い、かかわり、何かを
生み出していくことに注意を向けています。その応用としての技法はカウンセリングや心理療法な
どとして生かされていますが、その基礎は誰でもが持っている「心」を理解するところから始まる
でしょう。そしてその「心」は、心病んだクライエントを知ることに繋がっていて、幅広い人の心
に対する、より広くて深い理解を得ることを目的とします。

授業の概要：
この授業では、まず臨床心理学とは何かについて学び、心の構造について無意識を含んだ考え方に
ついて概説します。そこからパーソナリティーや心の発達など、様々な側面に光を当てて基礎的な
知識や理解を促し、臨床心理学的な見方について学んでいきます。

授業の計画：
１．　　オリエンテーション
２〜３．臨床心理学とは何か
４〜５．臨床心理学を作った人々
６．　　人の心を感じること
７〜９．心の構造
10．　　復習
11〜12．パーソナリティ
13〜14．精神的病と臨床心理学
15．　　まとめ

授業方法：
テキストに基づいて、購読しながらそれに沿って進めていきます。ＤＶＤを見ていただいて感想を
書いてもらうこともあります。そしてその時々のテーマについて、身近な例を考えながら体得でき
るように考えていきます。

達成目標：
臨床心理学の基本的な概念と用語を学び、その概略をつかむこと。

評価方法：
定期試験によって評価する。

教科書：
『はじめての臨床心理学』　森谷寛之・竹松志乃編著　北樹出版　2,500 円＋税

参考文献：
授業中に紹介します。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K20201 教育心理学Ⅱ 2 2 坪井裕子

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

教育　学校　学習　発達 分析 ･総合の思考力と判断力，問題解決力，価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
教育の営みに含まれる要因は、対象としての幼児・児童・生徒、働きかけるものとしての教師、両
者の関係を通して起こってくる成長、学習、教授等の事象です。これらを理解するための教育心理
学の基礎的な事柄について学びます。

授業の概要：
教育心理学における学習や発達など基礎的な事柄について学びます。

授業の計画：
１．オリエンテーション・教育心理学の概要
２．学習（１）
３．学習（２）
４．学習（３）
５．個人差（１）
６．個人差（２）
７．動機づけ（１）
８．動機づけ（２）
９．学習過程
10．教育と発達
11．発達（１）乳幼児期
12．発達（２）児童期
13．発達（３）青年期
14．発達（４）まとめ
15．前期のまとめ

授業方法：
基本的には講義を中心に行います。必要に応じて、視聴覚教材を用います。教育に関するトピック
スがあれば、発表することが求められる場合もあります。

達成目標：
教育現場で起こるさまざまな問題を検討することによって、教育についての考えを深め、基本的な
知識を習得することを目標とします。

評価方法：
期末試験（100％）によって評価します。
基本的な知識のみならず様々な角度から教育の問題について十分に理解している・・・・・Ｓ
基本的な知識のみならず教育の問題についてかなり理解している・・・・・・・・・・・・Ａ
基本的な知識は習得しているが教育の問題についての理解はやや不十分・・・・・・・・・Ｂ
基本的な最低限の知識は習得している・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
西村純一 ･井森澄江編『教育心理学エッセンシャルズ』第 2版（ナカニシヤ出版／ 2,200 円＋税）

参考文献：
授業の中で提示します。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K20301 心理学研究法Ⅱ 2 2 髙橋・芳賀・
三後

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
心理学，テーマの着想，研究方法の設定，研究の
まとめ方，研究の心構え

コミュニケーション力　分析・総合の思考力と判
断力　問題解決力

授業のキーワード：
心理学，テーマの着想，研究方法の設定，研究のまとめ方，研究の心構え

授業のテーマ：
大学で心理学を専門的に学び卒業研究を仕上げるまでのプロセスについて説明し、一般的な心理学
研究の流れを理解する。特に、臨床心理学、教育心理学、発達心理学、人間関係論といった我々の
日常生活に密接した分野における研究の概要について詳しく解説する。

授業の概要：
第１回から第４回までは，心理コースで開講されている授業科目間の連関性、卒業研究までのプロセス
について解説する。第５回から第８回までは、教育心理学、発達心理学、社会心理学などの研究を紹介し、
それらについて批判的に思考する力を身につける。第９回以降は、臨床心理学研究の初歩から事例研究
の読み方までを取り上げていき、臨床心理学的な人の心へのアプローチについて学んでいく。

授業の計画：
第１回　大学で学ぶ心理学①
第２回　大学で学ぶ心理学②
第３回　心理学研究の実際①
第４回　心理学研究の実際②
第５回　論文の読み方①
第６回　論文の読み方②
第７回　論文の読み方③
第８回　論文の読み方④
第９回　臨床心理学的なものの見方①
第10回　臨床心理学的なものの見方①
第11回　臨床心理学的なものの見方①
第12回　研究の方法
第13回　事例研究①
第14回　事例研究②
第15回　事例研究③

授業方法：
各回のテーマについて資料プリントや実際の研究論文を参照しながら説明し，その後に意見発表や
討論を行う。授業内容についてレポートを作成・提出してもらうことも予定している。

達成目標：
大学で心理学を専門的に学び、卒業論文を作成するために必要な基本的知識と心構えを身につけ，
臨床心理学や教育心理学などの専門的立場から心の問題に取り組むための方法の概要について理解
する。

評価方法：
出席回数の基準（全授業回数の３分の２以上の出席）をクリアしていることを前提とし，定期試験
の結果によって評価する。欠席、遅刻、授業態度の不良は減点の対象とする。

教科書：
なし

参考文献：
授業中に適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K20401 心理統計法Ⅱ 2 2 芳賀康朗

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
相関係数，ノンパラメトリック検定，質問紙調査，
因子分析，行動観察 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
心理学研究において重要なことは，日常的な認識を超えて客観的な視点から心理現象を記述・分析す
ることである。この講義では心理学研究における測定とデータ解析について理解し，その技法を修得
することを目的とする。心理学基礎実習Ⅰ・Ⅱおよび心理学データ解析Ⅰ・Ⅱと併せて受講すること。

授業の概要：
調査研究を行うために必要な基礎的統計技能について説明する。前半は相関係数の算出および有意
性検定，集計表の分析および度数検定について解説し，後半はより実践的な質問紙調査の作成方法
と分析方法について因子分析の概要とあわせて解説する。授業時間内の学習のみでなく，復習を中
心とした自主的な学習が要求される。

授業の計画： 
第１回　２変数の相関①
第２回　２変数の相関②
第３回　２変数の相関③
第４回　相関係数の有意性検定①
第５回　相関係数の有意性検定②
第６回　度数についての検定①
第７回　度数についての検定②
第８回　度数についての検定③
第９回　順位についての検定
第10回　質問紙調査の実施と分析①
第11回　質問紙調査の実施と分析②
第12回　質問紙調査の実施と分析③
第13回　因子分析①
第14回　因子分析②
第15回　行動観察法の基礎
�

授業方法：
教科書に沿った解説と計算課題を中心に進めていく。毎時間関数電卓を携行すること。また授業以
外にも課題を課すこともある。授業の進行を妨げる行為（私語や飲食）はもちろん，授業開始 20 分
以降の遅刻は厳禁とする。

達成目標：
心理学基礎実習や卒業研究におけるデータ解析や論文作成に必要な心理統計の基礎知識と計算技能
を身につける。統計ソフトを使ったデータ処理法を習得する。

評価方法：
出席回数の基準（全授業回数の３分の２以上の出席）をクリアしていることを前提とし，定期試験
の結果によって評価する。

教科書：
田中・山際�共著　『ユーザーのための教育・心理統計と実験計画法』　教育出版　3,045 円

参考文献：
鵜沼・長谷川�共著　『はじめての心理統計法』　東京図書　2,625 円
大山ら�共著　『コンパクト新心理学ライブラリ 12�心理学研究法』�サイエンス社�2,310 円

準備物：
関数電卓（カシオ製で統計計算ができるもの）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K23301 心理統計法Ⅲ 2 2 芳賀康朗

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
記述統計と推測統計，データの尺度，代表値と散
布度，有意差検定，実験計画法 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
心理学研究において重要なことは，日常的な認識を超えて客観的な視点から心理現象を記述・分析す
ることである。この講義では心理学研究における測定とデータ解析について理解し，その技法を修得
することを目的とする。心理学基礎実習Ⅰ・Ⅱおよび心理学データ解析Ⅰ・Ⅱと併せて受講すること。

授業の概要：
前半では，実験によって測定されたデータの特徴を記述・表現するための手法（図表化と代表値の
計算）について解説する。後半は，平均値の差の検定（ｔ検定と分散分析）の方法について解説する。

授業の計画： 
第１回　実験研究の目的
第２回　記述統計と推測統計
第３回　データの尺度
第４回　データの図表化
第５回　母集団と標本
第６回　代表値と散布度①
第７回　代表値と散布度②
第８回　代表値と散布度③
第９回　有意差検定とは？
第10回　２つの平均値の差の検定①
第11回　２つの平均値の差の検定②
第12回　２つの平均値の差の検定③
第13回　実験計画法と分散分析①
第14回　実験計画法と分散分析②
第15回　実験計画法と分散分析③
�

授業方法：
教科書に沿った解説と計算課題を中心に進めていく。毎時間関数電卓を携行すること。また授業以
外にも課題を課すこともある。授業の進行を妨げる行為（私語や飲食）はもちろん，授業開始 20 分
以降の遅刻は厳禁とする。

達成目標：
心理学基礎実習や卒業研究におけるデータ解析や論文作成に必要な心理統計の基礎知識と計算技能
を身につける。統計ソフトを使ったデータ処理法を習得する。

評価方法：
出席回数の基準（全授業回数の３分の２以上の出席）をクリアしていることを前提とし，定期試験
の結果によって評価する。

教科書：
田中・山際�共著　『ユーザーのための教育・心理統計と実験計画法』　教育出版　3,045 円

参考文献：
鵜沼・長谷川�共著　『はじめての心理統計法』　東京図書　2,625 円
大山ら�共著　『コンパクト新心理学ライブラリ 12�心理学研究法』�サイエンス社�2,310 円

準備物：
関数電卓（カシオ製で統計計算ができるもの）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K26101 心理学文献講読Ⅰ 2 2 坂本真也

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
心理学専門用語，心理学の領域，ディスカッショ
ン

コミュニケーション力　分析・総合の思考力と判
断力　問題解決力

授業のテーマ：
心理学の文献を通して，心理学の専門用語や心理学の領域について理解し，基礎的な心理学の知識
を身に付けていく。また，心理学のテーマに応じたディスカッションを行い，自身の心理学の興味・
関心領域について知見を深めていきたい。

授業の概要：
心理学の様々な領域について理解できるよう，幅広く心理学に関係する文献を講読し，要約し解説・
ディスカッションを行っていく。基礎領域や応用領域にどのような心理学のテーマやキーコンセプ
トをおさえていきたい。

授業の計画：
第１回　心理学の領域
第２回　心理学の観点
第３回　現代の問題点と心理学
第４回　心理学の研究方法
第５回　心理学の理論と方向性
第６回　心理と発達
第７回　ディスカッションⅠ
第８回　知能と感情
第９回　心理的問題
第10回　心理療法
第11回　人格
第12回　健康，ストレス，コーピング
第13回　ソーシャルサポート
第14回　社会的認知
第15回　ディスカッションⅡ

授業方法：
配布プリントに沿った解説とディスカッションを中心に進めていく。授業外の課題（宿題）を課す
場合もある。また，積極的に授業に参加できるようグループ発表もテーマによっては行う。

達成目標：
心理学の専門用語や領域の特徴を理解し，要約して発表できる力を習得する。

評価方法：
出席回数の基準をクリアしていることを前提とし，定期試験の結果によって評価する。
　Ｓ：心理学の専門用語・領域について理解し，要約して説明できる
　Ａ：心理学の専門用語・領域について理解し，要約してある程度説明できる
　Ｂ：心理学の専門用語・領域についてある程度理解し，要約できる
　Ｃ：心理学の専門用語・領域について部分的に理解し，要約できる
　Ｄ：Cに達していない

教科書：
なし

参考文献：
栄陽子留学研究所　編　『留学生必修講義＜ 2＞心理学入門』　三修社　2,940 円
内田一成　監訳　『ヒルガードの心理学　第 15 版』　金剛出版　23,100 円
中島　編集　『心理学辞典』　有斐閣　7,140 円

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K26201 心理学文献講読Ⅱ 2 2 坂本真也

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
心理学専門用語（英語），ディスカッション，心理
学研究論文

コミュニケーション力　分析・総合の思考力と判
断力　問題解決力

授業のテーマ：
心理学の文献を通して，最新の心理学の知見を学ぶと共に，大学院受験を視野に入れた英文和訳も
行う。また，テーマに応じて心理学の研究論文を取り上げ，ディスカッションを行い，心理学の研
究方法やテーマなどの知見を深めていく。

授業の概要：
心理学のトピックに関して，文献を講読していく中で専門用語とその英語を理解できるようにした
い。また，前半・後半テーマからディスカッションでは，研究論文を取り上げ専門分野の理解を深
めていけるようにしたい。

授業の計画：
第１回　心理学の特徴
第２回　生物学的心理学
第３回　心理発達Ⅰ
第４回　心理発達Ⅱ
第５回　感覚と知覚
第６回　学習と条件づけ
第７回　動機づけ
第８回　ディスカッションⅠ
第９回　心理学的障害
第10回　異常と正常
第11回　発達的問題
第12回　心理療法のアプローチⅠ
第13回　心理療法のアプローチⅡ
第14回　社会的影響
第15回　ディスカッションⅡ

授業方法：
配布プリントに沿った解説と課題・ディスカッションを中心に進めていく。授業外の課題（宿題）
を課すこともある。

達成目標：
心理学の様々な領域の専門用語とその英語を理解し，心理学の専門分野の特徴を把握できることを
目指す。

評価方法：
出席回数の基準をクリアしていることを前提とし，定期試験の結果によって評価する。
　Ｓ：専門用語とその英語を理解し，専門分野について要約して説明できる
　Ａ：専門用語とその英語を理解し，ある程度専門分野について要約して説明できる
　Ｂ：専門用語とその英語をある程度理解し，専門分野について要約して説明できる
　Ｃ：専門用語とその英語を部分的に理解し，専門分野について説明できる
　Ｄ：Cに達していない

教科書：
なし

参考文献：
内田一成　監訳　『ヒルガードの心理学　第 15 版』　金剛出版　23,100 円
Smith,E.E�et�al�Atkinson & Hilgard’s Intoroduction to Psychology�Wadsworth�Pub�Co�19,232 円

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K28101 心理学データ解析Ⅰ 2 2 坂本真也

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

記述統計，表計算，相関，χ 2�検定 コミュニケーション力　分析・総合の思考力と判
断力　問題解決力

授業のテーマ：
心理現象について調査や実験で得られるデータは，数量化され，統計的に検討を行っていく。その際，
そのデータはどういう意味であるのか，統計処理を行い何が表現されているのかなど理解する必要
がある。本講義では調査や実験によって得られたデータの意味を理解し，データが示す適切な統計
的検討を行い，表やグラフへまとめ，発表できることを目指すことを目的とする。

授業の概要：
まずは，基本的な統計データの読み取りと表計算へのデータ入力と適切な表現ができるよう，調査
や実験で得られたデータの種類や意味を理解し，データに応じた統計的検討の方法（前半では記述
統計を中心に，後半では相関やχ 2�検定）を学習し，分析結果の発表する技能の習得を目指していく。

授業の計画：
第１回　心理学におけるデータとは
第２回　データの種類と意味
第３回　データの図表化による表現
第４回　記述統計（代表値と散布度①）
第５回　記述統計（代表値と散布度②）
第６回　記述統計（代表値と散布度③）
第７回　まとめと発表Ⅰ
第８回　相関とは
第９回　共分散と散布図
第10回　相関係数と相関の検定
第11回　ノンパラメトリック検定とは
第12回　χ2�検定①
第13回　χ2�検定②
第14回　χ2�検定③
第15回　まとめと発表Ⅱ

授業方法：
配布プリントに沿って解説を行い，表計算ソフトを用いてデータ入出力，統計的検討等の課題につ
いて説明を行い，グループ発表を含めて進めていく。授業外の課題（宿題）を出す場合もある。

達成目標：
心理学におけるデータの意味や統計方法を理解し，適切な図表等を用いて説明・発表できる技能を
習得する。

評価方法：
出席回数の基準をクリアしていることを前提とし，定期試験の結果によって評価する。
　Ｓ：データの意味・統計方法を理解し，適切な表現で説明することができる
　Ａ：データの意味・統計方法を理解し，ある程度適切な表現で説明できる
　Ｂ：データの意味・統計方法を理解し，部分的に説明ができる
　Ｃ：データの意味・統計方法を部分的に理解し，説明できる
　Ｄ：Cに達していない

教科書：
なし

参考文献：
田中・山際�共著　『ユーザーのための教育・心理統計と実験計画法』　教育出版　3,045 円
小野寺・菱村　著　『文科系学生のための新統計学』　ナカニシヤ出版　2,625 円

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K28201 心理学データ解析Ⅱ 2 2 坂本真也

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
データ尺度，因子分析，t 検定，分散分析，多重比
較

コミュニケーション力　分析・総合の思考力と判
断力　問題解決力

授業のテーマ：
心理学と関連する領域において，その関係を客観的データとして数量的に把握し統計・分析するこ
とが重要である。前期の「心理学データ解析Ⅰ」に引き続き，心理学研究における測定とデータ解
析について理解し，その技法を習得することを目的とする。

授業の概要：
まず，調査によって得られるデータにはどういうものがあり，何を測定しているのか検討・解説する。
また，平均値の差の検定（t 検定，分散分析）や尺度作成の方法として因子分析についても実践的
に学んでいく。

授業の計画：
第１回　データ尺度
第２回　妥当性と信頼性
第３回　有意性検定について
第４回　２つの平均値の差の検定①
第５回　２つの平均値の差の検定②
第６回　２つの平均値の差の検定③
第７回　発表Ⅰ
第８回　分散分析①
第９回　分散分析②
第10回　分散分析③
第11回　発表Ⅱ
第12回　因子分析①
第13回　因子分析②
第14回　因子分析③
第15回　発表Ⅲ

授業方法：
配布プリントに沿って解説を行い，表計算ソフトを用いてデータ入出力，統計的検討等の課題につ
いて説明を行い，グループ発表を含めて進めていく。授業外の課題（宿題）を出す場合もある。

達成目標：
心理学におけるデータの意味や統計方法を理解し，適切な図表等を用いて説明・発表できる技能を
習得する。

評価方法：
出席回数の基準をクリアしていることを前提とし，定期試験の結果によって評価する。
　Ｓ：データ間の差の検定や尺度研究の方法を理解し，適切な表現で説明することができる
　Ａ：データ間の差の検定や尺度研究の方法を理解し，ある程度適切に説明することができる
　Ｂ：データ間の差の検定や尺度研究の方法を理解し，部分的に説明ができる
　Ｃ：データ間の差の検定や尺度研究の方法を部分的に理解し，説明できる
　Ｄ：Ｃに達していない

教科書：
なし

参考文献：
田中・山際�共著　『ユーザーのための教育・心理統計と実験計画法』　教育出版　3,045 円
小野寺・菱村　著　『文科系学生のための新統計学』　ナカニシヤ出版　2,625 円

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K20501 人間関係の心理学Ⅰ 2 2 三後美紀

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
心のなりたち、対人認知、動機づけ、態度変容、
集団の影響力 分析 ･総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
われわれ人間は、人や社会との関係を持ちながら生きている社会的存在であり、他者や社会から影
響を受けながら、また一方では他者や社会に影響を与えながら行動しています。このような互いに
影響を及ぼしている日常的な対人関係について心理学的な視点から再考し、周辺にある事象や自分
の行動に対してさまざまな視点で捉えようとする思考力を身につけることを目的とします。

授業の概要：
はじめに社会の中で自己がどのように形成されてきているのかについて概観します。次に、対人関
係における人間の行動や心の動きについて心理学の基礎知識を身につけながら、個人の行動に他者
がどのようにかかわっているのかを検討していきます。

授業の計画：
第１回　　　　　イントロダクション
第２回〜第４回　心のなりたちと社会の中の自己
第５回〜第７回　社会的欲求と動機づけ
第８回〜第９回　対人認知と態度変容
第10回〜第11回　集団の影響力
第12回〜第14回　組織のなかの人間関係
第15回　　　　　まとめ

授業方法：
基本的には講義形式で行いますが、必要に応じて配布資料や映像資料などを用いて理解を深めます。

達成目標：
対人関係を含む、われわれの身近にある事象を心理学的に捉えた知見を学ぶことで、分析 ･総合の
思考力と判断力の基礎を学生自身が身につけます。

評価方法：
期末試験（100％）

教科書：
なし

参考文献：
授業中に紹介します。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K20601 心のケアの心理学 2 2 髙橋昇

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 ３

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

心理療法、カウンセリング技法、臨床への適用 分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
心理療法の基礎についてさまざまな技法における特徴と具体的な内容を学習していく。その中でそ
れぞれの人間観を理解し、類似点や相違など具体的な問題について比較検討しながら進めていく。

授業の概要：
この授業では、まず心理療法とは何かを学び、さまざまな心理療法が存在することを治療構造の側面、
臨床場面での適用の相違や特徴など、具体的で実践的な理解と学習を進めていく。

授業計画：
１．　　心理療法とは
２．　　心へのかかわり方
３．　　精神分析の基礎理論
４．　　心理療法としての精神分析
５．　　フロイト以後の理論
６．　　交流分析
７．　　復習
８〜９．クライエント中心療法
10．　　フォーカシング
11．　　自律訓練
12．　　認知行動療法
13．　　芸術療法の理論
14．　　芸術療法の実践
15．　　まとめ

授業方法：
テキストに基づいて、購読しながらそれに沿って進めていく。そしてその時々のテーマについて、
具体的な例を考えながら理解できるようにしていく。

達成目標：
心理療法とその理論について基本的な概念と用語を学び、臨床実践に対する理解を深めること。

評価方法：
定期試験によって評価する。

教科書：
『やさしく学べる心理療法の基礎』　窪内節子・吉武光世著　培風館　2,625 円（税込み）

参考文献：
授業中に紹介します。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K23101 学習心理学 2 2 芳賀康朗

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

学習と適応，条件づけ，認知的学習，社会的学習 分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
成育後のヒトが示すほとんどの行動は生後の経験を通じて学習されたものである。したがって，学
習過程の研究は人間行動の理解にとって不可欠であるといえる。この授業ではヒトや霊長類動物の
発達や環境適応において重要な役割を果たしている学習行動に関する代表的な理論や研究結果を紹
介し，学習という心的過程のメカニズムについて考えていく。

授業の概要：
馴化、鋭敏化、条件づけといった基本的な学習現象から、概念形成、模倣といった複雑な情報処理
システムに基づいた学習現象までを解説する。さらにこうした学習現象と関連する心理過程（記憶
や動機づけ）のはたらきや、比較心理学や発達心理学的観点からみた学習の意義についても考えて
いく。

授業の計画：
第１回　学習の定義・学習の様式
第２回　行動の分類
第３回　馴化と鋭敏化
第４回　古典的条件づけの形成
第５回　古典的条件づけの消去と般化
第６回　古典的条件づけの隠蔽と阻止
第７回　オペラント条件づけの形成
第８回　オペラント条件づけにおける強化
第９回　強化スケジュール
第10回　条件づけの応用
第11回　洞察学習と概念形成�
第12回　社会的学習
第13回　技能の習得
第14回　動物の学習行動
第15回　学習と記憶の生理学的基礎

授業方法：
プリントと映像資料を使いながら進めていく。授業内容と関連した課題の提出や小テストも実施す
る予定である。授業の進行を妨げる行為（私語や飲食）はもちろん，授業開始 20 分以降の遅刻は厳
禁とする。

達成目標：
学習における普遍的特徴と種特異性、学習と適応の関連性について、広い視野から俯瞰できるよう
になることを目指す。

評価方法：
出席回数の基準（全授業回数の３分の２以上の出席）をクリアしていることを前提とし，定期試験
の結果によって評価する。

教科書：
なし

参考文献：
実森・中島共著『コンパクト新心理学ライブラリ２�学習の心理』�サイエンス社��1,575 円
岡田・廣中・宮森共著『コンパクト新心理学ライブラリ 14 生理心理学』サイエンス社�2,310 円

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K23201 パーソナリティの心理学 2 2 坂本真也

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
パーソナリティ（人格），類型論，特性論，心理査
定（心理アセスメント） 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
人は，それぞれ主体的に自身の考えや感情の中で行動を取り，一人ひとり異なっている。パーソナ
リティ（Personality：人格または性格）とは，このような個人の特徴的な思考，感情，行動の様式
などを説明する概念である。本講義では，このパーソナリティについて多角的視点から理解し，そ
の特徴を把握するためアセスメントの方法についても学ぶことを目的とする。

授業の概要：
パーソナリティについて，様々なアプローチから学習していくことで，パーソナリティの捉え方や
構造を理解していく。また，発達や障害等についても学び，人格の基本的な測定方法の習得を目指す。

授業の計画：
第１回　ガイダンス
第２回　パーソナリティ（人格）とは
第３回　特性論と類型論
第４回　人格と知能
第５回　人格理論Ⅰ（精神分析的アプローチ）
第６回　人格理論Ⅱ（行動主義的アプローチ）
第７回　人格理論Ⅲ（認知的アプローチ）
第８回　人格理論Ⅳ（人間性アプローチ）
第９回　パーソナリティの発達
第10回　パーソナリティ障害
第11回　人格のアセスメント
第12回　投影法
第13回　質問紙法
第14回　作業検査法
第15回　まとめ

授業方法：
配布プリントに沿った解説と課題を中心に進めていく。必要に応じてグループワークや検査等の実
習を行い，体験的に理解することを促したい。

達成目標：
パーソナリティの諸理論を理解し，人格検査の基本的な手続きや方法を習得する。

評価方法：
出席回数の基準をクリアしていることを前提とし，定期試験の結果によって評価する。
　Ｓ：人格理論の特徴やアセスメントの基本的方法について理解して説明できる
　Ａ：人格理論の特徴やアセスメントの基本的方法についてほとんど理解できている
　Ｂ：人格理論の特徴やアセスメントの基本的方法について間違いはあるものの理解している
　Ｃ：人格理論の特徴やアセスメントの基本的方法について部分的に理解している
　Ｄ：Ｃに達していない

教科書：
なし

参考文献：
西川・大石　編　『人格発達心理学』　ナカニシヤ出版　2,520 円

実験・実習・教材費：
なし



− 124 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K20801 人間関係の心理学Ⅱ 2 2 三後美紀

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
キャリア発達、職業選択、組織社会化、キャリア・
ストレス 分析 ･総合の思考力と判断力　問題解決力

授業のテーマ：
近年、わが国における従来の雇用システムが見直され、個人の働き方が問い直されています。そも
そも私たちはなぜ働くのでしょう。また、児童期や青年期にはどのように職業観が形成され、組織
参入時にはどのような課題があるのでしょう。また、他者からのかかわりは働き方にどのような影
響を及ぼすでしょうか。組織の中での個人の成長や発達について、心理学的な視点から再考します。

授業の概要：
心理学の基礎知識を身につけながら社会の中での個人の成長についての理論を学び、同時にその課
題や問題点を論じていきます。

授業の計画：
第１回〜第２回　　人はなぜ働くのか
第３回〜第５回　　ライフサイクルとキャリア発達課題
第６回〜第７回　　パーソナリティと職業選択
第８回〜第10回　　組織社会化
第11回〜第12回　　キャリア・ストレスとワークライフ・バランス
第13回〜第14回　　キャリア発達支援
第15回　　　　　　まとめ

授業方法：
基本的には教科書に沿った講義形式で行いますが、教科書の内容をより深く理解するために前もっ
て必要だと思われる心理学的知見を配布資料や映像資料などを用いて紹介します。

達成目標：
組織の中での個人の成長という問題について心理学的に捉えることで、分析 ･総合の思考力と判断
力、問題解決力を学生自身が身につけます。

評価方法：
期末試験（100％）

教科書：
二村英幸　『個と組織を生かすキャリア発達の心理学』　金子書房　（2400 円＋税）

参考文献：
授業中に紹介します。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K20901 心の発達の心理学 2 2 坪井裕子

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

発達　子ども　乳児期　幼児期　学童期 分析 ･総合の思考力と判断力，問題解決力，価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
発達心理学では、人間の一生を通じて心のはたらきや内容がいかに変化していくのかを学びます。
さらに、心理臨床の事例を提示して、発達に必要な援助についても学習していきます。

授業の概要：
前期は乳幼児期から学童期にいたる発達の基礎的な事柄を学びます。

授業の計画：
１　オリエンテーション；発達心理学とは�
２　発達の基礎（１）ヒトの発達・発達の特徴
３　発達の基礎（２）初期経験・発達段階
４　乳児期の特徴（１）身体と運動の発達
５　乳児期の特徴（２）認知・思考の発達
６　幼児期の特徴（１）人格の発達
７　幼児期の特徴（２）愛着とは
８　幼児期の課題（３）子どもの虐待
９　学童期の特徴（１）身体と運動の発達
10　学童期の特徴（２）認知・思考の発達
11　学童期の特徴（３）人格の発達
12　乳児期の心理臨床
13　学童期の心理臨床
14　子どものセラピー
15　まとめ

授業方法：
基本的には講義を中心に行います。必要に応じて、視聴覚教材を用います。

達成目標：
発達上の変化の大きい幼児期・児童期から青年期に至る年齢段階を中心として、様々な角度から発
達についての基本的な知識を習得し理解を深めることを目標とします。

評価方法：
期末試験（100％）で評価します。
基本的な知識のみならず様々な角度から発達について十分に理解している・・・・・Ｓ
基本的な知識のみならず発達についてかなり理解している・・・・・・・・・・・・Ａ
基本的な知識は習得しているが発達についての理解はやや不十分・・・・・・・・・Ｂ
基本的な最低限の知識は習得している・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
岩川　淳他著「子どもの発達臨床心理」（昭和堂／ 2,400 円＋税）

参考文献：
授業の中で提示します。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K21101 社会心理学 2 2 中島誠

期間 曜日 時限  備考：
前期 集中 Ｄ

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
社会心理学、コミュニケーション、
グループ・ダイナミックス

コミュニケーション力、社交性（社会的相互関係力）、
効果的な社会参加

授業のテーマ：
人の幸福を最も強く規定するのは人間関係だといわれている。心理学と聞いて多くの人がイメージ
する臨床心理学も、信頼できる人間関係を基礎にするものである。講義では社会的影響過程や集団
の心理について学習する。それによって、他者との接し方や他者との葛藤について理解を深めるこ
とを目指す。

授業の概要：
講義では科学的な視点から、社会的動物としての人間の心理について、対人関係、集団を中心とし
た応用的な知識を概説する。ただし、講義は理論の紹介にとどまらず、ディスカッション等の実習
が行われる。他者との葛藤体験を通じ、より具体的で身近な現象から理論を理解していく。

授業の計画：
１　イントロダクション１� 心理学の考え方
２　イントロダクション２� 社会心理学とは
３　集団� 社会心理学実験の映像視聴
４　社会的影響１� 集団の影響力、社会的促進、抑制
５　社会的影響２� 集団アイデンティティ、ステレオタイプ
６　社会的影響３� コミュニケーションゲーム
７　社会的影響４� コミュニケーションの理論
８　社会的影響５� 説得の理論と技法
９　社会的影響６� 集団討議に関するゲーム
10　社会的影響７� 集団討議の理論
11　集団の心理１� リーダーシップに関するゲーム
12　集団の心理２� リーダーシップの理論
13　集団の心理３� 同調と服従
14　集団の心理４� 組織における葛藤とその解決
15　集団の心理５� まとめ

授業方法：
講義に加え、演習や映像資料の視聴を行う。演習や映像資料の視聴後には、受講者間で体験の共有
を行い、コミュニケーションやグループ・ダイナミックスの理論に対する理解を深める。

達成目標：
目標 1：対人認知や社会的影響、対人葛藤の理論、専門用語について説明できる。
目標 2：専門知識を用いて自らの相互作用の体験を省察し、自他の行動様式の改善方法を提案できる。

評価方法：
課題への取り組み（小レポート、目標2と対応）：40％、期末試験（筆記、目標1、目標2と対応）60％
専門的観点から、自身や他者、組織の対人相互作用の改善点について提案できる・・・Ｓ
専門的観点から、自身の対人相互作用の改善点について提案できる・・・・・・・・・Ａ
自身の対人相互作用を、専門的理論や用語を正しく用いて記述できる・・・・・・・・Ｂ
専門的理論や用語について理解し、説明できる・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
特になし、適宜授業内で紹介する

参考文献：
特になし、適宜授業内で紹介する

実験・実習・教材費：
特になし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K21301 動機づけの心理学 2 2 芳賀康朗

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
動機づけ，適応，生理的欲求，内発的動機づけ，
社会的動機づけ 分析・総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
動機づけとは，行動を発現させ，方向づけ，持続させる心的過程である。この授業では動機づけの
適応的意義についてヒトとそれ以外の動物を比較しながら解説していく。またヒトの生活場面（特
に学習と教育）における動機づけの問題についても，研究例をあげながら考えていく。

授業の概要：
心理学における動機づけ研究の枠組みを紹介し，４種類の動機づけ過程（生理的欲求，内発的動機
づけ，社会的動機づけ，学習性の動機づけ）について，種間比較の観点から説明していく。併せて，
それらの過程の背後にある生理学的メカニズムについても解説する。さらに，「やる気」や「意欲」
のコントロールといった日常生活における動機づけの問題について，教育心理学の研究例をもとに
して考えていく。

授業の計画：
第１回　動機づけのはたらき
第２回　動機づけの分類
第３回　生理的欲求①
第４回　生理的欲求②
第５回　内発的動機づけ①
第６回　内発的動機づけ②
第７回　社会的動機づけ①
第８回　社会的動機づけ②
第９回　学習性の動機づけ①
第10回　学習性の動機づけ②
第11回　動機づけの生理学的メカニズム①
第12回　動機づけの生理学的メカニズム②
第13回　動機づけと情動
第14回　生活場面における動機づけの問題①
第15回　生活場面における動機づけの問題②

授業方法：
プリントや映像資料を使いながら進めていく。授業内容と関連した課題の提出や小テストも実施す
る予定である。授業の進行を妨げる行為（私語や飲食）はもちろん，授業開始 20 分以降の遅刻は厳
禁とする。

達成目標：
ヒトの動機づけの特徴について種間比較の観点から相対的に理解するとともに，動機づけとそれ以
外の心的過程との関連性について俯瞰的に捉えることができるようになることを目指す。

評価方法：
出席回数の基準（全授業回数の３分の２以上の出席）をクリアしていることを前提とし，定期試験
の結果によって評価する。

教科書：
なし

参考文献：
岡田・廣中・宮森�共著『コンパクト新心理学ライブラリ 14 生理心理学』サイエンス社�2,310 円
大山正�編著『コンパクト新心理学ライブラリ 16�実験心理学』サイエンス社�1,942 円
上淵寿�編著『動機づけ研究の最前線』北大路書房　3,150 円

実験・実習・教材費：
なし



− 128 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K20701 〜 05 心理学基礎実習Ⅰ 2 2 芳賀・廣藤・栗野・
髙橋・渡邊

期間 曜日 時限  備考：２時限連続
　　　※どの授業コードで登録するかは初回授業時に決定前期 金 ３・４

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

心理実験，心理検査，報告書作成 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　効果
的な社会参加

授業のテーマ：
心理学の専門的研究を行うために必要な実験と検査の実施方法，データ分析方法，報告書作成方法
を習得すること目的とする。この授業の受講においては，心理学概論Ⅰ・Ⅱ，教育心理学Ⅰ・Ⅱ，
臨床心理学Ⅰ・Ⅱなどの科目を履修していることが前提となる。

授業の概要：
実験心理学，教育心理学，臨床心理学の分野で代表的な６テーマを取り上げる。実験や検査の方法
について実験者（検査者）および研究対象者（実験参加者・被検査者）として参加体験することで
学ぶ。また，実習で得られたデータを処理して報告書を提出することで，データ処理と研究報告書
の作成方法についても学ぶ。

授業の計画： 
第１回　ガイダンス
第２回　各実習課題の概要説明
第３回　投映法Ⅰ（TAT）①
第４回　投映法Ⅰ（TAT）②
第５回　幾何学的錯視①
第６回　幾何学的錯視②
第７回　報告書の作成方法①
第８回　報告書の作成方法②
第９回　知能検査Ⅰ（京大NX）①
第10回　知能検査Ⅰ（京大NX）②
第11回　一対比較法による尺度構成①
第12回　一対比較法による尺度構成②
第13回　性格検査（YG性格検査）①
第14回　性格検査（YG性格検査）②
第15回　プライミング効果

授業方法：
参加者を小グループに分割して２週間で１テーマのペースで実習を行い，その翌週に報告書を提出
する。報告書の内容に修正を加える必要がある場合には再提出を求める。前項「授業の計画」に示
した課題の順番はグループごとに異なる。途中での履修放棄は他の受講生の迷惑となるので絶対に
避けてほしい。心理統計法Ⅱ・Ⅲおよび心理学データ解析Ⅰ・Ⅱと併せて受講すること。

達成目標：
３年次以降の専門的な心理学研究に必要な基礎知識と実験と検査の実施技能，データ処理方法，科
学論文の作成方法を身につける。

評価方法：
出席と報告書提出の基準をクリアしていることを前提とし，試験（詳細は授業で説明）の評点によっ
て評価する。報告書は科学論文の要件を満たしていることが求められる。遅刻，無断欠席，報告書
提出の遅れは一切認めない。

教科書：
『人間環境大学�心理学基礎実習テキスト』　初回授業時に配布

参考文献：
授業中に適宜指示する

実験・実習・教材費：
実習費として 15,000 円徴収する（テキスト，テスト用紙，実験用具，消耗品費として）

準備品：
関数電卓を毎時間携行すること。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

K21201 〜 05 心理学基礎実習Ⅱ 2 2 芳賀・廣藤・栗野・
髙橋・渡邊

期間 曜日 時限  備考：２時限連続
　　　※どの授業コードで登録するかは初回授業時に決定後期 金 ３・４

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

心理実験，心理検査，報告書作成 分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　効果
的な社会参加

授業のテーマ：
心理学の専門的研究を行うために必要な実験と検査の実施方法，データ分析方法，報告書作成方法
を習得すること目的とする。この授業の受講においては，心理学概論Ⅰ・Ⅱ，教育心理学Ⅰ・Ⅱ，
臨床心理学Ⅰ・Ⅱなどの科目を履修していることが前提となる。

授業の概要：
実験心理学，教育心理学，臨床心理学の分野で代表的な６テーマを取り上げる。実験や検査の方法
について実験者（検査者）および研究対象者（実験参加者・被検査者）として参加体験することで
学ぶ。また，実習で得られたデータを処理して報告書を提出することで，データ処理方法と研究報
告書の作成方法についても学ぶ。

授業の計画： 
第１回　ガイダンス
第２回　投映法Ⅱ（ロールシャッハ）①
第３回　投映法Ⅱ（ロールシャッハ）②
第４回　知覚 - 運動協応学習①
第５回　知覚 - 運動協応学習②
第６回　第２回・第３回の追加実習
第７回　第４回・第５回の追加実習
第８回　知能検査Ⅱ（WAIS）①
第９回　知能検査Ⅱ（WAIS）②
第 10 回　パーソナル・スペース①
第 11 回　パーソナル・スペース②
第 12 回　描画法（バウム・テスト）①
第 13 回　描画法（バウム・テスト）②
第 14 回　メンタル・ローテーション①
第 15 回　メンタル・ローテーション②

授業方法：
参加者を小グループに分割して２週間で１テーマのペースで実習を行い，その翌週に報告書を提出
する。報告書の内容に修正を加える必要がある場合には再提出を求める。前項「授業の計画」に示
した課題の順番はグループごとに異なる。途中での履修放棄は他の受講生の迷惑となるので絶対に
避けてほしい。心理統計法Ⅱ・Ⅲおよび心理学データ解析Ⅰ・Ⅱと併せて受講すること。

達成目標：
３年次以降の専門的な心理学研究に必要な基礎知識と実験と検査の実施技能，データ処理方法，科
学論文の作成方法を身につける。

評価方法：
出席と報告書提出の基準をクリアしていることを前提とし，試験（詳細は授業で説明）の評点によっ
て評価する。報告書は科学論文の要件を満たしていることが求められる。遅刻，無断欠席，報告書
提出の遅れは一切認めない。

教科書：
『人間環境大学�心理学基礎実習テキスト』　初回授業時に配布

参考文献：
授業中に適宜指示する

実験・実習・教材費：
実習費として 15,000 円徴収する（テキスト，テスト用紙，実験用具，消耗品費として）

準備品：
関数電卓を毎時間携行すること。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L27101 学校体験Ⅰ 2 1 岡良和

期間 曜日 時限  備考：�９月初旬（５日間）に実施する
前期

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

教職に対する動機付け、教職の適性 コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力、社交性（社会的相互関係力）

授業のテーマ：
授業見学や生徒とのふれあいを通して教育職を理解しその適性を考える。

授業の概要：
実習校の特性を理解したうえで、教員の立場で授業や部活動の見学、また、清掃などの活動を生徒
と共にするなどして、学校現場の観察を通じて、教諭となる意欲と心構えを培う。

授業の計画：
実習先：人間環境大学岡崎学園高等学校
別紙記載

授業方法：
事前指導を経て高等学校での授業、学級経営、学校運営の観察中心に実習を行いその成果を日誌に
まとめる。実習後は報告会を兼ねた事後指導を行う。

達成目標：
「キャリアデザインⅠ」や「教職概論」科目で得た知識を踏まえ、学校現場における生徒の現状と教
員の責務を理解する。生徒や教員とのコミュニケーションができるようになる。観察した事と体験
を踏まえた自らが理想とする学校や教師像を文章にまとめることができる。

評価方法：
レポート試験による
教員の責務を十分に理解したうえで説明できる・・・Ｓ
教員の責務をほぼ理解している・・・・・・・・・・Ａ
教員の責務をある程度理解している・・・・・・・・Ｂ
教員の責務を最低限理解している・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに到達していない・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
なし

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
実習校までの交通費などは各自負担
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L27201 学校体験Ⅱ 2 1 岡良和

期間 曜日 時限  備考：２月中旬（５日間）に実施する
後期

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

教職に対する動機付け、教職の適性 コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力、社交性（社会的相互関係力）

授業のテーマ：
授業観察、生徒とのふれあい、教員の補助　

授業の概要：
実習校の特性を理解したうえで、教員の立場で授業や部活動の見学、また、清掃などの活動を生徒
と共にするなどして、学校現場の観察を通じて、教諭となる意欲と心構えを培う。

授業の計画：
実習先：人間環境大学岡崎学園高等学校
別紙記載

授業方法：
事前指導を経て高等学校での授業、学級経営、学校運営の観察と補助を中心に実習を行う。実習後
は報告会を兼ねた事後指導を行う。

達成目標：
学校体験Ⅰでの成果を踏まえて、学校現場における生徒の現状と教員の責務を十分に理解する。生
徒や教員とのコミュニケーションを自分からすすんでできるようになる。観察・体験した事を踏ま
えて、教育職に向けて自らが取り組むべき課題を文章にまとめることができる。

評価方法：
レポート試験による
教育職の意義を十分に理解したうえで説明できる・・・Ｓ
教育職の意義をほぼ理解している・・・・・・・・・・Ａ
教育職の意義をある程度理解している・・・・・・・・Ｂ
教育職の意義を最低限理解している・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに到達していない・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
なし

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
高校までの交通費などは各自負担
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L29101 日本国憲法 2 2 松村修平

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

個人の尊厳、人権、自由 分析 ･総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）、効果的な社会参加

授業のテーマ：
憲法は、すべての法律の基礎となり、わが国の社会の基盤を支える重要な法律ですが、堅苦しいイメー
ジがあるため、自分には関係がないと思っている方も少なくないかもしれません。しかし、実際には、
我々の生活は憲法と密接に関わっています。そこで、この講義を通じて、少しでも憲法や人権を身
近なものとして感じてもらいたいと考えています。

授業の概要：
憲法について、具体的な事例を用いながら平易に説明します。

授業の計画：
１　　　イントロダクション
２　　　憲法の基本原理
３〜10　人権各論
11　　　統治機構概論
12　　　権力分立
13　　　国会、内閣
14　　　裁判所
15　　　前期の復習

授業方法：
講義が中心ですが、なるべく具体的な事例を用いて、受講生に親しみやすい授業内容を目指します。

達成目標：
憲法の基礎的な知識の習得を目指します。

評価方法：
期末試験による。

教科書：
「憲法」（第５版）�　芦部信喜（著）・高橋�和之�（補訂）�　有斐閣

参考文献：
六法（出版社は問わない）

実験 ･ 実習 ･ 教材費：
なし

教務課5
長方形

教務課5
タイプライターテキスト
期末レポートによる
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L29201 スポーツ実習Ⅰ 2 1 永田恵理

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
スポーツを楽しむ、体力づくり、基本技術の習得、
仲間作り

コミュニケーション力、社交性（社会的相互関係
力）、効果的な社会参加

授業のテーマ：
卓球を行うことで、運動不足解消や体力向上を目指す。さらに、基礎練習やゲームを通じて体を動
かす爽快感や新しい仲間を作り活動するなど、スポーツをする楽しさを実感できると良い。

授業の概要：
卓球は誰もが気軽に行えるスポーツであるので、更に技術を身に付けることで、体力差や男女差に
関係なくゲームを楽しめると良い。また、基礎練習やゲームを行う中で、他の受講生とコミュニケー
ションをとり、親交を深める場になると良い。

授業の計画：
（１）　基礎練習（フォアハンド、バックハンド、ドライブ、ツッツキ、スマッシュ、サーブ）
（２）　応用練習（基礎練習を複合させた練習）
（３）　シングルスゲーム（ルール、ゲームの流れの学習）
（４）　ダブルスゲーム（ルール、ゲームの流れの学習）
（５）　ゲーム（リーグ戦、団体戦など）

授業方法：
一回の授業の流れは、ウォーミングアップ、技術練習、ゲーム、クーリングダウンとする。技術練
習の内容を徐々にレベルアップさせることにより、ゲームの内容を向上できると良い。

達成目標：
卓球の技術を高めることや、ゲームに勝つことも大事であるが、最も大切なのは、積極的に参加し、
真面目に取り組むことである。つまり、運動能力云々より、技術向上の為いかに努力できるかが大
事であり、また周囲と協力し、皆が楽しく円滑に活動できるよう、率先して行動できるようになる
ことが目標となる。

評価方法：
期末の実技試験による。

教科書：
なし

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし

備考：
運動できる服装と体育館シューズが必要
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L29301 スポーツ実習Ⅱ 2 1 永田恵理

期間 曜日 時限  備考：
後期 金 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
スポーツを楽しむ、体力づくり、基本技術の習得、
仲間作り

コミュニケーション力、社交性（社会的相互関係
力）、効果的な社会参加

授業のテーマ：
バドミントンを行うことで、運動不足解消や体力向上を目指す。また、ゲームやその運営をするこ
とにより、仲間作りや互いに協力して活動する能力を身に付けることをテーマとする。さらに、スポー
ツの楽しさを実感し、生涯を通じてスポーツをする大切さや、その意義について学習する。

授業の概要：
バドミントンは運動量が多く、様々な動きを必要とするため、授業を通して運動不足を実感したり、
運動習慣の必要性を感じる場になると良い。また、リーグ戦などを円滑に進めるために周囲と協力
して活動し、他の受講生とコミュニケーションをとることで、親交を深める場になると良い。

授業の計画：
（１）　基礎練習（クリアー、ドロップ、ヘアピン、スマッシュなど）
（２）　応用練習（基礎練習を複合させた練習）
（３）　シングルスゲーム（ルール、ゲームの流れの学習）
（４）　ダブルスゲーム（ルール、ゲームの流れの学習）
（５）　ゲームやその運営（リーグ戦、団体戦など）

授業方法：
一回の授業の流れは、ウォーミングアップ、基礎練習、ゲーム、クーリングダウンとする。基礎練習、
チーム練習の内容を徐々にレベルアップさせることにより、ゲームの内容を向上できると良い。

達成目標：
バドミントンの技術を高めることやゲームに勝つことも大事であるが、最も大切なのは、積極的に
参加し、真面目に取り組むことである。つまり、運動能力云々より、技術向上の為いかに努力でき
るかが大事であり、また周囲と協力し、皆が楽しく円滑に活動できるよう、率先して行動できるよ
うになることが目標となる。

評価方法：
期末の実技試験による。

教科書：
なし

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし

備考：
運動できる服装と体育館シューズが必要
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

D31001 華道文化論Ａ 2 2 三浦友馨

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
・庭先で咲く花を知る・植物の原産地と移動物語・
万葉の人々のこのみの花は・平安の人々のこのみ
の花は・文化人のこのむ花は

分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）、美的感受性

授業のテーマ：
日本の文化・芸能は、四季の変化の中で生み出され、発展してきた。他文化との関連を見ながらい
けばなの原点を見つめる。

授業の概要：
・春・夏に咲く花の名前、特徴を知らせる。
・植物と文化とのかかわりを知らせる。

授業の計画：
・三回のレポートに基づき授業を展開する。
・発表することにより、知識の蓄積をめざす。

授業方法：
基本的には、講義方式をとるが、実際には身のまわりに咲く、草花に触れながら理解を深める。3
回のレポート提出により、学生の発表の場を授業とする。

達成目標：
古代・近代にとりあげられた様々の植物の存在を知る。個々の植物の持つ特徴を知る。

評価方法：
レポート提出及び出席状況による。

教科書：
なし

参考文献：
仙伝抄、立華大全、池坊花伝書などの古文献

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

D31101 華道文化論Ｂ 2 2 三浦友馨

期間 曜日 時限  備考：
後期 金 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
・庭先で咲く花を知る・植物の原産地と移動物語・
万葉の人々のこのみの花は・平安の人々のこのみ
の花は・文化人のこのむ花は

分析・総合の思考力と判断力、価値判断力（意思
決定力）、美的感受性

授業のテーマ：
いけばなや植物は、様々の行事に大きな影響を与えてきた。将来、植物が人々の生活にいかなる活
力を与えるのか、思考を深める。

授業の概要：
秋の七草、クリスマスの花、正月の花について考え、授業での発表により知識を深める。

授業の計画：
・秋の七草の特徴を知るためのレポートとその発表の場としての授業を展開する。
・クリスマスの花、正月の花も同様に展開し、新たな行事の花について考察をする。

授業方法：
基本的には、講義方式をとるが、3�回のレポート提出により、学生の発表の場を授業とする。

達成目標：
今日の日本人が大切にしている様々な行事と植物との関連を知る。新たな行事の花を考えてみる。

評価方法：
レポート提出及び出席状況による。

教科書：
なし

参考文献：
仙伝抄、立華大全、池坊花伝書などの古文献

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

D32901 華道実習ⅠＡ（生花） 2 （1） 加藤碧玻

期間 曜日 時限  備考：Ⅰ�A・Ⅰ�B�両方取得して 2�単位
通年 木 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

楽しい時間、癒し、対話 価値判断力（意思決定力）、グローバルな視野、美
的感受性

授業のテーマ：
生花の基本的技法、知識を学ぶ。
池坊華道の一様式である「生花」の実習を通して、日本伝統文化の感性と意義を見出し、国際人と
しての人格形成の一助とする。

授業の概要：
　１．草木の見つめ方、ため方、省略など基本的な花材の生かし方を学ぶ。
　１．草木の自然と出生の表現を学ぶ。
　１．�一種生、二種生を中心とした基本的な正風体生花を修得する。
　◎一種生
　１．生花の役枝真副体での構成を学ぶ
　１．真副体のあしらいの枝、方向性を学ぶ
　◎二種生
　１．�二種生の体を学ぶ
　１．真副の草木に対しての体の草木の選び方を学ぶ

授業の計画：
第１〜第15　一種生
第16〜第30　二種生
※季節の植物を生けますので、その植物の一番美しい時を選びますから変動も有ります。

授業方法：
手本を生けながら説明した後、実習を行い、生け上がった作品を一作ずつ手直しをする。

達成目標：
自然界にある（生育している）植物の美しさをとらえる目を養う。

評価方法：
半期に一度の実習テストの結果による評価　40％
授業態度　60％

教科書：
なし

参考文献：
「池坊いけばなテキスト生花Ｉ・生花Ⅱ」（日本華道社／各�683�円）

実験・実習・教材費：
26,040�円（「生花」花代�＠�840�×�30�回分＋＠�840�正月花）
道具を持っていない場合は、別途道具代が必要（約�3,100�円）
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

D33001 華道実習ⅠＢ（自由花） 2 （1） 加藤碧玻

期間 曜日 時限  備考：Ⅰ�A・Ⅰ�B�両方取得して 2�単位
通年 金 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
・たての花をいけてみよう。・よこの花をいけてみ
よう。・ななめの花をいけてみよう。・自由花入門
コースを経験してみよう。

価値判断力（意思決定力）、グローバルな視野、美
的感受性

授業のテーマ：
教室の使い方、道具、花材の基本的使い方を身につける。
華道実習を通し、日本の伝統文化の真髄に触れつつ、その美の鑑賞の仕方を身につける。
基礎的技術を身につけ、美しい「いけばな」をつくりだす。
植物の美しさに気がつき、その生かし方を勉強する。

授業の概要：
・季節ごとの花材を手にすることにより、その性質を学ぶ。
・花材の配置、配色による美しい造形を追求する。
・花器との調和、飾る場所との調和を追求する。
・自由花入門カリキュラムにそって段階を区切り実習を深める。

授業の計画：
第１〜第30　入門カリキュラムに添って、花器・花材の取りあつかいを知る。

授業方法：
当日使用する花材の名前や性質について説明する。
花器を選択し、形づくりを考える。

達成目標：
基礎的な自由花を身につけることと、作法を身につける。

評価方法：
半期に一度の実習テストの結果による評価　40％
授業態度　60％

教科書：
なし

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
26,880�円（「自由花」花代�@840�×�30�回分＋＠�840�×�2�回分�正月花、クリスマス花）
道具を持っていない場合は、別途道具代が必要（約�3,100�円）
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

D32501 〜 03 茶道実習Ⅰ 2 2 神谷昇司

授業コード 期間 曜日 時限  備考：履修抽選対象科目
D32501 通年 火 1
D32502 通年 火 2
D32503 通年 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

和敬清寂　薄茶　盆略点前　床の間 コミュニケーション力、社交性（社会的相互関係
力）、美的感受性

授業のテーマ：
｢座礼の日本文化である茶道を通して主客の心を学ぶ｣

授業の概要：
点前の規律正しさ、節度ある人との対応の仕方、人間としての本来の姿を養うことを目的とする。
亭主と客の動作の実習を通して茶道の真の相を学び、和敬清寂の茶道精神を体得し、人に対しても
物に対しても気配りのできる感性豊かな人間形成を目指す

授業の計画：
以下の手順にて実習：
（前期）
（１）�襖のあけしめ、お辞儀の仕方　真、行、草、お菓子、お茶の頂き方
（２）（３）�ふくさの扱い方、割稽古
（４）�席入りの仕方、床の拝見
（５）（６）（７）（８）�盆略点前
（９）（10）�柄杓の扱い方
（11）（12）（13）（14）�風炉　薄茶　平点前
（15）�柏露軒茶会
（後期）
（１）〜（７）�風炉運び点前
（８）〜（14）�炉運び点前
（15）�柏露軒茶会

授業方法：
授業のはじめに「ことば」「利休道歌」「四規七則」の唱和
前期、後期各一度ずつ名古屋にある神谷柏露軒・孤庵・猿庵にて、茶室見学並びに実習をいたします。

達成目標：
茶道の基本である盆略点前とび薄茶平点前を習得する。茶道文化検定を受検して茶道力を養う。

評価方法：
授業への取り組みを重視。
申請によって裏千家初級の資格（入門・小習・茶箱の許状）が取得できます。

教科書：
『裏千家茶道』（財団法人今日庵発行／ 900 円）
裏千家茶道文化検定３・４級用（1,260 円）

参考文献：

実験・実習・教材費：
10,000�円（�抹茶・菓子代、消耗品費）　道具を持っていない場合は別途道具代が必要
（履修の手引き「茶道の許状取得と茶道実習の履修方法」参照）
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L10101 日本文学の基礎Ⅰ １・２ 2 花井しおり

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

日本文学、日本文学史、読解力 コミュニケーション力、美的感受性

授業のテーマ：
奈良時代から明治時代にいたるまでの、日本文学の代表的な作品に触れることにより、美しい日本
語表現を味わう、とともに日本文学の基礎的な知識を養う。

授業の概要：
日本文学の代表的な作品についての基礎的な知識を養う。

授業の計画：
１　概説
２　夏目漱石『坊っちゃん』
３　文章表現の基礎　１　文体・主語・述語など
４　文章表現の基礎　２　原稿用紙の使い方など
５　評論の読解　１
６　評論の読解　２
７　１から６までのまとめ
８　『万葉集』
９　『古今和歌集』
10　『源氏物語』
11　『枕草子』
12　『平家物語』
13　『奥の細道』
14　�８から 13 までのまとめ
15　まとめ

授業方法：
講義形式を基本とする。

達成目標：
日本語の表現を正確に理解することができる。
中学校国語レベルの日本文学史の流れを理解することができる。
上記の２点を相応に達成している……………………………Ａ
上記の２点を相応に達成しているが不十分な点がある……Ｂ
上記の２点の最低限は満たしている…………………………Ｃ
上記の２点を満たしていない…………………………………Ｄ

評価方法：
定期試験による。

教科書：
『新国語便覧』秀学社（定価　620 円）
夏目漱石『坊ちゃん』（286 円＋税）

参考文献：
授業内で指示する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L10201 日本文学の基礎Ⅱ １・２ 2 花井しおり

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

読解力、表現力、宮沢賢治 コミュニケーション力、美的感受性

授業のテーマ：
宮沢賢治の、さまざまなジャンルの文学作品に触れ、日本語による表現を正確に読解するとともに
レポートの作成を通して基礎的な国語能力の習得をめざす。

授業の概要：
宮沢賢治の童話・短歌・口語詩・文語詩・芸術論などの作品を読む。

授業の計画：
１　概説　
２　『洞熊学校を卒業した三人』１
３　『洞熊学校を卒業した三人』２
４　『洞熊学校を卒業した三人』３
５　『なめとこ山の熊』１
６　『なめとこ山の熊』２
７　『なめとこ山の熊』３
８　『銀河鉄道の夜』１
９　『銀河鉄道の夜』２
10　『銀河鉄道の夜』３
11　短歌
12　詩　１
13　詩　２
14　芸術論
15　まとめ

授業方法：
講義形式を基本とするが、適宜学生自らの感想・意見を発表してもらう発表形式も取り入れる。

達成目標：
日本語による表現を正確に読解する。
わかりやすい文章を記述する。

評価方法：
定期試験による。

教科書：
『宮沢賢治全集』７　（ちくま文庫　1,050 円＋税）

参考文献：
授業内で指示する。
宮沢賢治の作品は新潮文庫や岩波文庫などでも手軽に読めるが、現在最も信頼に足るテキストを用
いたものとして、ちくま文庫の『宮沢賢治全集』をあげておく。

実験・実習・材料費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L20101 日本の文学（近現代の文学） 2 2 花井しおり

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

近現代の文学、文学的文章、論理的文章 コミュニケーション力、美的感受性

授業のテーマ：
日本の近現代の文学を的確に読み取るための基礎的能力を会得する。

授業の概要：
新聞のコラム・中学校・高等学校の国語の教科書に載る近現代の文学教材を対象として講義する。

授業の計画：
１　はじめに　授業の進め方　
２　日本語表現の基礎１
３　日本語表現の基礎２
４　コラムを読む１　
５　コラムを読む２　
６　コラムを読む３　
７　１から６までのまとめ　
８　文学的文章を読む１
９　文学的文章を読む２
10　文学的文章を読む３
11　文学的文章を読む４
12　８から 11 までのまとめ
13　論理的文章を読む
14　論理的文章を読む
15　まとめ　

授業方法：
講義形式を基本とするが、適宜対話形式・発表形式を取り入れる。
教科書の他プリント資料を配布する。

達成目標：
近現代の文学作品を正確に読み取ることができる。

評価方法：
定期試験により評価する。
近現代の文学についてたいへんよく理解している……Ｓ
近現代の文学についてよく理解している………………Ａ
近現代の文学について理解している……………………Ｂ
近現代の文学の基礎的事項について理解している……Ｃ

教科書：
授業には必ず国語辞典（書籍・電子辞書）を持参すること。

参考文献：
授業時に適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L20201 日本のことばⅠ 2 2 花井しおり

期間 曜日 時限  備考：
前期 木 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

日本語の歴史、日本語の文法 コミュニケーション力、分析・総合の思考力と判
断力

授業のテーマ：
日本語文法の基礎的な知識を習得する。

授業の概要：
日本語文法の基礎的な事項を習得する。

授業の計画：
１　概説
２　国語学の基礎　品詞１
３　国語学の基礎　品詞２
４　文の構造　１
５　１〜４のまとめ
６　活用　１
７　活用　２
８　活用　３
９　６〜８のまとめ
10　係り結び　１
11　係り結び　２
12　条件表現
13　指示語
14　10 〜 13 のまとめ
15　全体のまとめ
※　授業計画は、受講生の理解等により変更を行う場合がある。

授業方法：
講義形式を基本とするが、適宜対話形式・発表形式を取り入れる。

達成目標：
日本語の文法についての基礎的な知識を習得する。

評価方法：
定期試験（100％）
日本語文法についてたいへんよく理解している……Ｓ
日本語文法についてよく理解している………………Ａ
日本語文法について理解している……………………Ｂ
日本語文法についてだいたい理解している…………Ｃ

教科書：
阪倉篤義　著『改稿　日本語文法の話』教育出版（2,427 円＋税）
『新総合　図説国語』東京書籍（880 円）

参考文献：
�朝比奈英夫　他　編『古典入門』清文堂出版（1,700 円＋税）
その他は、授業時に適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L20301 中国の文学Ⅰ 2 2 渡昌弘

期間 曜日 時限  備考：教員免許状（国語）取得のための必修科目
前期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

読み書き、対話、コミュニケーション コミュニケーション力

授業のテーマ：
漢文訓読を通して中国の古典を学ぶ。

授業の概要：
漢文訓読の方法を学びつつ、中国古典の代表的な作品を概観していく。

授業の計画：
１．はじめに（概要紹介）
２．漢字の基礎、漢和辞典の利用
３．訓点について
４．漢文の構文
５、返読文字
６．再読文字
７．受身形・使役形
８．否定形
９．疑問形・反語形
10．限定形・累加形
11．故事成語（守株、矛盾）
12．故事成語（刻舟求剣）
13．故事成語（楚共王遺弓、狐假虎威）
14．故事成語（蛇足）
15．まとめ

授業方法：
教科書にしたがって進める。

達成目標：
・漢文訓読の方法を理解できる。
・教科書収録の作品を自力で訓読できる。

評価方法：
試験により行う。
Ｓ…漢文訓読の方法を理解し、白文に自力で訓点等を付すとともに、作品の背景等が分析できる
Ａ…�漢文訓読の方法を理解し、教科書収録の作品を自力で訓読するとともに、作品の背景等が分析

できる
Ｂ…漢文訓読の方法を理解し、教科書収録の作品を自力で訓読できる
Ｃ…漢文訓読の方法を理解できる
Ｄ…Ｃのレベルに達していない

教科書：
（1）榊原邦彦ほか編『漢文入門』和泉書院、1,260 円（税込）。ただし授業期間内に教科書を終了しない。
（2）高校等で使用した漢和辞典

参考文献：
必要に応じて提示。

実験・実習・教材費：
なし。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L20401 書道 2 2 衣川彰人

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

書写　　書道　　文字　　毛筆　　硬筆 美的感受性　　コミュニケーション力

授業のテーマ：
この授業では、①書写書道教育における現状の諸問題と今後の展開について②小・中学校にて行わ
れる国語科の書写教育における楷書と行書の学習についての知識を深める③書字活動を通して行わ
れる他者とのコミュニケーションに必要とされるさまざまな知識を学ぶとともに実技能力の向上を
図るという３つのテーマをもとにして講義と実技指導をしていきたい。

授業の概要：
文字を正しく整えて書くための字形のとり方や配字法などのポイントについて講義を交えながら実
技指導していく。また、細字（小字）や硬筆の指導も行い、実用の書にも対応できるようにしてい
きたい。

授業の計画：
第１回　用具・用材について
第２回　書の美を求めて…書体について
第３回　楷書の基本点画
第４回　楷書の字形…文字の概形
第５回　楷書の字形…画の長短と間隔
第６回　楷書の字形…画の方向・接し方
第７回　楷書の字形…筆順
第８回　楷書の字形…組み合わせ方（左右）
第９回　楷書の字形…組み合わせ方（上下）
第10回　楷書の字形…組み合わせ方（内外）
第11回　行書の運筆・用筆について
第12回　行書の字形…点画の変化
第13回　行書の字形…点画の省略
第14回　行書の字形…点画の連続
第15回　行書の字形…筆順の変化
※希望に応じて、年賀状や慶弔の表書きなどの細字（小字）の筆写についての指導も行う。
※毎回の授業にて毛筆と硬筆の筆写を関連させて指導を行う。

授業方法：
講義と実技指導を交えて行う。授業時間の 15 分程度を書法や字形に関する解説を行ったうえで、残
りを実技指導し、毎回、毛筆による清書作品を制作し、その後、硬筆の学習をする。

達成目標：
文字を正しく整えて書くために必要な基礎的な知識を理解し、それらを活かしながら自らの書字能
力の向上を図ることを目標とする。

評価方法：
書写書道の実技を含めた書字に関するレポートによる（100％）。
文字を書くための知識を十分に理解し、書字能力の向上を図ることができた････････････Ｓ
文字を書くための知識への理解を深めながら、書字能力の向上を図ることができた･･････Ａ
文字を書くための知識を学ぶとともに、書字能力の向上を図ることができた････････････Ｂ
文字を書くための知識を学びながら、書字能力の向上のために努力することができた････Ｃ
Ｃのレベルに達することができなかった････････････････････････････････････････････Ｄ

教科書：
全国大学書写書道教育学会編『明解書写教育』（萱原書房／ 1,500 円）
書道用具一式（大筆・小筆・紙・墨・硯・下敷き・文鎮等）
硬筆用の鉛筆（Ｂまたは２Ｂ程度の硬さの鉛筆が望ましい）

参考文献：
春名好重・三浦康広・杉村邦彦編集『書の基本資料』（中教出版）

実験・実習・教材費：
各自で書道半紙・墨汁など、実技練習に必要となるものを用意すること。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L20601 日本のことばⅡ 2 2 花井しおり

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

日本語の歴史、日本語の文法 コミュニケーション力、分析総合の思考力と判断力

授業のテーマ：
漢字使用による文学の形成の意義について考える。

授業の概要：
我が国の七、八世紀、いわゆる上代は、人々が口伝えによる言語生活から脱却し、文字によって言
葉を定着させる習慣を持ち始めた時代である。平仮名や片仮名のいまだ成立していないこの時期、
中国からもたらされた漢字によってのみ日本語の文をつづり、文学作品をうみだすということは、
どのような営みであるのか、そのさまざまなあり方から出発し、日本語の歴史をたどる。

授業の計画：
１　概説　はじめに
２　概説　日本語学の基礎１
３　概説　日本語学の基礎２
４　概説　日本語学の基礎３
５　言語学的な準備
６　１〜５のまとめ　
７　古代の日本語　１
８　古代の日本語　２
９　古代・中世の文法　１
10　古代・中世の文法　２
11　７〜 10 のまとめ　
12　中世の話し言葉　１
13　中世の話し言葉　２
14　12 〜 13 のまとめ
15　全体のまとめ　
※　授業計画は、受講生の理解・興味等により変更を行う場合がある。

授業方法：
講義形式を基本とするが、適宜対話形式、発表形式を取り入れる。

達成目標：
日本語の歴史についての基礎的な知識を修得する。

評価方法：
定期試験（100％）
日本語の歴史についてたいへんよく理解している………………Ｓ
日本語の歴史についてよく理解している…………………………Ａ
日本語の歴史について理解している………………………………Ｂ
日本語の歴史の基本的事項についてだいたい理解している……Ｃ

教科書：
山口仲美『日本語の歴史』（岩波新書　1018）岩波書店（740 円＋税）

参考文献：
授業時に適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L20701 日本の文学（古典文学） 2 2 花井しおり

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

万葉集、和歌、和歌の修辞、国文学史（日本文学史）コミュニケーション力、美的感受性

授業のテーマ：
日本の文学伝統の形成過程を知る。

授業の概要：
上代から中古にいたるまでの、中学校・高等学校国語の古典で取り上げられる作品を中心として、
文学史的事項と作品を理解する。

授業の計画：
１　概説　１　歴史的事項の確認
２　概説　２　国文学・国文学史の基礎
３　『万葉集』１
４　『万葉集』２
５　和歌の修辞
６　『古今和歌集』
７　１〜６のまとめ
８　『伊勢物語』１
９　『伊勢物語』２
10　『源氏物語』１
11　『源氏物語』２
12　８〜 11 のまとめ
13　『土佐日記』
14　『枕草子』
15　まとめ　

授業方法：
講義形式を基本とするが、適宜対話形式、発表形式を取り入れる。教科書の他プリント資料を配布
する。

達成目標：
『万葉集』および授業で取り上げた古典文学作品についての基礎的な知識を習得する

評価方法：
試験により評価する。
レポートの提出遅延は減点とする。
日本の文学史についてたいへんよく理解している……Ｓ
日本の文学史についてよく理解している………………Ａ
日本の文学史について理解している……………………Ｂ
日本の文学史についてだいたい理解している…………Ｃ

教科書：
『新総合図説国語』東京書籍（税込　880 円）

参考文献：
坂本信幸　毛利正守　編『万葉事始』和泉書院（税込　720 円）
神野志隆光　編『万葉集観賞事典』講談社学術文庫（税込　1,200 円）
その他は授業時に適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L20801 日本文学の歴史 2 2 花井しおり

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

古今和歌集、和歌、和歌の修辞 美的感受性、コミュニケーション力、グローバル
な視野

授業のテーマ：
最初の勅撰和歌集『古今和歌集』以来、季節の風物は和歌の中心的な主題とされた。この講義では、
『古今和歌集』歌を丁寧に読むことを通して、日本文化の基底にある季節観を知るとともに、和歌を
理解するための和歌の修辞・文法的知識を習得する。

授業の概要：
『古今和歌集』を中心とした和歌の表現技法を学ぶ。
和歌における季節の表現を学ぶ。

授業の計画：
１　はじめに　授業の進め方・参考文献の紹介・歴史的事項の確認
２　概説　１　『古今和歌集』について
３　概説　２　和歌の修辞
４　『萬葉集』から『古今和歌集』へ
５　『古今和歌集』１
６　『古今和歌集』２
７　『古今和歌集』３
８　『古今和歌集』４
９　５から８までのまとめ
10　『古今和歌集』５
11　『古今和歌集』６
12　『古今和歌集』７
13　『古今和歌集』８
14　10 から 13 までのまとめ
15　まとめ

授業方法：
前半は講義形式、後半は担当する歌を決めて発表形式とする。

達成目標：
『古今和歌集』などの文学史的な知識を習得する。
『古今和歌集』の歌を理解するための和歌の修辞・文法的知識を習得する。

評価方法：
定期試験による。
『古今和歌集』についてたいへんよく理解している………Ｓ
『古今和歌集』についてよく理解している…………………Ａ
『古今和歌集』について理解している………………………Ｂ
『古今和歌集』についての基本的事項を理解している……Ｃ

教科書：
高田祐彦　訳注『新版　古今和歌集』角川文庫ソフィア（1,124 円＋税）
『新総合　図説国語』東京書籍（定価 880 円）
※　授業時には必ず古語辞典（書籍）を持参すること（電子辞書は不可）。

参考文献：
朝比奈英夫他　編『古典入門』清文堂出版（1,700 円＋税）
その他は、授業のなかで適宜紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L20901 中国の文学Ⅱ 2 2 渡昌弘

期間 曜日 時限  備考：教員免許状（国語）取得のための必修科目
後期 月 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

読み書き、対話、コミュニケーション コミュニケーション力

授業のテーマ：
漢文訓読を通して中国の古典を学ぶ。

授業の概要：
漢文訓読の方法を学びつつ、中国古典の代表的な作品を概観していく。

授業の計画：
１．漢文訓読方法の確認
２．故事成語（苛政猛於虎也、漱石枕流）
３．故事成語（五十歩百歩）
４．故事成語（漁父之利、蛍窗雪案）
５．故事成語（朝三暮四、推敲）
６．故事成語（塞翁馬）
７．古体の詩（桃夭、古詩十九首）
８．古体の詩（飲酒）
９．古体の詩（帰園田居）
10．唐代の詩（代悲白頭翁）
11．唐代の詩（春暁）
12．唐代の詩（涼州詞、登鸛鵲楼）
13．唐代の詩（鹿柴）
14．唐代の詩（竹里館、送元二使安西）
15．まとめ

授業方法：
教科書にしたがって進める。

達成目標：
・漢文訓読の方法を理解できる。
・教科書収録の作品を自力で訓読できる。

評価方法：
試験により行う。
Ｓ…漢文訓読の方法を理解し、白文に自力で訓点等を付すとともに、作品の背景等が分析できる
Ａ…�漢文訓読の方法を理解し、教科書収録の作品を自力で訓読するとともに、作品の背景等が分析

できる
Ｂ…漢文訓読の方法を理解し、教科書収録の作品を自力で訓読できる
Ｃ…漢文訓読の方法を理解できる
Ｄ…Ｃのレベルに達していない

教科書：
「中国の文学Ⅰ」の残りの部分を用いる。

参考文献：
必要に応じて提示。

実験・実習・教材費：
なし。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L12101 日本史概説 １・２ 2 川口雅昭

期間 曜日 時限  備考：
前期 月 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

歴史観、日本史知識 分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、グロー
バルな視点

授業のテーマ：
高校時代までに学んだ歴史知識の確認を第一として、古代から現在までの我が国の歴史を広い視点
から学ぶ。また、周辺諸国や世界の動向との関係も意識し、我が国が如何なる発展をしてきたかを
考え、現在の我が国がどのような理由で形成されているのかを理解する。

授業の概要：
日本史の基本的知識、その関連知識、また、やや専門的な知識を習得し、プリント等でそれぞれを
確認する。基礎学力をチェックして、場合によっては、小学校六年レベルから基礎固めをし、そして、
日本のあゆみを理解できるようにする。

授業の計画：
１　日本のあけぼの
２　大和政権の成立
３　東アジア情勢と古代国家の成立
４　律令国家の変質と摂関政治
５　武家社会の形成
６　蒙古襲来と武家社会の転換
７　下克上と戦国大名
８　幕藩体制の確立
９　幕政の安定と町人の活動
10　幕藩体制の動揺
11　幕末の動乱と明治維新
12　近代国家の成立と明治立憲制の形成
13　日清・日露戦争と帝国主義的発展
14　日本をめぐる内外情勢
15　「大東亜戦争」と戦後日本

授業方法：　
講義形式を中心とする。同じ時間内に、プリント等により、講義内容の確認作業を行う。

達成目標：
日本史に関する基本的及び主要事件・事項などに関するやや専門的知識を獲得し、我が国の歩みを
理解する。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。

教科書：
『もういちど読む山川日本史』山川出版社、2009 年

参考文献：
講義の中で適時紹介する。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L22101 日本古代・中世史 2 2 神谷昇司

期間 曜日 時限  備考：
後期 水 １

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

風土と自然、出雲と伊勢、寝殿造、禅宗 分析・総合の思考力と判断力、グローバルな視野

授業のテーマ：
古代から中世にかけての、東アジア地域との交流によって作り出された「日本」を、その時代の建
築物と時代に生きた人々の変容と発展過程の中で、建築、文化史の観点から考察する。

授業の概要：
基本的に時代の流れをたどりつつ、時代性のあるテーマをとりあげ、全体として通史的な枠組を修
得できるようにしていく。

授業の計画：
Ⅰ、日本の風土と自然
２、狩猟と稲作の文化
３、出雲と伊勢
４、耶馬大国と大和朝廷
５、法隆寺と東大寺
６、遣唐使と中国文化の摂取
７、寝殿造の住まい方
８、平氏政権と日宋貿易
９、源実朝と藤原定家
10、大仏様と禅宗様の建築
11、禅宗の盛行と渡来僧
12、元寇の混乱と金沢貞顕
13、鎌倉幕府の滅亡と南北朝の内乱
14、社会風潮と下克上
15、まとめ

授業方法：
基本的には講義形式で進めますが、必要に応じてビデオやプリントなど資料を用いていきます。

達成目標：
日本の古代・中世史の背景の中で、日本文化の成立過程を学ぶ　

評価方法：
試験 100％（レポートも含む）

教科書：
「日本史のなかの茶道」（淡交社 2,000 円＋税）

参考文献：
図書館にある通史のシリーズものなどで、日本の古代・中世史に関する本を読んで時代へのイメー
ジを培う

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L12201 日本近世史 １・２ 2 川口雅昭

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

武士、武士道、忠・忠義、近代化 分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、効果
的な社会参加

授業のテーマ：
徳川時代は近代化の胎動期であり、また、現在の日本社会にも通じる多くの文化遺産の産出期であっ
た。授業では、社会の特性を論考すると共に、同時期における、「知」の成長過程を考察する。

授業の概要：
武士道や武家社会の構造を通して、江戸という時代のタテ社会のメカニズムを検討し、リーダーシッ
プ、組織と個人との関係を論ずる。また、他方では、文化、思想の多様な展開を検討し、徳川社会
の政治的近代化を論じる。

授業の計画：
１　藩の組織
２　武士道Ⅰ
３　武士道Ⅱ
４　武士道Ⅲ
５　元禄時代
６　儒学の発展Ⅰ
７　儒学の発展Ⅱ
８　能力主義とシステム
９　ペリー来航と幕藩体制Ⅰ
10　志士吉田松陰の誕生
11　吉田松陰の武家観
12　吉田松陰の天皇観
13　吉田松陰の国際観
14　維新への胎動
15　江戸という時代

授業方法：　
講義形式

達成目標：
講義内容を理解すると共に、自己の歴史認識能力を高める。

評価方法：
期末テスト 100％によって、評価する。

教科書：
なし

参考文献：
講義の中で折々に紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L22201 日本近 ･現代史 2 2 田浦雅徳

期間 曜日 時限  備考：
前期 火 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

日本近代史、国民国家、立憲政治への胎動 分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、グロー
バルな視野

授業のテーマ：
本講義は、近代における日本の歩みを、その時々の日本の生存条件を考えながら見ていこうとする
ものである。幕末から太平洋戦争に至るまでの歴史なかで、特にペリー来航以来の幕末から明治
十四年の政変までの政治過程を講義する。

授業の概要：
明治立憲制が成立していく過程を丹念に追っていく。

授業の計画：
第１回　立憲政治実現過程の日欧比較
第２回　幕閣専断から公議輿論の尊重へ
第３回　加藤弘之の「鄰艸」
第４回　王政復古の政変
第５回　五箇条の御誓文
第６回　「公議」の制度化への試み−公議所の開設
第７回　版籍奉還と廃藩置県
第８回　岩倉使節団
第９回　征韓論と明治六年の政変
第 10 回　大久保利通と明治政府
第 11 回　民撰議院設立建白書
第 12 回　自由民権運動
第 13 回　士族反乱と西南戦争
第 14 回　さまざまな憲法構想　私擬憲法と岩倉の憲法意見書
第 15 回　明治十四年の政変と国会開設の勅諭
第 16 回　試験

授業方法：
教科書を読みながら、パワーポイントのスライドを使って詳細な解説を行う。

達成目標：
近代国民国家としての日本が如何にして形成されたかを知ること。そのために必要な知識や歴史観
を習得する。

評価方法：
試験（100％）によって評価する。

教科書：
鳥海靖『日本の近代＝国民国家の形成・発展と挫折』放送大学教育振興会、2,100�円

参考文献：
なし

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L22301 地誌学 2 2 伊藤貴啓

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
地域と地域性　日本の地域構造　人口移動　都市
システム　産業と地域

分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
地誌学は地理学において，系統地理学とともに二大分野をなす。それは地域を対象に，地域の仕組み・
構造を明らかにするものである。社会科では小学校中学年から５年生にかけて、地域教材や日本の
産業などさまざまなことを学ぶ。また、中学校地理的分野では学指導要領の改訂によって，日本の
各地方や世界に関する地誌的内容を学ぶ場面が増えることとなった。では，地誌的に地域を把握す
るとはどのようなことであろうか。本講義では，日本を題材に現代日本の地域構造からこの点に迫り，
地域を地誌的に考えることができるようになることを目的とする。

授業の概要：
まずは地誌学とはどのようなことを究明しようとするのかをみてみよう。その後，社会科における
地誌の取扱いをみた後，具体的題材としての現代日本の地域構造を人口・都市・産業の側面から明
らかにしていく。

授業の計画：
１回　地誌学とは
２回　地域と地誌
３回　人口からみた日本の地域構造（１）：人口推移と人口学方程式
４回　　　〃　　　　　　　　　　（２）：人口動態の変化
５回　　　〃　　　　　　　　　　（３）：人口移動の地域性
６回　　　〃　　　　　　　　　　（４）：高齢化の地域性
７回　　　〃　　　　　　　　　　（５）：日本の将来人口と外国人集住
８回　都市からみた日本の地域構造（１）：都市の形成と都市化
９回　　　〃　　　　　　　　　　（２）：都市の階層性とその変化
10回　　　〃　　　　　　　　　　（３）：都市システムからみた日本
11回　産業からみた日本の地域構造（１）：産業構造の変化と地域
12回　　　〃　　　　　　　　　　（２）：工業都市とその変化
13回　　　〃　　　　　　　　　　（３）：工業の地域構造
14回　　　〃　　　　　　　　　　（４）：サービス経済化と地域
15回　後期のまとめ−地誌学と日本の地域構造

授業方法：
教科書は利用せず，各回に資料を配付しながら，パワーポイントで講義を行う。参考文献は適宜，
提示する。なお，各回に疑問点などを提出してもらう。

達成目標：
地域の特色を考察できる能力を培う

評価方法：
評価は試験（レポートを含む）で行う
Ｓ：授業で取り扱わなかった地域の諸現象を用いて地域的特色を自ら考察できる水準に達したもの
Ａ：授業で取り扱かった地域の諸現象を用いて地域の特色を適切に考察できる水準に達したもの
Ｂ：�授業で取り扱かった地域の諸現象のうち，一つの側面から地域的特色との関係を考察できる水

準に達したもの
Ｃ：授業で取り扱かった地域の現象と地域的特色の関係を考察できる水準に達したもの
Ｄ：授業で取り扱かった地域の現象と地域的特色の関係を考察できる水準に達していないもの

教科書：
利用せず

参考文献：
各回に適宜明示

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L22401 人文地理学 2 2 伊藤貴啓

期間 曜日 時限  備考：
前期 水 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
地理的見方・考え方　環境と人間　空間認知　地
域イメージ　地域

分析・総合の思考力と判断力　問題解決力　価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
地理学とは文字通り，地の理を学ぶ学問である。高校時代の地理Ａ・Ｂや中学校社会科の地理的分
野とこの点で異なる。では，地のことわりを学ぶとはどういうことだろうか？人文地理学は人文現
象を対象に，それを究明していく学問である。本講義では環境と人間の関わりを軸に，地の理を明
らかにする視点としての地理的見方・考え方の獲得を目的とする。

授業の概要：
まずは，地理学がいかに生まれてきたのかを概観してみよう。その後，人間と環境の関わりを地理
学がどのようにとらえてきたのか。すなわち，地理学における環境論の変遷をみた後，地理学が対
象とする地域を私たちがいかに認識し，地域イメージを形成していくのかを捉えていきたい。その際，
地域イメージと文学やマスメディアの関係などに視点を置いて考えることにしよう。

授業の計画：
第１回　地理学とは：時間と空間，そして地理学
第２回　地理的見方・考え方（１）地域と地域の関係：名古屋大都市圏の拡がり
第３回　　　〃　　　　　　（２）自然と自然の関係：自然が織りなす地形
第４回　　　〃　　　　　　（３）自然と人間の関係：オランダを事例に
第５回　　　〃　　　　　　（４）地域的特色の把握：東日本と西日本
第６回　地理学における空間認識の変遷（１）環境決定論
第７回　　　〃　　　　　　　　　　　（２）環境可能論
第８回　　　〃　　　　　　　　　　　（３）環境認知論
第９回　心象風景と地域（１）原風景の形成：新美南吉の場合
第10回　　　〃　　　　（２）文学と地理空間：夏目漱石の場合
第11回　　　〃　　　　（３）軽井沢のイメージはいかにつくられたのか
第12回　地域イメージの形成と地域（１）農村という神話
第13回　　　〃　　　　　　　　　（２）アニメと地域
第14回　　　〃　　　　　　　　　（３）マスメディアと地域
第15回　地理学と地域−前期まとめ

授業方法：
教科書は利用せず，各回に資料を配付しながら，パワーポイントで講義を行う。参考文献は適宜，
提示する。第８回の新美南吉では『ごんぎつね』，第９回の夏目漱石では『門』を取り扱うので，事
前に読んでくること。なお，各回に疑問点などを提出してもらう。

達成目標：
地域の諸現象を地理的見方・考え方から認識する能力を培う

評価方法：
評価は試験（レポートを含む）で行う
Ｓ：�授業で取り扱わなかった地域の諸現象を地理的見方・考え方を用いて自ら考察できる水準に達

したもの
Ａ：�授業で取り扱かった地域の諸現象を４つの地理的見方・考え方を用いて適切に考察できる水準

に達したもの
Ｂ：�授業で取り扱かった地域の現象を地理的見方・考え方の一つを用いて考察できる水準に達したもの
Ｃ：授業で取り扱かった地域の現象と地理的見方・考え方の関係を考察できる水準に達したもの
Ｄ：授業で取り扱かった地域の現象と地理的見方・考え方の関係を考察できる水準に達していないもの

教科書：
利用せず

参考文献：
各回に適宜明示

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L22501 アジアの歴史 2 2 渡昌弘

期間 曜日 時限  備考：教員免許状（社会・地歴）取得のための必修科目
前期 木 3

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

理解、尊重、読み書き グローバルな視野

授業のテーマ：
グローバルな視野の育成をテーマとして、アジアの歴史を取り上げる。

授業の概要：
アジアといっても、その対象となる地域は様々な地理的景観を含み、民族的関係は複雑で、言語・
文字も極めて多様である。そこで西アジア等の地域に分け、それぞれの特徴的な問題を取り上げて
現代社会を考える一助とする。

授業の計画：
１．アジアの自然と地理
２．西アジア（１）イスラーム文化圏の形成
３．西アジア（２）オスマン帝国の繁栄と衰退
４．西アジア（３）パレスチナ問題
５．西アジア（４）イラン・イラクと欧米諸国
６．南アジア（１）ムガル帝国の盛衰
７．南アジア（２）植民地インドの形成
８．南アジア（３）第二次世界大戦とインド
９．南アジア（４）カシミール問題
10．東アジア（１）アヘン戦争
11．東アジア（２）辛亥革命と清朝の滅亡
12．東アジア（３）二つの世界大戦と中国
13．東アジア（４）冷戦と中国
14．東アジア（５）朝鮮半島の分断
15．まとめ

授業方法：
講義形式

達成目標：
グローバルな視野のうち、特に基礎的知識の理解・尊重の能力を習得する。

評価方法：
試験により行う。
Ｓ…理論を駆使して完成度の高い独自のグローバルな視野を持つことができる
Ａ…理論を部分的に活用してグローバルな視野を持つことができる
Ｂ…理論を使いながら出来事の分析ができる
Ｃ…理論や用語を説明できる
Ｄ…Ｃのレベルに達していない

教科書：
特に定めない。

参考文献：
高校で使用した「世界史」の教科書、図録など資料集。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L22601 社会学Ⅰ 2 2 安福恵美子

期間 曜日 時限  備考：
前期 集中 Ｂ

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

現代社会、社会学的視点、社会学的探求 コミュニケーション力、問題解決力、価値判断力（意
思決定力）

授業のテーマ：
私たちの社会はさまざまな問題を抱えながら変化している。本講義では、社会的行為、社会集団、
地位と役割、社会変動、文化などを取りあげ、社会学の基本的な理論や概念を学ぶとともに、社会
学的探求の方法についての理解を深めてゆく。

授業の概要：
社会学の概念を概説するとともに、教育、家族、労働、環境、福祉などの問題を取りあげ、社会学
の視点から現実の社会や社会問題がどのように分析され、理解されているかを問題提起しながら講
義する。

授業の計画：
１�回　社会学とは何か
２�回　社会学に何ができるのか
３�回　社会学と調査
４�回　近代社会の成立
５�回　現代社会と教育
６�回　現代社会と家族
７�回　現代社会と環境
８�回　現代社会と政治
９�回　現代社会と福祉
10�回　現代社会と情報
11�回　現代社会と労働
12�回　現代社会とレジャー
13�回　現代社会における格差
14�回　現代社会における文化装置
15�回　まとめ

授業方法：
各回のテーマに即した資料・文献（ビデオを含む）を参考に、受講生各自が感想や意見を述べるこ
とによってテーマに対する理解を深めてゆく。そのため、受講生各自の積極的な授業参加を求める。

達成目標：
さまざまな社会現象を社会学的に分析するための視角を養う。

評価方法：
試験 100％によって評価する。

教科書：
安福恵美子著『ツーリズムと文化体験』（流通経済大学出版会）

参考文献：
授業のなかで随時紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L22701 欧米の歴史Ⅰ 2 2 大橋真砂子

期間 曜日 時限  備考：
前期 金 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

文字、識字、書物、教育 グローバルな視野

授業のテーマ：
西洋の歴史といっても、時代や国、地域によってその内容は様々です。また、政治史のみならず、
社会史や文化史など、多様な角度から過去を検討することも可能です。この授業では、ヨーロッパ
の社会や政治を支え、現代まで影響を及ぼしている文字文化（識字文化）の変化について探ってい
きます。

授業の概要：
古代から近代にかけてのヨーロッパの歴史を概観しながら、文字の読み書きや教育がどのような変
化を辿ったかを考察します。

授業の計画：
１．イントロダクション
２．古代〜中世の書写材料
３．古代社会と文字（１）
４．古代社会と文字（２）
５．古代における書物
６．キリスト教と文字文化（１）
７．キリスト教と文字文化（２）
８．中世社会と文字
９．中世におけるマニュスクリプトの作成
10．アラビア文化の影響
11．中世の大学
12．ルネサンスとその影響
13．活版印刷とその影響
14．近代における教育制度
15．まとめ

授業方法：
適宜プリント等を利用しながら講義形式で行います。

達成目標：
ヨーロッパの歴史の流れ、および文字文化についての基本的な知識を獲得することを目標とします。

評価方法：
レポート（20％）と期末試験（80％）で評価します。

教科書：
使用しません。

参考文献：
授業中に適宜紹介します。

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L22801 哲学 2 2 内藤可夫

期間 曜日 時限  備考：
後期 金 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

学問、論理的思考、価値判断、批判的思考 分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
「私」とは、人間とは、生と死とは何か。我々はまだ明確な答えを持っていない。その解明のために
は「存在」について考えていくことが必要である。そのため、現代の社会や文化にいまなお大きな
影響を残している近代哲学を歴史的に辿り、その本質を批判し、今日我々が直面する諸問題を解き
明かしていく。

授業の概要：
ヨーロッパ文明の隆盛を導いた哲学は、しかし、近代に至って本質的な矛盾、困難につきあたる。
さらに近代哲学批判の後、現代の哲学と学問とは危機直面した。今日の哲学の動向も含め、以上の
歴史を辿る。その中で「私」、「生・死」などについて考えていく。

授業の計画：
１．「存在」を問う問いの意味
２．ルネサンスから近代に至る哲学史の概観
３．カント、経験論と合理論、批判哲学
４．ヘーゲル、理性、歴史、存在、近代哲学の到達点
５．近代哲学の限界と実存主義
６．ニーチェ、「存在」「理性」への徹底的批判
７．ニーチェ、ニヒリズムとその克服の道、未来の哲学
８．ハイデッガーから現代へ
９．今日の哲学的状況
10．現代の諸問題１，「私」とはなにか、、死の問いの不在
11．現代の諸問題２，環境問題の哲学的意味、
12．哲学の可能性（１）
13．哲学の可能性（２）
14．現代までの歴史の概観
15．まとめ

授業方法：
近代以来の哲学について解説し、さらに現代の立場から批判する。また、今日我々が直面する問題
を哲学の立場から考えていく。

達成目標：
現代の哲学を理解し、我々を取りまく諸問題を批判的に考える力を身につける。

評価方法：
論述試験�100％
Ｓ .�哲学的に現代の問題の本質を適切に論じることができる。
Ａ .�哲学的に現代の問題の本質を論じることができる。
Ｂ .�哲学的に現代の問題を論じることができる。
Ｃ .�哲学について論じることができる。
Ｄ .�哲学について論じることができない。

教科書：　

参考文献：
岩崎武雄『西洋哲学史』有斐閣

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L22901 法律と生活 2 2 松村修平

期間 曜日 時限  備考：
後期 金 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

法、責任、解釈 コミュニケーション力、問題解決力、価値判断力（意
思決定力）

授業のテーマ：
私たちの市民生活は法律と密接に関係しています。この授業では、法律を初めて学ぶ人を対象に、
民法、刑法など、法律の基礎的な知識を習得するとともに、法的な考え方を身につけることにより，
皆さんが生活を送る上で直面するであろう様々な問題に対し，自ら考え対処する能力を養っていた
だきたいと思います．

授業の概要：
民法、刑法など、基本的な法律について、具体的な事例を用いながら平易に説明します。

授業の計画：
１　　　イントロダクション
２　　　刑事法総論
３〜６　刑事法各論（刑事裁判見学含む）
７　　　民事法総論
８〜11　財産法各論
12〜13　家族法各論
14　　　公法概論
15　　　後期の復習
※�なお、講義の一環として、名古屋地方裁判所岡崎支部にて刑事裁判見学（傍聴）を実施する予定です。
スケジュールがあえば裁判員裁判を傍聴の対象とします。刑事裁判見学は、講義の曜日 ･時間と
は異なる日時で実施することになる可能性がありますので、日時については事前に連絡をします。

授業方法：
講義が中心ですが、なるべく具体的な事例を用いて、受講生にわかりやすく、親しみやすい授業内
容を目指します。

達成目標：
法律の基礎的な知識の習得を目指します。

評価方法：
期末試験により評価します。

教科書：
「はじめての法律学　ＨとＪの物語」（第 3版）　有斐閣
六法（出版社を問わないが、憲法、民法、刑法、民事訴訟法、刑事訴訟法が掲載されているもの）

参考文献：
なし

実験 ･ 実習 ･ 教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L23001 社会学Ⅱ 2 2 安福恵美子

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
現代社会、社会学的視点、社会学的探求、地域社
会

コミュニケーション力、問題解決力、価値判断力（意
思決定力）

授業のテーマ：
社会学の基本的な理論や概念を基に、戦後急激に変化を遂げた日本社会の仕組みを考察することに
よって、そのなかに潜在化しているさまざまな問題点を観察・認識する。そして、産業化が進展す
る中で生じた高度産業社会や地域社会における問題などに焦点を当て、現代社会のあり方について
考える。

授業の概要：
本講義では、社会的行為、社会集団、地位と役割、社会変動、文化などの社会学の概念を概説する
とともに、地域社会や情報社会などを取りあげ、社会学の視点から現実の社会や社会問題がどのよ
うに分析され、理解されているかを問題提起しながら講義する。

授業の計画：
１�回　社会学的考え方
２�回　社会学と調査
３�回　現代社会の問題に対するアプローチ
４�回　現代社会と労働
５�回　現代社会とレジャー活動
６�回　地域社会の仕組みと構造
７�回　地域社会とまちづくり
８�回　地域社会と環境
９�回　地域社会と文化創造
10�回　情報社会とマス・メディア
11�回　情報社会とインターネット
12�回　情報社会における問題点
13�回　グローバル化社会
14�回　グローバル化社会における問題点
15�回　まとめ

授業方法：
各回のテーマに即した資料・文献（ビデオを含む）を参考に、受講生各自が感想や意見を述べるこ
とによってテーマに対する理解を深めてゆく。そのため、受講生各自の積極的な授業参加を求める。

達成目標：
さまざまな社会現象を社会学的に分析するための視角を養う。

評価方法：
レポート６０％によって評価する。

教科書：
安福恵美子著『ツーリズムと文化体験』（流通経済大学出版会）

参考文献：
授業のなかで随時紹介する。

実験・実習・教材費：

教務課5
長方形

教務課5
タイプライターテキスト
100
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L23101 欧米の歴史Ⅱ 2 2 菅原太

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 4

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力
ルネサンス　宗教改革　大航海時代　市民革命　
帝国主義 グローバルな視野　美的感受性

授業のテーマ：
近世以降芸術はその時代の政治・社会・経済と密接にかかわりながら展開してゆきました。時代の
ビジュアルな記録としての絵画、その歴史的背景を紐解くことで、現代につながる近代世界の成り
立ちを考えます。

授業の概要：
各時代の美術作品を足掛りとしながら近世から現代にかけての欧米の政治・社会・文化のダイナミッ
クな展開を通観してゆきます。

授業の計画：
１．授業の概要説明
２．宗教・対抗宗教改革１（ルネサンス）
３．宗教・対抗宗教改革２（ルネサンス）
４．大航海時代１（スペイン・中南米バロック）
５．大航海時代２（スペイン・中南米バロック）
６．大航海時代３（ネーデルランド絵画）
７．絶対王政１（フランス古典主義）
８．絶対王政２（フランス・ロココ）
９．市民革命１（新古典主義）
10．市民革命 2（ロマン主義）
11．産業革命（印象派）
12．帝国主義（世紀末芸術・ジャポニスム）
13．ファシズム（ヨーロッパ現代美術）
14．冷戦（アメリカ現代美術）
15．まとめ

授業方法：
主にプリントとプロジェクターの画像を交えた講義形式。

達成目標：
欧米の歴史の大まかな流れと、それに沿った芸術文化の展開を把握します。

評価方法：
期末テストによる。
講義内容の理解が特に優れている…………………Ｓ
講義内容をほぼ理解できている……………………Ａ
講義内容の要点は理解できている…………………Ｂ
講義内容を要点を半分以上理解できている………Ｃ
講義内容を要点を半分以上理解できていない……Ｄ

教科書：
特にありません。

参考文献：
授業を通して紹介してゆきます。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L14101 教職概論 １・２ 2 川口雅昭

期間 曜日 時限  備考：
後期 月 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

教師、教職、人づくり コミュニケーション力、問題解決能力、社交性（社
会的相互関係力）

授業のテーマ：
学級崩壊、いじめ、引きこもり、また、青少年犯罪の凶悪化など、現在、我が国の教育が大きな混
乱状態にあることはいうまでもない。また、これらの教育問題は制度的改革のみで乗り切ることは
不可能と考える。
そこで、本講では「教育とは何か」という最も基本的な問題を総合的に考察する。

授業の概要：
授業では、自分自身の教職経験（山口県立高校教諭十四年在職）を具体的に語りながら、教師とは
何かということを学生に理解させたい。

授業の計画：
１　教育とは何か①
２　教育とは何か②
３　我が国における学校の発達と性格①
４　我が国における学校の発達と性格②
５　教師の性格と課題①
６　教師の性格と課題②
７　家庭・地域と学校①
８　家庭・地域と学校②
３　教師の性格と課題
４　家庭・地域と学校
５　学級・学校経営
６　教育内容　我が国の教科書
７　生徒指導の体制と方法
８　現代公教育と教育行政の課題

授業方法：　
講義形式

達成目標：
学生が自分で理想の教師像を描き、それに向かって努力するようにする。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。

教科書：
なし

参考文献：
折々に紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L14201 教育原論 １・２ 2 川口雅昭

期間 曜日 時限  備考：
後期 火 5

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

西洋、教育史、人づくり コミュニケーション力、問題解決能力、社交性（社
会的相互関係力）

授業のテーマ：
学級崩壊、いじめ、とじこもり、また、青少年犯罪の凶悪化など、現在、我が国の教育が大きな混
乱状態にあることはいうまでもない。また、これらの教育問題は制度的改革のみで乗り切ることは
不可能と考える。
そこで、本講では「教育とは何か」という最も基本的な問題を総合的に考察する。

授業の概要：
講義では、まず、ギリシア、ローマの教育からはじめ、近代学校制度の成立までを概観する。具体
的には、各時代、各地域の代表的な「私塾」、「学校」、「教育者」などを取り上げ、そこで行われた
教育実践などを概観し、教育のあり方を総合的に考察する。

授業の計画：
１　ギリシアの教育①
２　ギリシアの教育②
３　ソクラテス
４　プラトン
５　アリストテレス
６　ローマの教育
７　イスラエルの教育
８　中世の教育①
９　中世の教育②
10　人文主義と教育
11　宗教改革と教育
12　啓蒙主義と教育
13　ルソー
14　ペスタロッチ
15　フレーベル

授業方法：
講義形式を中心として進める。

達成目標：
近代教育の源流とされるギリシア以来の西欧教育思想を理解し、今後の我が国の教育を具体的に構
想する。

評価方法：
期末試験（100％）により行う。

教科書：
なし。

参考文献：
折々に紹介する。

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L24101 教材・教具論 2 2 文野峯子

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 1

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

生教材，教材分析，効果的な利用 分析・総合の思考力と判断力，問題解決力，価値
判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
教材の分析・評価と教育への利用

授業の概要：
前半では，既存の視聴覚教材を分析・評価する。後半では，テレビ，ビデオ，アニメ，ゲームなど
の視聴覚素材を，教育の目的に合わせて教材化し，その効果的な利用法を考えて模擬授業を行う。

授業の計画：
１．教材とは何か。教材の役割について考える。
２．教材を評価するための基準，項目を考える。
３．既存の教材を調べ，分析・評価する。効果的な利用法を考える。
４．工夫した利用法を取り入れた授業案を考える。
５．授業案の検討
６．模擬実習
７．生教材（漫画、アニメ等映像教材）を教材化する　１回目（素材を探す）
８．生教材を教材化する　２回目（教材化を考える）
９．生教材を教材化する　３回目（教材化を考える）
10．教材を発表する　評価する
11．目的（中高の国語，英語，社会科，国際理解教育など）に合った使い方・授業案を考える。
12．授業案検討
13．授業案の修正
14．模擬実習
15．まとめ

授業方法：
学生が主体的に活動をすることによって学習が成立する授業である。グループ単位で，教材作成，
教案作成，発表等を行う。欠席は，グループ作業を滞らせるため，全出席を旨とする。教材につい
ての情報を得る，教材作成のための資料を得るために，インターネットを利用する。また，発表も
パワーポイントを利用して行う。

達成目標：
１．教材を評価できるようになる。
２．生の素材を対象者や目的に合わせて教材化できるようになる。
３．教材を効果的に利用した授業ができるようになる。

評価方法：
試験（レポートを含む）100％

教科書：
特に定めない。

参考文献：
ウェブに公開されているさまざまな教材

実験・実習・教材費：
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L24201 国語教科教育法Ⅰ 2 2 鈴木研吾

期間 曜日 時限  備考：２時限連続
前期 火 １・２

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

何を教えるか　　どう教えるか　　基礎力の養成 分析・総合の思考力と判断力　　問題解決力　　
価値判断力（意思決定力）

授業のテーマ：
「国語」はすべての教科の基本となる教科である。古文・漢文では語句・文法など教え方のパターン
を身につけていくことで授業が成り立つが、特に現代文分野においては、小学生でも使う日本語で
あっても、何を教えるか、どう教えるかを突きつめて考えなければ授業として成立しない。この授
業では、現役の高校教員の立場から、効果的な教育法を考えていく。

授業の概要：
古典文法、漢文の基礎を習得し、授業の進め方のパターンを身につける。現代文分野では、具体的
な教材を用いて、何をどう教えるべきか検討し、効果的な授業の進め方を考える。また、それを具
体化する指導案の作成、模擬授業を行える段階まで到達することとする。

授業の計画：
１回　国語の授業とは
２回　古典文法の復習（用言・敬語）
３回　古典文法の復習（助動詞・その他）
４回　「徒然草」「枕草子」の授業実践（読解中心）
５回　「大鏡」「源氏物語」の授業実践（文法・敬語中心）
６回　漢文の復習（返り点、書き下し、句形）
７回　「五十歩百歩」「狐借虎威」の授業実践
８回　現代文の基礎（書き順等）
９回　「水の東西」の授業
10回　「羅生門」の授業
11回　韻文の授業（参考DVD使用）
12回　国語表現の授業、テストの作り方
13回　指導案の書き方
14回　模擬授業①
15回　模擬授業②

授業方法：
資料プリントを適宜配付し、解説する。教員の授業そのものを「見本」として示す。講義形式を基
本とするが、特に授業実践の取り組みでは、何をどう教えるか検討する中で、学生の積極的な参加
を促したい。

達成目標：
現代文の授業において、より効果的な授業展開を考え、授業を行う能力を習得する。
古文・漢文の授業において、教えるべき内容をわかりやすく教える能力を習得する。

評価方法：
期末試験（７０％）、レポート（３０％）
期末試験は古典文法や現代文の基礎知識等を含め、授業の進め方など工夫・応用の分野も出題。
レポートはテーマに関する指導案の作成を行い、その中に工夫・応用を盛り込むものとする。
古典文法や現代文の発展的知識があり、工夫・応用を活かした指導案を作成できる。・・Ｓ
古典文法や現代文の発展的知識があり、工夫・応用した指導案を作成できる。・・・・・Ａ
古典文法や現代文の基礎的知識があり、工夫・応用した指導案を作成できる。・・・・・Ｂ
古典文法や現代文の基礎的知識があり、指導案を作成できる。・・・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
なし。授業ごとにプリントを配付予定。

参考文献：
なし。

実験・実習・教材費：
なし。
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L24301 社会科・地歴科教育法Ⅰ 2 2 堀崎嘉明

期間 曜日 時限  備考：２時限連続
前期 火 １・２

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

教材研究・構成・展開・分析・総括 コミュニケ−ション力、分析・総合の思考力と判
断力、価値判断力（意思決定力）

授業のテ－マ：
中学社会科の授業をつくる。

授業の概要：
中等社会科教育の領域と課題、中学社会科（地理・歴史的分野）の授業例検討を中心に、教材研究、
使い方、多様な学習方法を考察する。また学習指導案作成と模擬授業の実施、分析をする。

授業の計画：
一　中等社会科教育の領域と課題
　①　教育と教師の仕事　　　　　　〈演習「VD①をもとに授業をつくる」〉
　②　近代日本の中等地理・歴史教育〈演習「近代日本教育史年表をつくる」〉
　③　戦後日本の中等社会・地歴教育〈演習「戦後日本教育史年表をつくる」〉
　④　現行学習指導要領にみる社会科・地歴科の内容〈演習「生まれ育った地域」紹介〉
二　中学地理的分野の授業展開例の研究
　⑤　地図が描く世界　　　　〈演習「日本・世界の地図を描く」〉
　⑥　地形図を読む　　　　　〈演習「地形図にみるトヨタ地域の変化」〉
　⑦　授業例の紹介・分析１　〈演習−レポート①「地域・世界の姿と課題」作成〉
　⑧　授業例の紹介・分析２　〈演習−レポート①「報告・分析・討議」〉→課題１
　⑨　学習指導案作成上の留意点（演習「学習指導案の作成」）→課題２（指導案）
三　歴史的分野の授業展開例の研究
　⑩　歴史の学び方　　　　〈演習「授業をつくるために」１−テ−マ・教科書分析−〉
　⑪　授業例の紹介・分析１〈演習「授業をつくるために」２−VD②の分析・討議−〉
　⑫　授業例の紹介・分析２〈演習「授業をつくるために」３−VD③の分析・討議−〉
　⑬　地域史の教材化　　　〈演習「地形図にみる三河地域の古墳時代」〉
　⑭　教材研究の紹介　　　〈演習「授業をつくるために」４−教材研究−〉
　⑮　模擬授業（その１）・分析〈演習「中学社会科の授業」総括討議〉

授業方法：
テ−マについての講義が中心となるが、時にVDの視聴、スピ−チを取り入れる。演習（２時限）
は主にレポ−ト作成、「模擬授業」の教材研究等に当てる。

達成目標：
中学社会科を担当できる資質と力量の養成。

評価方法：
成績評価は、期末テスト（レポ−ト含む）のみ
なお模擬授業の展開については、
完成度の高い展開能力が示せる・・・・・・・・・・・・・・Ｓ
確かな教材研究と熱心な姿勢が見られる・・・・・・・・・・Ａ
教材研究に不十分さを残すも、熱意ある姿勢で展開した・・・Ｂ
授業の展開はできたものの、平板な域を出ていない・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ
の基準で評価する。

教科書：
特に使用せず、資料プリントで行う。

参考文献：
中学社会教科書（地理・歴史的分野）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L24401 国語教科教育法Ⅱ 2 2 石原比朗志

期間 曜日 時限  備考：２時限連続
後期 火 １・２

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

国語の力、教材研究、学習指導案 分析・総合の思考力と判断力　　問題解決能力　
コミュニケーション能力

授業のテーマ：
今求められている「国語の力」を改訂学習指導要領・全国学力調査問題の分析から明らかにする。
学習指導要領をもとに編集されている中学校の国語科教科書には、文学的文章、説明的文章、入門
期の古文漢文等の教材、また伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項の内容等が総合的に収め
られている。教科書の教材を中心に、教材研究を行い、指導目標、指導内容、指導過程、指導法に
ついて学習する。
言語観の確立をはかりながら、まとめとして具体的に学習指導案づくりを行う。

授業の概要：
中学校学習指導要領が示す国語科の目標や内容を理解し、求められている国語の力についての認識
を深める。教科書教材の分析を通して、教材研究の力を養い、実践的な学習指導案が作れるように
する。

授業の計画：
１回　私の国語科教室、求められる学力　　　　　９回　学習指導案の作成　基本様式　構想
２回　中学校国語科の目標・各学年の目標　　　　10回　学習指導案の作成　指導計画　目標
３回　学習指導要領の解説　話すこと、聞くこと　11回　学習指導案の作成　本時の学習　展開
４回　学習指導要領の解説　読むこと、書くこと　12回　詩、作文指導と課題
５回　学習指導要領の解説　言語文化、特質　　　13回　指導の技術　発問、板書、ノート指導等
６回　文学的文章の教材分析と指導過程　　　　　14回　書写の指導　指導法と実習
７回　説明的文章の教材分析と指導過程　　　　　15回　教師論　国語教師として
８回　古典教材の教材分析と指導法

授業方法：
中学校国語科の教材文や配布資料に基づく講義を中心に、問答、発表等を通して理解を深め、指導
案づくりの実習を取り入れる。

達成目標：
国語科の目標をふまえ、教材研究の力を養い、基本的な指導過程・指導法を理解し、学習指導案づ
くりができる。

評価方法：
レポート 100％
確かな教材研究の力をつけ、積極的に実習し、望ましい国語科指導の能力を身につける・・・・Ｓ
教材研究の方法を理解し、積極的に実習し、国語科指導の能力を相応に身につける・・・・・・Ａ
教材研究の方法を理解し、実習に参加し、望ましい国語科指導の能力を理解する・・・・・・・Ｂ
授業内容を理解し、実習に参加し、望ましい国語科指導の能力を理解する・・・・・・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ

教科書：
文部科学省「中学校学習指導要領解説　国語編」　東洋館出版社（144 円）

参考文献：
授業中に適宜指示する。教材文は中学校国語教科書「国語１・２・３」（光村図書）を主に扱う。

実験・実習・教材費：
なし



− 169 −

授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L24501 社会科・地歴科教育法Ⅱ 2 2 堀崎嘉明

期間 曜日 時限  備考：２時限連続
後期 火 １・２

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

教材研究・構成・展開・分析・総括 コミュニケ−ション力、分析・総合の思考力と判
断力、価値判断力（意思決定力）

授業のテ－マ：
高校地歴科の授業をつくる。

授業の概要：
中等社会科教育の領域と課題を踏まえ、高校地歴科の地理・日本史・世界史の教材開発・授業例を
考察する。また学習指導案もとに模擬授業の実施、学習評価法を考察する。

授業の計画：
一　授業をつくる
　①　教材研究の紹介　　〈実物教材、探し方、使い方〉〈演習「視聴覚教材の使い方」〉
　②　教材と展開例の紹介〈テーマ学習の場合〉〈演習「授業をつくる」１−構想・構成を考える−〉
　③、④及び各〈演習〉時、模擬授業（その２）−展開Ⅰ−、分析
二　高校地歴科の授業展開例
　⑤　地理の授業展開例の紹介と研究　〈演習「授業をつくる」２−教材研究−〉
　⑥，⑦　日本史の授業例の紹介と研究〈演習「授業をつくる」３−教材研究−〉
　⑧　世界史の授業例の紹介と研究　　〈演習「授業をつくる」４−学習指導案の作成−〉
　⑨、�⑩、⑪、⑫、⑬　各〈演習〉時、模擬授業（その３）・分析
三　学習・模擬授業を振り返って
　⑭　中学社会科・高校地歴科の学力と評価法〈演習「テスト問題を作る」〉
　⑮　総括のための共同討議　　　　　　　　〈演習「総括報告」作成〉
　　　＊数字○は１時限でのテ−マ、〈演習〉は２時限の内容

授業方法：
テ−マについての講義が中心となるが、時にVDの視聴、輪読を取り入れる。演習（２時限）は、主に「模
擬授業」の教材研究等に当てる。

達成目標：
高校地歴科を担当できる資質と力量の養成。

評価方法：
成績評価は、期末テスト（レポ−ト含む）のみ
なお模擬授業の展開については、
完成度の高い展開能力が示せる・・・・・・・・・・・・・・Ｓ
確かな教材研究と熱心な姿勢が見られる・・・・・・・・・・Ａ
教材研究に不十分さを残すも、熱意ある姿勢で展開した・・・Ｂ
授業の展開はできたものの、平板な域を出ていない・・・・・Ｃ
Ｃのレベルに達していない・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ
の基準で評価する。

教科書：
特に使用せず、資料プリントで行う。

参考文献：
高校教科書（地理・日本史・世界史）

実験・実習・教材費：
なし
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授業コード 授 業 科 目 名 対象学年 単位数 担当教員名

L24601 教師と倫理 2 2 川口雅昭

期間 曜日 時限  備考：
後期 木 2

授業のキーワード 人間環境大学が育む八つの能力

教師、人間性、倫理 分析・総合の思考力と判断力、問題解決力、価値
判断力（意志決定力）

授業のテーマ：
文部科学省の調査によれば、近年、「訓告」なども含めた教育職員への処分数は、年間 2400 〜 2500
件にのぼっている。この基底に、私共日本人、とりわけ教育職員の倫理観の低下があることはいう
までもない。教育職員養成改正が喫緊の課題といわれる所以である。
そこで、本講義では、「宇宙最大の書」といわれる『論語』から森信三の『修身講義録』に至る先哲
の叡知に学び、一人の人間として、特に教育職員としての倫理観の確固とした確立することをめざす。

授業の概要：
授業は、各史料に学ぶことを中心とし、具体的な事例をあげ、それをグループ討議などを通じて、
学生各自に自分の立場で考察させ、一人の人間及び教師としての倫理観を確立させる。

授業の計画：
１．『論語』
２．『論語』
３．『孟子』
４．『孟子』�
５．『西郷南洲遺訓』
６．『西郷南洲遺訓』�
７．『名臣言行録』
８．『名臣言行録』
９．『言志四録』
10．『言志四録』�
11．『講孟劄記』
12．『講孟劄記』�
13．『修身教授録』
14．『修身教授録』
15．まとめ

授業方法：　
講義及びグループ討議などを中心とする。授業では、史料を中心として、具体的事例など学生同士
で論議させ、倫理観を各自に定着させる。

達成目標
一人の人間としての倫理観の確立。

評価方法：
試験（100％）により行う。

教科書：
なし。史料は適時配布。

参考文献：

実験・実習・教材費：
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